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    　むかしむかし、あるところに、ふたりのおうじょさまのいるくにと、ひとりのおうじさまがいるくにがありました。


    　おうじょさまのひとりはとてもあたまがよくて、ちえのおうじょとよばれ、もうひとりはとてもゆうきがありましたから、ゆうきのおうじょとよばれました。


    　となりのくにのおうじさまは、とてもやさしく、きがよわく、いつもふたりのあとをついてあるいていました。


    　では、おはなしのはじまり、はじまり。
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    　白い手が伸ばされる。


    　六月の末、昨日までの大雨がからりと晴れて、夏の始まる、駅のホームへ続く階段。


    「マノ、急いで！」


    　白い手の主である少女が、その手に似合った清せい楚そな声をかけた。


    「わかってるよセイ姉ねえ！」


    　少年の手が、走りながらあたふたとネクタイを結ぶ。


    「このネクタイってどうも苦手で」


    「あとで私が締めてあげるからそのままで走って！　あと二五秒で電車が出る」


    「いやでも……」


    「ふたりとも喋しやべってないで走れ！」


    　日焼けした手がそのふたりをせき立てる。


    　そんな会話をこだまさせて、朝の日差しの中、ふたりの少女とひとりの少年が駆け上っていく。


    　ローファーを履いた白くて細い脚、日焼けして、カモシカのように引き締まった赤いランニングシューズを履いた脚。先行するふたりに慌ててあたふたと追いついていこうとする、ハイカットスニーカーを履いた足。


    　三人の足は階段を駆け上りホームを走り、閉まろうとする寸前のドアに飛び込んだ。


    「ふぅ…………」


    　七時一三分の電車になんとか三人は間に合った。


    　全体的にグリーンで統一されている電車の、唯一色違いの銀の地にグリーンのラインが入った、前から五両目の車両。


    　ここから彼らの向かう高校に到着するギリギリの便は七時四五分だが、それではラッシュアワーまっただ中に突っ込むこととなる。


    「ま、間に合ったぁ」


    　霧きり山やま真ま之の斗とはそう言って溜ため息いきをついた。整った顔立ちなのに、平均的な男子高校生よりも小柄で、どこか自信なさげなところがずぶ濡ぬれでしょげ返った子犬のような印象を与えている。


    　事実、少々しょげてもいる、


    「マノぉ、寝坊するんじゃねえよ！」


    　ショートヘアに日焼けした肌を持つ小こ日向ひなた亜あ世ず砂さがそう小声で怒鳴って溜息をついた。


    　こちらはきりりとした精せい悍かんな顔立ちで、ショートヘアで片目を隠すような髪型も相まってか、男性よりも女性に好かれるタイプ。


    　校則ギリギリの裾すそ上げをした制服のスカートから太ふと腿ももの半なかばまで、激しく動いても下着が見えないようにレーシングパンツに包まれた長い脚は、引き締まっていてカモシカのようだ。


    　夏の日差しを思わせる陽気な明るさが全身から溢あふれている。


    「…………ったく、朝練なしでたまーにゆっくり行けるかと思ったらこれだもんなあ」


    　苦笑いしつつ、亜あ世ず砂さは頭ひとつ低い真ま之の斗との頭を、力を加減した肘ひじで小突いた。


    「まーた格闘ＶＲの新作に熱中してたんだろ？　そーゆーとこ、子供っぽいよなー」


    「ち、ちがうよ！　……でも、ふたりとも僕を置いていってもいいのに……」


    「亜世砂、そんなことで真之斗を責めては駄目」


    　そう言って微ほほ笑えむのは亜世砂とは打って変わって抜けるような白い肌に腰まである長い髪をつややかに光らせた小こ日向ひなた世せ衣い。


    　冬の朝の日差しのような少女だ。


    　よく見れば、亜世砂と目鼻立ちが似ていることがわかる────彼女たちは二卵性双生児であり、世衣が一五分早く出てきたために姉ということになった。


    　亜世砂同様に一七八センチのファッションモデル並みの背丈と、グラビアモデル並みのプロポーションを持つ。


    　それでいて「色っぽい」と言うよりも清せい楚そさのほうが際立つのは、眉まゆを隠すようにした前髪のせいもあるだろうか、静かな表情全体の持つ魅力だろうか。


    　二年生の世衣は生徒会長、亜世砂は国体代表からオリンピック選手になると噂うわさされる陸上部注目のエース、ということで普段から生徒としての「品ひん行こう方ほう正せい」を心がけている。それに比べて、真之斗は今年の春からふたりと同じ学校に通うようになったものの、一般的なただの一年生である。


    　世衣は何よりも服装が乱れるのを嫌うので、ラッシュアワー前の電車に乗るのが常だ。


    「三人揃そろって毎朝余裕をもって登校する、それが大事なの」


    「へいへい」


    　もともと真之斗をからかいたいだけの亜世砂はそう言ってひらひらと手を振った。


    「それに……亜世砂と真之斗がお弁当を忘れたときとか、わざわざ学校で捜さなくてすむし。あと朝ご飯を食べ忘れた人には、軽い朝食を手渡せるもの」


    　そう言って、自分の鞄かばんを網棚に置いたほっそりした白い指先が、ふたり分の手作りの弁当の包みを両手に持って「はい」と手渡した。


    　真之斗には、ラップされたサンドイッチが一個余分に付いてくる。


    「あ…………」


    　ぽかんと真之斗は口をあけた。


    「……ありがとう、セイ姉ねえ」


    「サンキュー姉貴♪」


    　おずおずと世せ衣いにとっての右側から少年の手が、そして左側から当然のように日焼けした少女の手がそれを受け取る。


    　一瞬、少年の手と、白い少女の手が触れあう。


    　姉である世衣の目が、その瞬間ぽうっと潤うるむのを、亜あ世ず砂さは知らん顔をしてやり過ごす。


    「ちゃんとお昼に食べてね、特に亜世砂。早弁しすぎてお小遣いを値上げしてくれ、なんて言われても聞きませんからね」


    「キッツイなあ、育ち盛りなんだぜ？」


    「必要カロリー数を超えると無駄に太るわよ」


    「う…………」


    「あのさ、セイ姉」


    　真ま之の斗とがおずおずと切り出した。


    「そろそろ本当に、父さんからお金貰もらってるし、その、食費ぐらいは……」


    「いいの」


    　やさしく、しかしきっぱりと亜世砂は少年の申し出を断った。


    「料理は趣味でやってるんだから…………それに、今更どうしたの？」


    「いや、あの…………ほら、最近僕も食べるようになってきたし、その、毎日朝昼晩、全部セイ姉に作ってもらうってのも……」


    「まあ、姉貴の料理はそこいらのファミレスなんか目じゃないぐらい美味おいいしなぁ♪」


    　脳天気に亜世砂が笑う。


    「いやあの、でも…………」


    「いいじゃねえかよ、マノ」


    　亜世砂がひょいと弁当を持った右腕で真之斗の頭を抱え込む。


    「姉貴はずーっと好きで作ってるんだからさ！」


    　少年の身長は中学生になってからもあまり伸びず、逆に陸上をやっている亜世砂はともかく、特定の運動はしていない世衣もまたかなり伸びた。


    「オレたち姉妹とお前の仲だろぅ？」


    「や、やめてよアズ姉！　はしたないよ！」


    　真之斗は顔を赤く染めて亜世砂の腕から逃げようとするが、彼女はがっちりと少年の頭を抱え込んで放さない。


    「ナニが、だよ？　オレの胸がお前の顔に当たるからかぁ？」


    　余計な脂肪を全て削そぎ落とす必要のある長距離選手と違い、中短距離の選手である亜世砂は、走者としてのバランスを保っているため、それなりに胸がある。


    　それが真ま之の斗との顔に当たって柔らかく形を変えていく。


    「みんな見てるよ、もぅ！」


    「大丈夫だって、ガラガラじゃねえか、ほれほれー♪」


    　二秒ぐらいそんな光景が続いたが、


    「亜あ世ず砂さ」


    　静かな世せ衣いの声に、亜世砂はびくっとなってすぐ少年を解放した。


    「わかりました、わかりましたよ姉上様」


    　おどけて言うが、少々表情が引きつっている。


    「ありがとう、セイ姉ねえ」


    「亜世砂を許してあげてね。この子、あなたよりも子供だから」


    「ど、どうしてそういう話になるかな？　マノは弟みたいなもんじゃん」


    「弟じゃないわ」


    　静かに、世衣は亜世砂を見た。


    「立派な男性よ」


    「へいへい」


    　亜世砂は肩をすくめておどけて見せたが、コミュニケーションアプリが鳴って、


    「ご、ごめん姉貴、部長たちからだ！　こ、今度の試合の件！」


    　と慌ててその対応に追われてふたりに背を向けた。
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    　残された真ま之の斗とと世せ衣いのふたりは、静かに揺られる電車の中で視線もかわすことなく、ただ揺られていく。


    　電車内の液晶モニターがニュースを流す。


    　このところ穏やかな日が続いて、大した事件がないのか、すぐに去年発生した渋谷駅でのガス爆発事故における、犠牲者三〇〇人を悼いたむ集会が今日開かれることを伝え始めた。


    　過去の映像が流れるが、あまり悲惨なものを朝から見ても始まらない。


    　真之斗たちは自然と液晶モニターから目をそらして電車内の風景を眺めた。


    　ほんの四駅ほど先までなので、三人はいつも立ったままで行く。


    　ＯＬらしい女性が遠くの席に座ってあくびをしている。


    　向かいの席ではサラリーマンがスマホの画面を見て必死に何かを打ち込んでいた。


    　自分たちの後ろの席では、小声で別の学校────制服から察するとお嬢様学校で知られる赤あか座ざ女学院らしい────の少女と母親がなにやら話をしている。


    　奥のほうで子供のはしゃぐ声がして首を捻ひねったが、すぐに思い至る。


    　そういえば真之斗たちの通ってた小学校は、創立記念日で今日が休みだ。


    　電車のアナウンスが、送電線の異常によりこの電車は回送となり、五駅先で他路線からの振り替え運行があると告げた。


    　いつもと大して変わらない日常の始まりの中、真之斗は、すぐそばに立つ美しい姉同様の少女の体温が、ほのかな香水の香りが、何よりもその存在自体が気になって仕方がない。


    　いつ頃から、世衣は香水をつけるようになったのだろう。


    　恥じ入るような、嬉しいような複雑な気分。


    　これが駅に着くと他の人間の出入りで少し緩和され、学校に着くまで続く。


    （なに浮ついてるんだろ。こんな気分だからあんな夢、見るんだ）


    　真之斗は自分自身を蔑さげすんだ……実を言えば今日の寝坊の原因は、ここにある。


    　夢で、世衣と亜あ世ず砂さと三人だけで、ベッドの上で抱き合うという夢を見たからだ。


    　むろん、抱き合うだけではなく、その先もあった。


    　目が醒さめて、自己嫌悪で眠れなくなり、なんとかまどろんだ…………と思ったら寝坊してしまったのである。


    （変に意識するからあんな夢見たんだ、僕とセイ姉ねえたちは姉弟で、その、お、男と女じゃないんだし）


    　自分とふたりの姉のような少女たちのうち、どちらとも釣り合うはずはない。


    　男女の仲にはなり得ない。


    　どこかで自分が彼女たちに期待しているから悪い。


    　少年はその潔癖さでほろ苦く結論づけていた。


    　だから、必死になって話題を探す。


    「そ、送電線の異常ってなんだろうね？」


    　他愛のない話にもならない呟つぶやきを口にするだけで、真ま之の斗とは舌が引きつるように思えた。


    　真之斗が世せ衣いと亜あ世ず砂さの暮らす家の隣に引っ越してきて一二年。つい二年ぐらい前までは普通に話していられたのに。


    　違和感ともどかしさ。


    　真之斗は気を散らすために窓の外を見た。


    　電車は緩やかなカーブにさしかかっている。


    　さっきまでの晴天は、いつの間にか広がっていた鈍い色の雲に覆おおわれていた。


    　カーブの向こうには川が流れ、その川の上を橋が架かっていて、渡ると住宅地がある。


    　駅はさらに数キロ先。


    　駅の手前、橋に繋つながる道路に踏切がある。


    　これまで中学校以来、行き帰りで何千回と見てきた風景。


    　住宅地の並びが変わったり、橋が再塗装されたりはしたが、基本、何も変わらない。


    　小学校の頃から、真之斗も変わらない。


    　相変わらず世衣と亜世砂の弟「のような」存在で、母が死んだ後、特に世衣は姉と母を兼任してくれているように自分に優しく、ときに厳しく接してくれている。


    　今通っている高校だって、世衣が中学三年生のときに家庭教師を買って出てくれなかったらきっと入ることはできなかった。


    　小学校の頃から世衣は頭が良く、特に音楽に秀でていて、生徒会長の傍かたわら、音楽部のピアノ奏者として地区のコンテストにも出て優勝もしている。


    　実際、音楽大学の教授たちからの密かなスカウトがそれ以後引きも切らない。


    　世衣がどういう進路に進みたいか、真之斗はまだはっきりと聞いたことはない。


    　だが、音楽の道を進んでも、学問の道を進んでも、おそらく大成するだろうと真之斗は考えている。


    　亜世砂もまた中学で陸上競技にハマって以来、地区の記録を次々に塗り替え、高校総体では全国優勝を成し遂げた。


    　こちらもまた体育大学からのオファーがすでに水面下で始まっているし、社会人団体からも誘いが来ている。


    　オリンピックに出るかもしれない、という言葉が半なかば冗談、半ば本気で教師の間からも聞こえてくるぐらいだ。


    　翻ひるがえって自分はどうか────成績は中の下、運動神経も人並み。そんな平均値よりもやや下の「デキの悪い弟」のままだ。


    　ひとつだけ違うのは、自分は中学三年生の半ばまではそんなことを気にしなかった。


    　今は、違う。


    　まだ三か月にも満たない高校生活は、真ま之の斗との中に、自尊心と自分のいる世界においての己の値打ちを知らしめていた。


    　誰からも欲されない自分と、多くの人に欲され、愛されるふたり。


    　距離感。


    　こんなに、体温が感じられるほど近くにいるのに、今の真之斗にとって、ふたりは幻想世界の住人のようにも思える。


    　だから少年は、自分の横顔に注がれている世せ衣いの視線に何が込められているかに気づく余裕はなかった。


    　代わりに窓の外、大きく弧を描く線路の果てに、人影がたたずんでいるのに気がついた。


    　真っ白な雪のようなコート姿の人影は、かなり遠くにいるのに、くすんだ世界の中で異様に目立っている。


    　みるみる近づいてくるシルエットから、どうやら自分と同年代の少年らしいと真之斗は見て取った。


    　踏切の中に白いコートの少年は立ち、じっと住宅地のほうを見てる。


    「あぶない！」


    　真之斗が叫ぶ前に、先頭車両は彼の身体からだに触れた。


    　思わず真之斗は、次の瞬間に起こるであろうことを予測して目を閉じた。


    　だが、世界はその瞬間、文字通りひっくり返った。


    



    



    　全てはほんの一瞬だった。


    　先頭車両はそのコートの少年を轢れき殺さつするどころか、巨大な壁にぶつかった薄い紙細工のように蛇じや腹ばら状に潰つぶれた。


    　巨人があげる絶叫のような、ねじくれ、引きちぎれる金属の音とガラスが砕ける音が人々の悲鳴を呑のみ込んでいく。


    　真之斗が立っている場所が持ち上がり、斜めになって、さらにまた斜めになったのは数千分の一秒。


    　気がつけば真之斗は明るい空の下に放り出され、激しい衝撃とともに「ごきり」という嫌な音を自分の肩から聞いた。


    　一瞬、光も音も消え、真之斗の意識が途絶えた。


    　そして、その後、それらが一斉に襲いかかってくるように五感になだれ込んだ。


    「！」


    　声にならない悲鳴をあげてそのまま真之斗は草の上を滑り落ちる。


    　ようやく土手の半なかばで停まって、自分が線路の脇、川へと続く土手の斜面に放り出されたと気づく。


    　数秒前までののどかな初夏の朝は一転して、どんよりと曇った空に覆おおわれた事故現場に変じていた。


    　悲鳴と苦鳴。


    　そして腹に響く金属同士が擦こすれ合う異音、巨獣が唸うなるような不気味な音、小さく弾ける火花の音。


    「え……？」


    　ふらふらと真ま之の斗とは立ち上がった。


    　土手の上を見る。


    　線路に、電車が横倒しになっていた。


    　正確には横倒しになった上に何両も積み重なっている。


    　どれも原形をとどめていないほどにひしゃげ、ねじれ、曲がり、折れている。


    　車両全体が、だ。


    　確かいつも乗るこの電車は八両編成のはずだが、目の前には完全にひしゃげた先頭車両を含めても三両ほどしか見えない。


    　残りは？　────土手の彼方に煙突のようにそそり立っている物が、その答えだった。


    「うそ…………でしょ？」


    　思わず呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。


    　空気の震動が頭上を揺らすのがはっきりわかり、その方角を見ると火の手があがっていた。


    　土手の上の線路から脱線転覆した車両の一両が近くを通りかかったタンクローリーの上に落下、ひしゃげたタンク部分から溢あふれたガソリンに、へし折れたパンタグラフからの火花が引火したのだが、このとき、真之斗にはまだわからない。


    「セ……セイ姉ねえ？　アズ姉？」


    　再びの爆発音の後、紅ぐ蓮れんの炎の塊が朝の空へ向かって伸びきって破裂した瞬間、ようやく真之斗は自分の姉ふたりがこの場にいないことに気がついた。


    　いったい、何がどうなったのか。


    　辛かろうじて線路の上にとどまった車両も、脱線して土手の途中で止まっている車両もどちらもまるで空き缶を蹴けり飛ばしたようにぐしゃりと曲がり、切れた電線のスパークする音が響く。


    　映画などではよく見る光景だが、現実に、自分が乗っている電車がこのような残ざん骸がいになってしまうとは信じられなかったし、実際に自分が巻き込まれたというのも信じられない。


    　ようやく耳にいろいろな人たちの呻うめき声や叫び声、悲鳴が聞こえ始めた。


    　助けてくれ、と繰り返すものもいれば、痛いを繰り返すもの、泣き声を延々あげ続けるものもいる────声はどんどん交錯して異様な不協和音を奏でていた。


    　歩き出そうとすると、真ま之の斗との足下に、スーツケースの取っ手を握りしめたサラリーマンの手首が落ちていた。


    「ひっ！」


    　悲鳴が喉のどでつっかえるほどに驚き、真之斗は後あと退ずさる。


    　助けを求める声、悲鳴と苦鳴はその間もなおも続く。


    　知り合いが「動かない」と呆ぼう然ぜんと繰り返すものも。


    　男女、老人、子供の区別はもう真之斗にはつかなかった。


    　ぼんやりと立ち尽くす。


    　自分はいま、どこにいるのか。


    　さっきまでは通学電車の中にいたはずなのに。


    「助けて！　ウチの子の脚が動かないの！」


    　その言葉に弾かれて、どこからの声か周囲を見回すがすぐにそれは別の悲鳴にかき消される。


    　ぎしぎしという音や燃えさかる炎にミキシングされて、全ての音も声も渾こん然ぜん一いつ体たいとなり、不吉な灰色の空へ昇っていく黒煙の中に埋もれて流されていく。


    　姉たちを捜さねば、と頭で強く思っていても、見慣れた通学時の風景が全てどす黒く染まり、破壊された電車と人の苦鳴で埋まるまっただ中に放り出されている状況を認識するとどうしても呆然と神経が麻ま痺ひしそうになる。


    　それをなんとか振り払った。


    　とにかく、このままじゃいけない。


    　電車に戻らなくては。


    　慌てて土手を這はい上がろうとした瞬間、脳天まで突き抜けるような激痛が走った。


    　もんどりうって倒れそうになるのをなんとかこらえ、その代わり叫んだ。


    　同時に肩のあたりに何か奇妙な違和感を真之斗の脳は感じたが、周囲の異常さと激痛がその意味を深く考えさせない。


    　ふとそのとき、川の上に何かが見えた。


    　だがそれよりも今は自分の身体からだに走った激痛の始末だった。


    　声も出せないまま、真之斗は固まり、そしてようやく必死の思いで息を吐き出した。


    　息が詰まるような、という言葉の意味を理解する。


    「ヒ、ヒビでも入ってるか……な？」


    　そして、さっき一瞬見えた物の正体……川辺の土手にも車両が転がっていることに気がついた。


    「これって……？」


    　頭の中で一瞬ごとに切り取られた記憶の画像がさっと現れて、消える。


    　横向きにぐるりと回転する電車の中、最初の一回転、慌てて一番近くにいた姉────世せ衣いへ手を伸ばす自分。


    　同じように電車の中を横方向に転がりながら手を伸ばす世せ衣い。


    　指先が触れあいそうになった瞬間、真ま之の斗とは外に放り出された。


    　何かが砕けるような割れるような音を腕の中から聞いた。


    　そして、みるみるうちに世衣たちを乗せた車両は転がり落ちて。


    　そして、今なら、どこにある？　どこにいる？


    「あそこだ」


    　土手のふちで捻ねじれ、ひしゃげ、川に落ちそうになっている車両を目指して、真之斗は一心不乱に駆けだした。


    　転がっている車両は二両。


    　一両は他の車両と同じグリーンで土手の麓ふもとに転がり、一両は銀地にグリーンのラインが入っていて、川かわ縁べりぎりぎりにシーソーのように半分乗っかっている。


    　どれに世衣と亜あ世ず砂さが乗ってるか、迷う必要はなかった。


    　毎朝、乗る車両は決まってる。


    　前から五両目、一両だけ色が違う。それだと降りてすぐに改札を抜けられるから。


    　世衣の決めたルール。


    　つまり、ふたりとも半分だけ川縁に引っかかったシーソー状態の車両の中だ。


    　真之斗は自分に追いすがるようにまとわりつく、見えない手を振り切って走り続けた。


    　今は、誰よりも、何よりも姉ふたりの命が大事だった。


    　そのときは、それでいいと思っていた。


    



    



    　真之斗が土手を必死に下り始めた頃、ようやく亜世砂は軽い失神から目を醒さました。


    　いつの間にか天井が床になっている。


    　そう認識するのに数十秒かかった。


    　上下逆になった風景と記憶を照らし合わせて、ここが車両と車両を繋つなぐ連結部付近だと気づく。


    　頭の上には優先シートが並んでいた。


    「…………っつ……なんだよ、いったい……」


    　呟つぶやいた自分の声が酷ひどくしわがれているのに驚きながら、いつの間にか立ちこめた煙の中、思わず咳せき込む。


    　咳き込みながらついさっきまでのことを思い出す。


    　亜世砂は今度の大会のレギュラーメンバーに関する相談の答えを、他の部員の意見なども容れ、彼女なりに真剣に考え抜いてコミュニケーションアプリに打ち込み、部長へと返した。


    　真ま之の斗との声に目をあげると、彼の反応に驚いて声をかけようとした世せ衣いが、いつの間にか天井にいた。


    　自分は窓に肩をぶつけていた。


    　その認識が間違っていて、実は一瞬で電車そのものが勢いよく横転しているのだと気づく余裕もなく、世衣と亜あ世ず砂さは他の電車の乗客ごとシェイクされる。


    　横転するその電車の中、天井近く、吊つり革かわの根元を固定する棒の部分へ、亜世砂は脚をぶつけた────正確には右の臑すねの半なかばほどを。


    　嫌な音も聞こえたが、それよりも信じられない激痛が脚から駆け上ってきて脳天で炸さく裂れつし、亜世砂は叫んだ。


    　生まれてから一度も感じたことのない激痛。


    　切り傷や打撲、生理や頭痛の痛みよりも遥かに大きな痛み。


    　その激痛と頭をどこかにぶつけたことで気を失ったのだ。


    「…………まさか……」


    　おそるおそる、亜世砂は自分の両脚へと視線を下ろしていく。


    　左脚は無事だった。だが、利き脚である右は、ふくらはぎの途中からあらぬ方向に爪先を向けて、そこから白い物が飛び出していた。


    「嘘うそだろ…………おい、嘘だよなぁ」


    　声が引きつる。


    　目からどっと涙が溢あふれた。


    「嘘だよ、嘘だよ…………姉貴、姉貴っ！」


    　どうしていいのかわからなかった。


    　身体からださえ元気なら、あとはどうにでもなる、が信条の亜世砂にとって、そのよりどころである自分の肉体が「壊れている」のを目の当たりにすることは初めてだった。


    　折れている、と認識した途端、足首が猛烈に痛み出した。


    　それだけではなくて、身体中あちこちに打撲の痛みがある。


    　こめかみの辺りからぬるりとした熱いものまで流れ落ちてきた。


    「お姉ねえちゃんっ、お姉ちゃんっ、どこ？　どこなのおっ！」


    　半狂乱になって煙の中、亜世砂は叫んで姉を呼ぶ。


    「…………」


    　ざらついた音が、彼方から聞こえてきた。


    「お姉ちゃん！　お姉ちゃんっ！」


    　普段の元気で男勝りな亜世砂の人格は吹き飛び、小学生以前に戻ったように半泣きになりながら、必死で無事な左脚を使って這はい寄る。


    「さ……あず……さ……」


    　世せ衣いは、ひっくり返って斜めになった車内の乗降口付近の壁に背をもたれさせる格好で起き上がっていた。


    「お姉ねえちゃんっ！」


    　小学校に上がって以来、一〇年近く使っていなかった呼び名で、亜あ世ず砂さは泣きじゃくりながら姉に近寄った。


    「手が……痛い」


    　あの綺き麗れいな美声は世衣から失われていた。


    　声が掠かすれたのではなく、明らかに別人の声のように変質していた…………まるで壊れた楽器のように不快な声へ。


    「お姉ちゃん、声……」


    「喉のどを、カバンで……」


    　頭も打ったらしく、こめかみのあたりから血が流れ、朦もう朧ろうとして頭を揺らしながら世衣は掠れきった声で答え、そのまま激しく咳せき込む。


    　鮮血が口元を覆おおった彼女の左の袖そでを汚した。


    「右手…………動か……ない……」


    　ぎくりとなって亜世砂はそれまで世衣の身体からだの陰に隠れていたその右腕を見た。


    　亜世砂の右脚同様、いや、それ以上に凄せい惨さんなことに、彼女の腕は肘ひじから下が二か所折れ曲がり、さらにあのしなやかな指もまた、数本があらぬ方向へ曲がっていた。


    「痛い……の……あず……さ」


    「だ、大丈夫だから、大丈夫だから姉貴！」


    　自分の脚が折れたことより、姉の手指が折れ曲がっている事実が、幼児退行しかけた亜世砂を引き戻した。


    「た、立てるか、姉貴？」


    「……」


    　虚うつろに世衣は頭を振った────彼女自身にもわからないということだ。


    　いつも冷静で笑みを絶やさず、ときには怖いぐらいに「大人」だった姉が寝ぼけた子供のように空虚な表情を浮かべているのを見て、亜世砂はさっきとは別の涙が溢あふれるのを止められない。


    「よ、よし、オレが手を貸すよ、一緒に立とう、な？」


    　こくん、と力なく世衣は頷うなずいた。


    　車内には自分たちの他に誰もいなかったから、がらんとしていた。


    「助け……来るかなあ」


    　なあ、マノ────と言いかけて、亜世砂は真ま之の斗とがこの場にいないことに気がついた。


    　大声を出そうとして、世衣が呻うめいているのに気づいてそれをなんとか飲み込む。


    （あいつなら大丈夫、あいつなら……ほ、ほらいつだって妙に運が良いじゃないか）


    　そう思った瞬間、ひしゃげた座席の向こう側に、誰かの手首が見えた。


    　その彼方には、先ほどまでスマホに熱中していたサラリーマンはピクリとも動かず、背広とワイシャツ、ネクタイは赤黒いもので真っ赤に染められ、右腕がない。


    　下半身が異様な方向にねじ曲がったＯＬは、大量に口から血を垂れ流し、かっと目を見開いたまま壊れたマネキンのように見えた。


    　呻うめき声が聞こえないのは、この車両の生き残りが自分たちだけだからか。


    　いや、呻き声は聞こえていた。


    　あちこちから。


    　落ち着きを取り戻しつつある脳が、ようやく亜あ世ず砂さに「音」を認識させ始めたのだ。


    「たすけ…………て……おなか……いたい……」


    　捻ねじれた車体に脚を挟まれた学生、ひしゃげて外れた手すり固定用の鉄パイプに腹を突き刺された、真新しい赤あか座ざ女学院の制服の少女、それにすがる母親は頭から大量に血を流している。


    「助けて……たすけ……て」


    　向こう側に川面が見える側の窓ガラスに頭から突っ込んで、なんとかそこから出ようともがく赤座女学院の少女の真っ赤に染まった手が、電車の壁に力なく手形を付けていく。


    　その惨状からなんとか亜世砂は目を引き剥はがし、状況を考えた。


    　車両内はひっくり返ったうえに、土手を川の近くまで転がり落ちたらしく、全体がぎしぎしと音を立ててしなっているのがはっきりわかる。


    　ここで慌てて動けば、何が起こるかわからない。


    　そう亜世砂の直感が告げていた。


    　動けない。


    　だが亜世砂のアスリートとして鍛え上げた平衡感覚が、ゆっくりと電車が傾き始めていることを知らせる。


    　おそらく、川かわ縁べりの土手に半分乗り上げた形になっている電車に、まず最初に何が起こったのかはわからないが、ともかく脱線転覆するほどの衝撃が与えられたのは間違いない。


    　土手を転がり落ちながら弱い部分からへし折れ、ひしゃげて車体の強度を失い、辛かろうじてこの川縁で停止したものの、このままではやがてバランスを失って土手から川へと転落するのは明白だ。


    　そして元々工業用排水も流れていたこの川は電車ぐらいなら飲み込めるほど広くて深いうえに、梅雨の名な残ごりである昨夜までの大雨で増水し、流れも速い。


    　自分のこの脚と、姉の手と頭部、首────正確には喉のどだが────への怪け我がと今の意識朦もう朧ろうとした状態では電車が川に落ちた時点でふたりとも溺でき死しは確定だ。


    「どうすれば……」


    　亜あ世ず砂さは乾いた声で呟つぶやいた。


    　車体はねじれ、ひしゃげて土手側の窓は全て潰つぶれていた。


    　唯一の脱出口は車両と車両の接続部分へ通じる扉と乗降口だが、どちらもドアは歪ゆがみ、たわんでまともに開きそうにない。


    （死ぬのか……あたしたち）


    　いつものように「オレ」という単語を使うのも忘れ、亜世砂は重い現実を受け止めて呆ぼう然ぜんとした。


    　警察や消防のサイレンはまだ聞こえない────テレビで見たこの手の事故の救出劇には到着してから大抵数時間の作業を要するのを思い出す。


    （間に合わないんだろうなあ……やっぱり死ぬのか……ホントに、ホントに？）


    　涙がじわりと出てきそうになるが、世せ衣いが呻うめいて、亜世砂の理性を取り戻させる。


    （しっかりしろ、あたし…………いや、オレだ、オレ!!）


    　そうは考えたものの、どうすればいいのかわからない。


    　どう見ても状況は絶望的だった。


    　だが、金属同士がぶつかる甲かん高だかい音がして、乗降口のドアが呻き声をあげた。


    　正確には両開きのひしゃげた扉が無理矢理こじ開けられる音。


    　ぎりぎりと開いた隙すき間まに鉄骨らしき物が見えたと思ったら突き出された。


    　さらに、わめき声とも気合い声とも取れる声が聞こえた。


    「こっ、のおおおおおお！」


    　声に聞き覚えがあった。


    「マノ？」


    　やがて、開いた隙間を広げるように鉄骨がテコの原理で動き、現状でドアが開く限界まで来ると、真ま之の斗とが両手でさらに無理矢理ドアを開けた。


    「セイ姉ねえ、アズ姉！　大丈夫？」


    「マノ！」


    　叫んだ亜世砂の腕の中で、弱々しく世衣が身じろぎした。


    「まの……と？」


    「急いで！」


    　そう言って真之斗は電車の乗降口から這はい上がって中に入ると、ふたりの手を取った。


    　少年の手が、何の躊ちゆう躇ちよもなくしっかりと日に焼けた手と、白い指をもった手を握る。


    　体重をかけて起き上がる瞬間、真之斗の顔が苦痛に歪むのを、亜世砂は見た。


    「マノ、大丈夫か？」


    「だ、大丈夫、ちょっと痛いだけ」


    　そう言って少年は肩のあたりをさすった。


    　そこから、何かが生えていたが、亜あ世ず砂さがそれを口にする前に、不吉な音を立てて電車が傾斜する。


    　思わず亜世砂も世せ衣いも真ま之の斗とに抱き留められる形でつんのめった。


    「跳ぶよ、掴つかまって！」


    　真之斗はそう言うと、ふたりを抱きかかえて跳んだ。


    　小柄でほっそりした身体からだのどこにその力があるのかと思うほどの跳躍。


    　三人は土手の麓ふもと近くまで飛び降り、亜世砂は転がりながら、絶命する鯨くじらのような音を立てて、自分たちがさっきまで乗っていた電車が川の中に滑り落ちていくのを見た。


    　あの中にはまだ人がいたが、その人たちを気にかける余裕は、三人の誰にもない。


    　冷たい水しぶきがあがる。


    　そして、そのまま亜世砂は数秒、気を失った。


    　失う瞬間、彼女はあり得ざるものを一瞬見た。


    　水しぶきをあげた川の水面の上に、白いコートを身に纏まとった少年が立っている風景を。


    



    



    　真之斗はふたりを抱きかかえて飛んだ。


    　地面に降り立った瞬間、背中から両肩にかけて信じられないような痛みと「ごき」としか形容のしようがない音が骨を伝ってこめかみに爆発────一瞬、意識が真っ白になったが、意志の力でこらえた。


    　姉ふたりを助ける────その思いだけが少年の肉体と精神を支配していた。


    　だから、


    「セイ姉ねえ、アズ姉、大丈夫？」


    　そのときも振り返ってなんとか笑顔を作ることができた。


    「あ、ああ…………」


    　数秒の間軽く気絶していた亜世砂はすぐに目を醒さまして答えたが、世衣はぐったりとしていたので、保健体育で習った応急処置を思い出しながら真之斗が首筋に指先を当てると、脈拍が感じられた。


    　生きてる。


    　ほっとして、真之斗は笑った。


    　川の中から何か聞こえる。


    　ごぼごぼという電車が沈む音と一緒に、人の悲鳴と絶命の叫び。


    　だが、気にしている暇はなかった。


    　陽の光の下で見れば、亜世砂の脚からは骨が突き出ているし、世衣も血を流している。


    　急いで助けを呼ばないと。


    　真ま之の斗とは、再び土手を駆け上った。


    　腕を使って四つん這ばいに近い格好だが構っていられない。


    　指先が土手の草や土に触れる度たびに痛みが来るが、耐えられた。


    　やがて、指先が線路脇の砂じや利りに触れる。


    　駆け上った真之斗は、周囲を見た。


    　遠くからいくつものサイレン音が近づいてくる。


    　派手に破壊された前部車両の炎も先ほどよりは勢いが弱まりつつある。


    　助かったのだ。これから救助活動が始まるだろう。


    　ほっとした。


    「……すけて……」


    　とたん、耳が背後の声を拾った。


    　それまでの「雑音」として無意識に聞き流していた声を。


    　土手を駆け下りるとき「子供の脚が動かない」と言っていた声。


    「！」


    　振り向くと、横転して天井の裂けた後部車両の奥に、親子が見えた。


    　母親と子供。


    「お願い……この子だけでも……助けて」


    　母親は頭から血を流し、子供はぐったりと動かない。


    　この事故の被害者は姉たちだけではないことを、ようやく少年は自覚した。


    「お願い……お願い……」


    　母親の、自らの血と様々なもので汚れた白い手が、さしのべられる。


    　一瞬、真之斗の脳裏に、ある風景がフラッシュバックした。


    　病院の暗い部屋、動き続ける人工呼吸器、呻うめき声。


    　沈ちん鬱うつな表情の大人たち、


    　そして、自分にさしのべられた、白い手。


    　これよりももっと痩やせて、やつれて、骨の浮き出た手。


    　助けなければ。


    　姉たちのときよりも強い衝動が真之斗を突き動かした。


    　思わず真之斗は駆け寄る。


    　裂けた天井に開いた亀き裂れつを掌てのひらで押し広げる。


    　これまでとは違う鋭い痛みが掌から伝わるが気にしない。


    　だが、それでも無理だった。


    　電車自体がねじれて横転しているうえに「へ」の字形に折れているため、他に出口になる空間はなく、この天井の裂け目も、もっと広げないと子供さえ助け出せない。


    　また、声が聞こえた。


    「助けて……この子だけでも……」


    　無駄とわかっていても、思わず裂け目に手を入れ、その手を掴つかもうと手を伸ばすが、ギリギリで届かない。


    　あと数センチ。


    　真ま之の斗とは無駄なことは諦あきらめて周囲を見回した。


    　ひしゃげたレールが線路脇に転がっている。


    　姉たちのときのように、これを突っ込んで広げれば。


    「ちょ、ちょっと待っててくださいっ！」


    　身体からだが悲鳴をあげるのも構わず、その重いレールをなんとか持ち上げ、引きずって戻ろうとした瞬間、何かが真之斗の背中をどやしつけた。


    　轟ごう音おんは一瞬遅れて真之斗の鼓膜を打った。


    　先頭車両とぶつかったタンクローリーから漏れたガソリンの炎が再度爆発炎上を引き起こしたのだ。


    　その衝撃波が、真之斗を横倒しになった電車に叩たたきつけた。


    　すでに亀き裂れつの入った両肩が完全に砕け、刺さっていた鉄筋がさらに深く肉と骨を抉えぐる。


    　ずるずると地面に落ち、それでもなんとか真之斗は壁になった電車に額を押し当て、膝で立ち上がる。


    　ふらつく足取りで、裂け目から親子の様子を覗のぞいた。


    　何もない。


    　親子のいた場所には、電車の床の一部でできた破片が刺さっていた。


    　飛んできた破片が、偶然天井の裂け目から中に飛び込んだのだ。


    　裂け目は少し広がっていた。


    　今は力なくだらりと伸ばされた手だけが、その破片の隙すき間まから見える。


    　永遠に、誰にも掴んでもらえない、血の気が引いた白い手が。


    　その周囲から独特の赤い色をした液体が溢あふれ、溜まっていく。


    「…………うそ……だ……」


    　手を伸ばそうとするが、肩から折れた腕はいうことを聞いてくれない。


    　さらにまた、小さな爆発が起こり、真之斗の身体は再び地面に叩きつけられた。


    　後のことはわからない。


    



    



    　どれくらい気を失っていたのか。


    　世せ衣いが目を醒さましたのは、移動する何かの上だった。


    　目の前を上から下に光が走る。


    「大丈夫？　私の声が聞こえます？」


    　顔を白いマスクで覆おおった看護師が顔を覗のぞき込む。


    　朦もう朧ろうとした頭の中で、世せ衣いはようやく自分がストレッチャーの上に乗せられて病院の廊下を移動しているのだと気がついた。


    　身体からだ中がぽうっと温かい。


    （どうしたのかしら？　私さっきお隣のマノちゃんと遊んでた……いえ、違う、真ま之の斗とくんと勉強……違う……）


    　混こん濁だくしかけた意識の中、世衣は自分の腕に鎮静剤の点滴が繋つながれていることや、喉のどに包帯が巻かれていることにも気づかない。


    　こめかみが何な故ぜかどくどくと脈打っていることだけはわかった。


    「電車事故、患者です！　一七歳、病歴ナシ、右腕三か所、右手指二か所開放骨折！　喉に打撲、左こめかみに裂傷！」


    　看護師の声に、自分が電車に乗っていたことを思い出す。


    「ごめんなさい、制服、切るわね」


    　そう言って看護師がハサミで自分の服を切り開くのを、ぼんやりと遠い世界のように世衣は感じていた。


    「PARANO=ERパラノエルの在庫はどれくらいある？」


    「七ケース残ってます！」


    「新薬ですよ、使うんですか、医せん師せい？」


    「ＥＲ仲間の評判がいい、使う！」


    「まだ現場臨床期間が終わってないんですよ？」


    「神しん経けい断だん裂れつ、半はん身しん不ふ随ずいの患者の神経細胞が再生した報告が山のようにきてる、このままじゃこの子たちは、この若さで身体の一部を失うんだぞ！」


    「しかし……」


    「インターンの君たちは私の命令に従っただけだ、今日の宿直責任者は私だ、私が責任を取る」


    「わかりました」


    　自分の隣に誰かが来た。


    「姉貴……大丈夫か？」


    　掠かすれた声で言う亜あ世ず砂さのほうへ、世衣は包帯で包まれた手を伸ばした。


    　亜世砂も手を握る。不思議に感覚がなかった。


    「……男性、一六歳、病歴ナシ、両肩、両腕複雑骨折、右肩甲骨付近に長さ五センチの裂傷、および長さ三○センチ以上の鉄筋が刺さってます」


    「レントゲン回して、血圧に注意」


    「抜きますか？」


    「ここじゃ抜いて三分もしないうちに失血死だ。オペ室へそのまま、トリアージ赤のＡ！」


    「はい！」


    　ふと頭を巡らせると、ストレッチャーに乗せられた真ま之の斗とがうつぶせに、青ざめた顔で運ばれていくところだった。


    　朦もう朧ろうとしていた意識が、一瞬で元に戻る。


    「真之斗！」


    　世せ衣いはストレッチャーの上で起き上がろうとし、そのまま激しい目め眩まいに襲われて、床に落ちそうになった。


    「大丈夫、大丈夫ですからね！」


    　素早く看護師が駆け寄って彼女を支え、元に戻そうとするが、さっきまで意識朦朧としていたはずの少女は驚くほどの力でそれを振り払おうとし、看護師は四人がかりで彼女を押さえつけなければならなくなった。


    「鎮静剤増量して！」


    「五ミリグラム、いや七ミリで！」


    　やがて血管の中に温かいものが流れ込んできて、再びそして今度はかなり長い混こん濁だくの中に、世衣は引きずり込まれていった。


    「オ、オレは大丈夫だから、あいつを、マノをっ！」


    　ほぼ同時に、同じようにストレッチャーから起き上がろうとした亜あ世ず砂さがこちらはふたりがかりで押さえ込まれていることに、気づく暇はなかった。


    



    



    　世衣の身体からだ越しに、青ざめた真之斗が酸素マスクを着けられ、うつぶせに運ばれていくのを見た瞬間、それが当然のように亜世砂もストレッチャーを降りようとした。


    「オ、オレは大丈夫だから、あいつを、マノを！」


    　声を出しながら次第に不安が膨ふくらんでいく。


    　押さえ込まれながらも眼球で真之斗を追う。


    　少年は身動きひとつせず、背中から鉄筋を生やしたまま、廊下の奥へ消えていく。


    「マノ！　マノっ！　死ぬんじゃないぞ、死ぬな！」


    　亜世砂は叫びながらストレッチャーに押さえ込まれ、鎮静剤を打たれた。


    　意識が混濁していき、途絶えた。


    



    　こうしてこの日、真之斗と小こ日向ひなた姉妹のそれまでの平凡な日常は終わりを告げるが、彼らがその事実を知るには、さらに数か月の時間を要することになる。
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    　おうじょさまたちのくにのじょおうさまは、あるひ、あくまにこころをうばわれて、じぶんのねがいをかなえるために、おうじょさまふたりをさしだしました。


    　あるひ。


    　おうじさまがおうじょさまたちとあそぼうとすると、となりのくにのじょおうさまから「きょうはじぶんのおしろにかえるように」といわれました。


    　でも、おうじさまはおしろにかえるふりをして、しげみにかくれました。


    　おうじょさまたちは、ふるい、さびれたおしろのなかに、じょおうさまにつれられてはいっていきました。


    　ゆうきのおうじょさまのひめいが　きこえました。


    　おうじさまはたいへんなことになった、とおもいました。


    　おうじさまはふるくてさびつき、さきっぽのかけたつるぎをにぎりしめました。


    　いそがなければ、なりません。


    



    　　　　　　★


    



    　だいぶ早めの梅雨明け宣言が出されて三日目、六月も終わりの晴天の朝。


    　亜あ世ず砂さは真ま之の斗とと世せ衣いとまた電車に乗った。


    　いつもと変わらない冬からの登校風景。


    　そろそろ夏のインターハイに向けて、部長から連絡が来る頃だな、とボンヤリ思っていたらスマホが鳴った。


    「わ、悪い」


    　姉の世衣はスマホを人前で……特に電車内や食事場所でいじるのを嫌がる。それは「みっともないから」と言う彼女の年齢にしては珍しい「大人の美意識」が言わせていることで少々亜世砂としては閉口気味な話なのだが、姉の決断は、滅多に自分を縛るものではないがそれだけに絶対で。


    「ぶ、部長からなんだ、今度の大会のこと、早めに決めなくちゃいけないんだ、すぐ返事して終わるから！」


    　だからそのときも亜世砂は姉に向かって平身低頭し、なんとか背中を向けた。


    　これだけ謝っておけば返事を終えた後ちょっとした溜ため息いきだけですませてくれる。


    　亜あ世ず砂さにとって、姉は頭の上がらない存在だった。


    　単に大人びているとか、料理も炊事も全部こなすうえに音楽の才能もあって勉強も秀才どころか天才クラスの出来だから、ではない。


    　具体的な言葉には未いまだにできないが、女としてとか人としてではない、とある一点で、亜世砂は世せ衣いに敵かなわないと、ずっと思っている。


    　背中を向けて返事を打ち込みつつ、ちらりと自分たちの立っているのとは反対側の窓を見る────そこの窓ガラスに映っているのは、どこか居い心ごこ地ちが悪そうな弟分の真ま之の斗とと、静かにその横に立っている姉の姿。


    　世衣の目は、妹にしかわからない程度だが、潤うるんでいる。


    　嬉しいのだ。


    　姉は、真之斗を愛している。


    　もう一〇年以上…………いや、ひょっとしたら四歳の真之斗に初めて引き合わされたその瞬間から。


    　恋などという浮ついた言葉で表現していいレベルではない深さで。


    　姉の人生は、亜世砂が知る限り、全て真之斗のそばにいるためにある。


    　しかもそれは同時に、真之斗を甘やかすためばかりではないのは、高校受験のときには厳しい家庭教師になったことを見ても明らかだ。


    （マノの奴、もう少し自覚しろよな）


    　そこが亜世砂としてはまだるっこしい。


    　真之斗はいつも自信がない。


    　特にこの数年、中学二年生から高校に上がるあたりから、彼女たちふたりと違って何の才能もないからと自分を卑下しているようなところが見え隠れするようになった。


    （お前にはちゃんとした才能があるんだよ、バカ）


    　そう思わずにはいられない。


    　小こ日向ひなた世衣の想いをその一身に受けるというのは、立派な才能だと、亜世砂は思う。


    　美人で、全ての才能に恵まれて、何にでもなれる姉に、ずっと愛されている。


    　だがそれが少年にとって、何の慰めにもならないことも亜世砂は理解していた。


    （めんどくさい話だよなあ）


    　そう思いながら、メッセージを送信し、もう一度姉に謝りつつ会話に参加しようと振り向いた瞬間、全てが一変した。


    　金属がひしゃげ、曲がり破断する音。人の悲鳴、サイレン、爆発音、砂じや利りが砕けていく音、薄い金属が剥はがれ落ちていく音。


    　いろんな物がいっぺんに押し寄せ、気がつくと上下逆になった電車の中、亜世砂は電気も消えて真っ暗になった車内にへたり込むようにして目を醒さましていた。


    「…………つっ」


    　身体からだのあちこちがズキズキ痛む。


    　そして気づく。


    　この光景は、以前も見た。


    　あのときと違って車内に煙は立ちこめていないし、暗くもない。


    「！」


    　ぎくりと亜あ世ず砂さはあることに気がついた。


    　おそるおそる、右脚を見る。


    　短距離走で鍛え上げた太ふと腿もも、ふくらはぎ……が途中でねじくれ、小麦色に焼けた皮膚から白い物が突き出している。


    　悲鳴をあげようとした瞬間、亜世砂は手術台の上にいた。


    　自分は病院に収容されたのだ。


    　これから、手術が始まって……


    「だめだ、もうこの脚は使えない」


    　不意に医者の声が飛び込んできた。


    「え？」


    　跳ね起きようとする亜世砂を看護師たちが押さえ込み、麻酔ガスのマスクを装着する。


    「やめて！　まだ脚は使える！」


    　マスクの下から亜世砂は叫んだ。


    「いや、無理だよ君」


    　こちらを見た医師は手術用のマスクとゴーグル、そして髪をまとめるための帽子を着用していたが、ゴーグルの奥にあるはずの目はなかった。


    　いや、手袋と手術着の袖そでの間にも何もなかった。


    　看護師たちもそうだった。


    　マスクと帽子の間は空っぽだった。


    「もう、君の脚は使えないんだ」


    　いつの間にか、医者の手術着は血で汚れていた。


    「だってほら」


    　そう言って医者は血まみれの手袋で、見覚えのあるものを掴つかんで見せた。


    　それは亜世砂の足首だった。


    



    



    「！」


    　声にならない叫びをあげながら、ようやく夢の世界から身体を引き剥はがすようにして亜世砂は目を醒さました。


    「…………」


    　タンクトップにショーツ姿の肢体は汗にびっしょりと濡ぬれている。


    　しばらく息をするのがつらいほど苦しい。


    　肌の冷たさに混乱しそうになるが、壁のカレンダーを見つめ、今がもう秋の始まりなのに、昨日暑いからと冷房を入れて寝たんだから当然だと理性を納得させる。


    　それからおずおずと亜あ世ず砂さはシーツをめくった。


    　膝から下、大きな傷跡が残ってはいるものの、右足首までちゃんとついているのを確認して、ようやく長い溜ため息いきが出る。


    　そのまま、こてんと横になっていると、しばらくたって枕元のスマホの目覚ましアラームが鳴り始める気配を感じ、それを素早く止める。


    「…………」


    　かつて、朝はただの朝だった。


    　だが、今の亜世砂にとって、朝は悪夢が終わる時間で、つらい現実と対たい峙じする時間の始まりに過ぎない。
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    　ベッドから起き上がり、床に右脚をつけると、絨じゆう毯たんを敷き詰めた床から冷気のようなものが這はい上がってきて、激しい激痛が脳天まで駆け抜ける。


    　傷はすでにない。リハビリも終わり、神経も通常に復帰している。


    　これは心因性疼痛サイコジエニツク・ペインと呼ばれる脳の作用だ。


    　あまりにも酷ひどい経験が漫然とした恐怖に変わり、それが勝手にあり得るかもしれない未来として、神経が高ぶることで苦痛として感じているだけに過ぎない。


    　医師によると普通はその名前のとおりじんわりした痛み────疼とう痛つうであり、亜あ世ず砂さや世せ衣いのように激しい痛みになることは珍しいそうだが。


    　この幻の痛みは、自分にそんな惰だ弱じやくな部分があることを、否応なしに突きつけてくる。


    「…………」


    　厄やつ介かいなことにこの激痛は脳が感じる以上「原因はないが存在する痛み」だ。


    　右の足首がズキズキと痛む。


    　一度無視しようとしたが、数時間しないうちに歩けなくなるぐらいの苦痛になった。


    　痛み止めは、スマホとともに常に枕元にある。


    　アメリカで解禁された流れで日本でも使用できるようになった薬だが、多幸感があるのが厄介だった。


    　痛みは薬とともに去り、ハッピーな気分になるが、多幸感が終わった後の落ち込みまではカバーしてくれない。


    　それがいやだった。


    　だが同時に、自分は明るくなくてはいけない、と思う声も心の中にある。


    「……」


    　決意して、亜世砂は痛み止めの薬を手に取った。


    　水なしで一気に飲み干し、三〇〇数え終わる頃には痛みは引き始めていた。


    「…………よし」


    　そう自分に言い聞かせ、亜世砂はベッドの下に置いてある装具を足首から太ふと腿ももの半なかばまで装着した。


    　超薄型の電動モーターとセンサーが筋肉に流れる電流を感知し、増幅させることで、衰えた右脚の筋肉と骨を支え、動かす。


    　補助装具であると同時にリハビリテーションも行う外骨格型動作サポートシステムだ。


    　着用したまま、下の階に下りる。


    　いい匂においがした。


    　この匂いが立ちこめるようになってまだ三日だが、あの事故が起きる前までは毎朝漂っていた。


    　何もかもが元に戻るような気がする、料理の匂い。


    　姉の世衣が得意にしている味み噌そ汁しると、ベーコンの脂で焼くターンオーバードエッグの匂い。


    　亜世砂は装具を外し、そのまま汗でべとつく下着も脱いでシャワーを浴びることにした。


    　シャワーヘッドから噴き出すものがすぐにお湯になる。


    　髪の毛を濡ぬらさないように注意しながら熱めのお湯でさあっと流していく。


    　陸上で引き締まった身体からだは、入院生活の中でも衰えなかった。


    　引き締まった太ふと腿ももも、その上の大だい臀でん筋きんも、背中も。


    　だが、かつてのようにもう走れないことは、右のふくらはぎに走る長い手術跡を見れば明白だ。


    　なるべくそれを見ないようにしながら、亜あ世ず砂さは身体の汗を流す。


    　あの怪け我が以後、運動できなくなった代わりにキツいリハビリが自分の体型を辛かろうじて維持しているのだと思う。


    　だが、胸は少しキツくなってきた。


    　姉のようなサイズにはならないだろうが、そろそろ下着を買い換える時期かもしれない、とボンヤリ考えながら、亜世砂はシャワーの蛇口を閉じた。


    



    



    　それまで、少女にとって少年は「お荷物」と「ペット」の間にいるような存在だった。


    　少年の母親は自分の後ろに、子犬と一緒に引っ込んで出てこない少年を引っ張り出し、「どうかこの子と仲良くしてね」と頼んできた。


    　母よりも優しく綺き麗れいな女性からのひと声に、思わず少女は頷うなずき、子供なりの律りち儀ぎさでその子と遊ぶようになった。


    　遊んでみると少年は子犬のように、子猫のように、見ていて飽きなかった。


    　妹にしてみれば自分より下の「弟」というものが可愛かわいくてたまらないらしく、その頃から「マノ」と少年を呼び捨てにし、少女から「まのとくんでしょ」と窘たしなめられた。


    　少年は少女ふたりのあとを、当時本人が飼っていた子犬のようについてきた。


    　しばらくして子犬が死に、少年の母親が不治の病で亡くなった。


    　同じ頃から、父と母の間にははっきりとした冷たい空気が流れるようになった。


    　やがて、温厚な父と母が大声で怒鳴り合うようになり、そうなると姉妹は抱き合って同じベッドで眠り、眠れないときは縫いぐるみたちをベッドの上に並べて「相談」をして夜を過ごし────ある日、母は家を出ていった。


    「浮気」「愛人」という言葉を、近所の噂うわさ話で聞いたのもその頃だ。


    　その年の冬。母が久々に帰ってきた。


    「お母さんのお願いを聞いてくれるかしら…………お父さんと仲直りしたいの、あのビルの中で相談しましょ？」


    　まさか母が浮気相手の男に、自分たち姉妹を「売り渡した」とは考えもしなかった。


    



    



    　台所にいた小こ日向ひなた世せ衣いは、ふと我に返った。


    　朝食の用意を終えて、一段落ついたと思ったら、急に襲ってきた頭痛と手指の心因性疼痛サイコジエニツク・ペインに耐えかねて、亜あ世ず砂さのものと同じ成分を含む薬を飲み干し、妹の亜世砂同様に三〇〇数えているうちに、少しぼんやりしていたらしい。


    　痛みは少しずつ引いていた。


    （…………しっかり、しなくちゃ）


    　そう自分に言い聞かせ、煮えたぎる寸前の味み噌そ汁しるの鍋のＩＨヒーターの電源を落とした。


    　ようやく、手首から指先までを覆おおう装具を右手にはめたまま、料理らしいものを作れるようになって一週間。


    　事故の話を聞いて仕事を放り出し、日本に飛んで帰ってきた父も、さすがに安心してイギリスのロンドンに戻ったのは三日前。


    　ようやく家の中の風景だけは前に戻った。


    　あの事故以来、壊れ果てた生活をこれからなんとか元に戻すしかない。


    　あまり時間はなかった。


    　もう半年すれば世衣も亜世砂も三年生になり、進路を本格的に決める必要がある。


    　世衣には音楽大学からの話もあったが、それは亜世砂の体育大学への誘いと同じようにあの事故で消え失せた。


    　骨折は指だけではなく手首にもあって、それはピアニストとして致命的な怪け我がとなった。


    　医者はリハビリさえ続ければなんとかなるかもしれない、と言ってくれたが、それはあり得ないと世衣は結論している。


    　入院して簡単な料理を作れるまでに三か月かかった。ピアノを以前のように弾きこなせるまで何年かかるだろう。


    「もう…………なにもかも、切り換えなくちゃ」


    　そう呟つぶやいた少女の声はヤスリにかけられたようにザラザラとして、低く潰つぶれ、掠かすれていた。


    　声を恥じるように、世衣は独り言を呟いた自分の口元を押さえて涙ぐんだ。


    　そして……もうふたつ、彼女が失ったものがある。


    　透き通る声と、音感だ。


    　喉のどを転落時に鞄かばんにぶつけた結果、声帯が損傷し、まるで別人のようなしわがれ声になっていた。


    　頭部を激しくぶつけたせいなのか、世界に溢あふれていた音を聞き取る能力、絶対音感を彼女はあの事故で失い、時折襲ってくる耳鳴りにも悩まされている。


    　もう音楽で生きる道はない。


    　冷蔵庫のドアに内蔵されたディスプレイが、今日の天候と気温を表示する。


    　気温も、カレンダーもすでに秋の始まりを示している。


    　これまでと違い、芸術から無縁になった秋。


    （でも）


    　装具に覆おおわれた右手で左手を、世せ衣いは抱きしめるように、豊満な胸の前で握った。


    （真ま之の斗とが、また私を救ってくれた）


    　事実が与える、何を失っても構わないほどに満たされた思いを、世衣は抱きしめていた。


    



    



    　真之斗の朝はふたりの「姉」よりも早くなっていた。


    　あの事故以後、真之斗の眠りは深いが、寝坊はしなくなった。


    　今日はいつもと違い、眠りが浅くて、目覚めてからしばらくベッドの上で頭を揺らしている。


    　事故以来の変化といえば、少年の細い身体からだの肩と腕にはいくつもの大きな傷跡が残っているのと、装具装着のために上半身裸で寝るようになった、ということだろうか。


    　頭を振って、眠りが浅くなっている本当の原因を振り払う。


    　腕をだらりとしたままベッドの上を転がるようにしながら降り、床に置いてあるムカデをひっくり返したような装具の上に「大」の字になるように仰向けになる。


    　身体の下、背骨の突起に合わせたスイッチが押されると、真之斗の左右の肩けん胛こう骨こつから両腕、指先までを覆うムカデの脚……両腕用装具がかちかちと音を立てて締まっていく。


    　リハビリ当初ははベッドから降りるまで数分、装着のためのスイッチを押すまでさらに数分かかったが、今は寝ぼけていてもこれができるようになった。


    　慣れてくると、ハリウッド映画のヒーロー物の強化服みたいだな、と思える程度に楽しめるようになっていた────もっともバッテリーの充電と予備が常に必要だが。


    　肩胛骨の一部を飛んできた鉄筋で砕かれ、さらに両腕が伸張骨折していた真之斗は、助け出したふたりよりも重傷だといえた。


    　お陰でこのサポート装具がないと両腕がないことと同じになる。


    　この装置も姉のような世衣と亜あ世ず砂さのもの同様、微弱な筋電流を拾い上げて増幅、モーターによる回転に変える代物だが、同時にそうすることで神経の再生を促うながし、いずれはこの装具なしでも生活できるようになるが、その期間は姉たちより遥かに長い。


    　真之斗自身はあまり気にしていなかった。


    　何よりもあの姉ふたりを救うことができた。それだけでこの重傷さえ「名誉の負傷」だと素直に思えるから────と周囲には言っている。


    　実際には違う。


    　これは、罰だ。


    　頭の中に、さしのべたまま、誰の助けも得られなかった母親の手が、指先が思い浮かび、真之斗は頭を振ってそれを散らせた。


    　カウンセラーは「間に合わなかった、というのは動かせない事実で、後悔することは感情なのだから仕方がないけれども、必要以上に自分を責めすぎないように」としかアドバイスしてくれなかった。


    　事実、過去を変えられない以上、自分のした成功も失敗も自分で受け容れるしかない。


    　あのとき、姉たちを捜すのがもう少し早ければ。あるいは、もっと早く土手を上っていたら────あり得ない「もう一つの過去」に囚とらわれるわけにはいかなかった。


    　自分まで落ち込んだら姉ふたりも巻き込む。


    　それぐらいの分別はついた。


    　起き上がると、真ま之の斗とは落ち着いていつものとおり、事故のときまでは埃ほこりを被かぶっていた父のダンベルを取りだして一通りの筋力トレーニングをする。


    　左右軽く一〇回。


    　そして、装具をオフにした状態で一回…………情けないが今はこれが精一杯だ。


    　装具はパワードスーツではなく、あくまでも真之斗本来の筋肉に、神経電流を強化して流すことで動かし、神経細胞の再生を促うながすサポートをする補助具だ。


    　だからこういうトレーニングはちゃんと意味がある。


    　そして、神経細胞賦ふ活かつ剤「PARANO=ERパラノエル」は肉体を強制的に動かすことで、神経組織をより強固に、早く再生、増強する作用があるから、真之斗は律りち儀ぎに、退院してから一日も欠かさずこれを朝晩行っている。


    　すっかり衰えていた筋肉も少しずつだが元に戻っているのは確信できた。


    　そこからさらに鍛えたいと思う────いつになるかはわからないが。


    　真之斗の装具も世せ衣いたちのと同じく、完全防水なのでそのままシャワーを浴び、着替えた。


    　肌着をつけて、まずワイシャツ。ボタンがはまらなくて以前はイライラしたものだが、今となればスムーズだ。


    　実際、真之斗の装具の使いこなしぶりは、リハビリ療法士たちを驚嘆させるほどのものらしい。


    　らしい、というのは当人にその自覚がないからだ。


    　どうせなら驚くほど早く、この装具が不要になってほしいと思っている。


    「…………くそ」


    　制服のズボンを着替えたまではよかったが、最後にネクタイを結ぶのだけは装具の構造上の問題で、どうしても綺き麗れいにできない。


    「セイ姉ねえに頼もう」


    　素直に今はそう言えた。


    　ネクタイを首に巻いたまま、真之斗は家を出て、真まっ直すぐ隣の家の姉妹の所へ行く。


    　このところ真ま之の斗とのほうが彼女たちの出てくるのを待つようになった。


    　真之斗としてみれば、「姉たちのほうが重傷だから、自分が彼女たちの都合に合わせるのが当然」だと思っている。


    　装具の着脱は姉代わりのふたりよりも大変だが、彼女たちのような痛みには襲われない。その分、自分のほうが遥かに軽傷だと真之斗は考えていた。


    「おはよう、真之斗」


    　世せ衣いが、以前とは違うザラザラした声で挨あい拶さつしながらドアを開けた────目つきが少しぼうっとしているのは、きっと痛み止めを飲んだのだろう。


    　あのとき以来、確かに声も少し低く、枯れているが、こちらはもう慣れた。それ以外はものの考え方も、姿形も、何も変わらない、と真之斗は思っている。


    「おはよう、セイ姉ねえ」


    「よう、マノ」


    　こちらも姉同様痛み止めを飲んだらしく、少し焦点の合わない目で亜あ世ず砂さ。


    　世衣が弁当を真之斗に渡して、真之斗は礼を言い、その間に上半身は無事だった亜世砂が玄関の鍵かぎをかける。


    　以前は、亜世砂はさっさと歩きだし、世衣がしっかり鍵をかけて、真之斗とふたりでその後を追う、というのがいつものことだった。


    　少しだけ、それが変わった。


    「じゃあ行こう」などの声をかけることもなく、三人なんとなしに歩きだすのはいつもと変わらないが、微かなモーター音が響くのと、歩いていく方角が駅ではないのが昔と今との最大の違いだ。


    　退院して一か月になるが、あの事故以来、三人はバスを使うようになっている。


    



    



    　科学警察研究所、略称・科警研。


    　警察庁管轄下にあるこの組織は日本全国に散らばる科学捜査研究所、略称・科捜研の上位に位置する科学捜査の総本山である。


    　ここに、三か月前のとある大事故の解析が依頼されたのは発生の一か月後。


    　表向きはタンクローリーのブレーキ故障とエンジンの不調による電車との衝突脱線事故とされた。


    　死亡者四七人、重軽傷者一〇〇人を超える、日本国内の列車事故では滅多にない被害をもたらしたこの事件は、ここ数年で最も不幸な事故として世間とマスコミに認識されていた。


    　だが、科警研の優秀な鑑識は世間には説明しがたい奇妙なものをその事故現場から採取していた。


    　最初にタンクローリーにぶつかったことになっている電車の先頭車両から採取された黒くて薄い、皮膜のような物質。


    　最初は剥はがすと片っ端から粉末状になるため、スプレー糊のりで固めて採取したこの真っ黒い、一切の光を反射しない物質は、人の横顔を思わせる形状で、電車に刻印されるように残されていたのである。


    「分析結果によりますと」


    　発生から数か月が経過し、マスコミが次の大事故、スキャンダルを追っていったとしても、彼らにとって「だから報告を略式書類のイントラネット公開で行って終わる」という理由にはならない。


    　そうなるには半年以上の時間経過が必要だと決められている。


    　最大二〇〇人が入れる、すり鉢状の会議室で、その他の重要事件の証拠と同じように、彼らはその物証の検査結果を報告した。


    「現場から採取された物は、タンパク質、カルシウム、エナメル、及び、微量のアスファルトやコンクリートによって構成されたものでした。それもかなりの高圧で圧縮されたものです」


    　読み上げた職員の言葉に他の職員たちは配られたプリントアウトに目を通す。


    「高圧で圧縮、というとぶつかった衝撃ですか？」


    　ほとんど判で押したように髪の毛を丁てい寧ねいに撫なでつけ、眼鏡をかけ、白衣を着用した職員たちの中で、唯一真っ黒いパンツスーツ姿の女性が手を挙げた。


    「不明です、ですが圧力は採取物に対して、均等にかかっています。ぶつかった衝撃によって圧縮され、剥がれ落ちたのであれば、圧力は不均等になるはずです」


    「理由の推測はできますか？」


    「あの白いコートの……いえ失礼、『Ｆ』に関する情報は未いまだに明白ではありません。監視カメラの映像も角度が限られているうえ、回収されていないものもあり、未だに何な故ぜ、彼にぶつかった列車やタンクローリーのほうが破壊されたのか、推測ができない状態です、故ゆえにこの回収物質の正体と、残された理由も我々にはわかりません」


    　職員はあくまでも真ま面じ目めに、得られた「事実」だけを答えた。


    「我々のほうこそ知りたい、クラタさん、彼が何故、無事であるのか、理由の推測は成り立ちますか？」


    　真まっ直すぐに見返す職員に、冷笑とも、関心とも取れる上から目線の笑みを浮かべ、パンツスーツの女性は背筋を伸ばしたまま、細身のナイフのような鋭い表情を向けた。


    「あくまでも私個人の見解ですが」


    　と女性クラタは前置きをして、


    「今回の事例はEXMODエクスモツド案件である、と私は確証しています」


    　と「私見である」ことを強調して結論を述べた。


    「ではどういうEXMODエクスモツドであるとお考えですか？」


    　職員の顔が僅わずかに緊張で強こわ張ばり、それは他の科警研の職員たちも同じであった。


    「EXMODに関しては現在、ようやく我々も調査を開始したばかりで、得られたデータもほとんどありません────例の渋谷の騒動の資料にあるとおり、あらゆることが『あり得る』としか言えません」


    　ですが、とクラタと呼ばれた女性は一旦言葉を切った。


    「今回の回収物質の分析結果が、あの『Ｆ』の正体を探るための一つの布石になる可能性はあります」


    　それからあと、クラタは他に現場で見つかったいくつかの証拠物に対する分析結果を聞いて、得られた証拠物全てを彼女の場所へ送ってほしいという「希望」の形をとった命令を下すと、来たとき同様に、颯さつ爽そうと出ていってしまった。


    「あれが『黄たそ昏がれ』機関のクラタか」


    「なるほど、鮫さめみたいな雰囲気の女だ」


    　明らかに増ぞう上じよう慢まんな越権行為なのに、誰にも文句を言わせない勢いと眼光の鋭さに圧倒され、残された職員たちはそう囁ささやき合った。
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    　真ま之の斗とたちの通う学校の校舎はＴ字形をしていて、一階は購買部と職員室、校長室、図書館になっており、二年生、三年生は二階に教室、三階と四階は一年生と生徒会室や進路指導室を含む各専門教室となっている。


    「じゃあ、また後で」


    「ええ」


    「おう、じゃあな」


    　登校すると、Ｔ字形の校舎の二階の中央階段で真之斗と世せ衣いたちは別れた。


    　笑みを浮かべた少年の姿が踊り場の向こうに消えると、世衣も亜あ世ず砂さも、我知らず一瞬空むなしい顔になる。


    「じゃ」


    「ええ」


    　そう言ってふたりはそれぞれの教室に向かって左右に分かれる。


    　学校はいつもと変わらぬ喧けん噪そうであるが、世衣も亜世砂も、かつてとは違っていた。


    　陸上競技のレコードブレイカー、絶対音感を持つ、未来のピアニストはもういない。


    　それでも世衣も亜世砂も、何事もなかったかのようにふるまっている。


    　世衣はその美しい声を失ってもなお、生徒会長として発言すべきところで躊ちゆう躇ちよはしない。


    　明めい晰せきな頭脳と判断力は変わらず、的確な指示で生徒会を引っ張っている。


    　だがその右の手首や脚に装着された装具を見る度たび、みんなの視線に痛ましいものを見る感情が交ざることはどうしようもできなかった。


    　亜世砂も世衣も、そこは「感じない」「見ない」とすることで一致していた。


    　怒ろうとも嘆こうとも、状況は変わらない。ただじっと耐えるよりほかはない。


    「おはよう小こ日向ひなた」


    　そう言って世衣に声をかけてくるのは担任教師だった。


    「おはようございます、先生」


    　周囲に醜く変わった声が聞こえないよう、手で口元を押さえたくなる欲求を抑えつけながら世衣はいつも通り背筋を伸ばし穏やかに微ほほ笑えむ。


    「今日は確かリハビリの日だったな？　早退届、持ってるか？」


    　出してくれ、と言わないのは今なお変わらない世衣の性分を知っているからだ。


    「はい、先生」


    　彼の期待に違たがわず、世衣は鞄かばんの中から前もって書いてあった早退届を出した。


    「しかし、大変だな…………リハビリ完了まであと何年もかかるんだろう？」


    「頑張るだけです」


    　軽く世衣は微笑んだ。


    　同情は何の役にも立たないが、それをはね除のけた場合、周囲から「ナマイキだ」と見られ、思いもよらぬ災いになることを、この少女はよく知っていた。


    　他人の同情を受け容れることも、人生をやっていくうえでは重要なことなのだ。


    　幼い頃の父母の離婚と、それに伴う世間の目が、世せ衣いにそのことを教えてくれた。


    「おはようございます」


    　教室に入ると世衣は以前と変わらぬ様子で皆に挨あい拶さつした。


    　素直に挨拶を返すものもいれば、未いまだにぎこちないものもいる。


    　時折、隣の教室や廊下からこちらを見る視線があるのも気づいていた。


    　だが知らん顔をして穏やかな笑みを浮かべて歩く。


    　才色兼備の生徒会長が一気に事故の怪け我がで、美しい声と、ピアニストとしての道を失い、生徒会長としても半年近いブランクを作ったため、ほぼお飾りに近い状態になっていると囁ささやいている生徒たちがいることを世衣は知っていたが、それがどうしたのだと思っている。


    　生徒会においての事実は違うし、何よりも真ま之の斗とが、命がけで自分を救ってくれたのだ。


    　他に、何を望む必要があるのか。


    



    



    　亜あ世ず砂さのほうはもう少し耐えねばならない。


    　席に座ると、教室の外、三年生の教室から注がれる冷たい視線と、廊下から送られてくる二年生の同じぐらい冷たい視線、それに加えて時折聞こえてくる囁き声と笑い声。


    　二年生で中短距離走のエースになるということは、引退間近の三年生の花道を、最低でもひとり分奪うことになる。


    　そして部長のよき相談役でもあったことが、事故の後、違う形で彼女を見る視線を生んでいた。


    　ちょっと才能があるからって、いい気になっていたら天罰が下った。


    　誰かがそう言い出した。


    　それは、選ばれなかった屈くつ辱じよくと、やり場のない怒りを抱えていた非レギュラー部員たちにとって格好の理屈となった。


    　退院してきて最初に出迎えてくれた部員たちの視線は温かかったが、それはすぐに四し分ぶん五ご裂れつした。


    　秋の半なかばにはこの地区の陸上競技大会が控えていて、身近な外に敵を作るほうが集団は結束しやすく、対象となるのは元身内であっても構わない。


    　三年生の部長も、顧問も、この状況に対し、見て見ぬ振りを決め込んでいた。


    　腹は立つ。


    　だが、世衣も亜世砂も、誰かに訴えてなんとかしようとは考えていない。


    　この姉妹はそういうところが似かよっていた。


    　六歳で両親が離婚し、父に引き取られて育てられて以来、今は年老いて仕事を辞した家政婦にさえ、彼女たちは自分の日常の苦悩を打ち明けず、それぞれ個人で解決してきた。


    　真ま之の斗とという弟分がいたせいか、ふたりは他の少女たちよりも遥かに「大人」で、それが本来の聡明さを鋭さに変えている。


    　鋭さと強さ、それだけは亜あ世ず砂さからまだ失われてはいなかった。


    



    



    　真之斗の朝は、事故前と変わらない平穏さを取り戻していた。


    「よう、パワードスーツの調子はどうだい？」


    　と訊たずねてくるのは眼鏡の那な野の謙けん太ただ。中学時代からの友人である。


    「まあ、普通……っていうかパワードスーツじゃないってば」


    「なんだ、暴走してうっかりコンクリートを撃ち砕いたりしないのかよ？」


    「そんなことしたらこの装具自体が壊れるよ」


    　苦笑しながら席に着く。


    「しっかし、ホント、よくできてるよな、それ」


    「まあね」


    「少しは回復してきてるのか？」


    「とりあえず、ちょっとずつってとこかな？」


    　そんな軽口を言い合いながら、鞄かばんの中身を机に入れる────真之斗は謙太たちと違い、未いまだに教科書を全て家に持ち帰っていた。


    「しっかし、お前ちょっと変わったよな」


    「？」


    「前のお前ってどこかオドオドしてて、自信なさげだったのが、今はなんかこう、妙に落ち着いてるっていうか」


    「かなあ？」


    　真之斗自身はあまり自分の雰囲気が変わったという自覚はない。


    　英雄的な行為をしたといってもあれは事故のときで、今の自分は怪け我がを負った以外はいつものままだと考えている。


    　それに、何よりも姉ふたり以外、誰も救えなかった。


    　見殺しにした。


    　あの事故に巻き込まれるまで、ニュースとかで大事故の映像を見てると、ふと非常事態が自分の身の上に起こったらどうするだろう、という夢想をよくした。


    　大事故が起こったら、大事件が起こったら。


    　他愛のない夢想。だがそれなりに動けるつもりだった。


    　平々凡々、姉と違ってデキの悪いことを自認する弟だからこそ、その夢想はそれなりに知識を振り絞り、ディテールを増やし、いつでも動けるようにとシミュレーションを頭の中で繰り返していたこともある。


    　だが、現実は姉ふたりを救い出したのがやっとで、結局他の誰も救うことができず、無様に気を失い、両肩から腕を複雑骨折しただけのことだ。


    「やっぱあれか、修しゆ羅ら場ばをくぐって少年は成長するとかいうあれか？」


    「さあね」


    （成長なんかできてないよ、僕は）


    　泣きたくなるような気分になってきたので真ま之の斗とはその話題を打ち切ることにした。


    　誰にもすがることのできなかった、電車の暗がりの白い手が、頭の中をよぎる。


    



    



    　昼過ぎに三人は学校を出て、リハビリへと向かった。


    　三人が担ぎ込まれた病院から紹介されたリハビリ施設のある病院までは、バスの停留所三つの距離。


    「まあ、バスも便利だよな」


    　昼過ぎのバスともなれば中はガラガラ、三人揃そろって最後部に座っていると、ふと亜あ世ず砂さがそんなことを言った。


    「電車と違って病院の前で停まってくれる」


    「そうね」


    　この手の軽口にあまり乗ってこない世せ衣いが、珍しく微ほほ笑えんだ。


    「もうずっと、バスでいいかもしれない」


    　世衣は右手首を、亜世砂は右の腰から始まる装具に触れて硬い笑みをかわす。


    「でも、リハビリが終わる頃には電車にも乗れるようにしないと」


    　ぽつん、と真之斗が言葉を落とした。


    　彼だけが前を向いている。


    「…………そうね」


    　世衣は静かに頷うなずいた。


    「ほらおふたりさん、着いたぜ」


    　ぶっきらぼうに、亜世砂が席を立った。


    　バスを降りながら、亜世砂の横顔に、拗すねたような表情が一瞬、浮かぶ。


    



    



    　少年の姿は、初秋の北海道の原野に現れた。


    　現れる瞬間、半径数メートルの秋草が、見えざる大鎌が振るわれたかのように消え去る。


    　その気配に驚いた狐が数匹、草原を駆け抜けていく。


    　少年は懐かしくてその気配に手を伸ばした。


    　空気が振動して、舞い上がった枯れ草が少年の指先に触れて粉々になる。


    　少年は首を捻ひねった。


    　そのまま右手を軽く上下に振ってみる。


    　ざっ、と草原を吹き抜ける自然の風にはあり得ない鋭い音を立てて、草原が真一文字に地面まで斬り裂かれた。


    　ほう、と少年の口の形が変わる。


    　左手を、今度は左右に振ってみた。


    　周辺の草が、振った腕の幅の二倍ぐらいの面積、刈り取られたのではなく、粉末状に砕かれて宙に舞う。


    　地肌が露出するほどに深い。


    　その気配に驚いて逃げて隠れていた狐が走った。


    　少年はある言葉を口にして狐目がけて両手を素早く振り、狐は動かなくなった。永遠に。


    「チュートリアルなんだな、今は」と唇くちびるが動く。


    



    



    　リハビリ、という説明はついているが、実際には精密検査と定期検診がメインである。


    　理由は三人が重傷を負ったときに使われた新薬「PARANO=ERパラノエル」の追跡モニターという側面がある。


    　週に二回のこの病院通いは正直言えば少々重荷だが、そのお陰で最初の入院費用や手術費用、今の通院費用やリハビリ費用、ほぼ製薬会社が負担してくれていた。


    　抵抗がなかったか、といえば嘘うそになる。


    　退院の日、いいわけのような初診料数百円を支払った三人は領収証の「本来の金額」を見て以来、ありがたくそれを受け容れることを合意した。


    　いろいろあって最後の仕上げは月に一回の機械検診────世せ衣いはＣＴ、亜あ世ず砂さと真ま之の斗とはＭＲＩ検査である。


    「姉貴、どうだった？」


    「耳鳴りするのに、どうしてＣＴの音はちゃんとうるさく聞こえるのかしらね」


    　昼過ぎに来て、待たされて機械に座らされ、血液を抜かれ、心電図を取られ、そのためにまた待合室で待たされ、終わるのは夕方の六時────三人にしてみれば学校に通っているほうがどれだけ楽かと思うぐらいの重労働である。


    「それにしてもやはり驚異的な快復力だよ、君たち」


    　そう言って三人が最後に会わねばならない人物……主治医が笑った。


    「三人とも頭部、脚、背中、手首……どれも本来ならまだギプスをはめて骨が固まるのを待たなければならないぐらいの重傷だったんだがなぁ」


    　まだ若い医師は三人のカルテを見ながら笑みを浮かべた。


    　確かに、退院時に見せられたＥＲ搬送時の三人のレントゲン写真は、三人の中では一番怪け我がが軽い部類に入る亜あ世ず砂さでさえ右脚は膝から下を二か所、さらに足の甲にもヒビがある。


    　世せ衣いも手首と指を粉砕骨折し、首と頭ず蓋がい骨こつの接合部髄液が漏れている状態だったし、真ま之の斗とにいたっては引っ張られることで起こる伸張骨折や肩けん胛こう骨こつの下の筋肉の断裂、さらに鉄筋貫通による脇の下の神経網近くまで達する傷など、生きていることが不思議なぐらいの傷だった。


    「しかし運が良いよ君たちは」


    「？」


    「本当にPARANO=ERパラノエルのお陰かもしれないねえ」


    「私たちに使ったという新薬ですよね」


    「細胞だけでなく、神経まで賦ふ活かつ、つまり再生するということで鳴り物入りで販売が始まったんだが、製造コストの計算ミスで製造終了になってしまったんだよ。君らが担ぎ込まれたときに、それが偶然ＥＲに七ケースもあったっていうんだから運命だねえ」


    　医師の言うには、今PARANO=ERのアンプルが一本あれば数百万で取引する、という噂うわさが流れているという。


    「幻の新薬、ですか」


    　真之斗がキョトンとした顔になった。


    「実際、僕も噂はいろいろと聞いているんだよ。やれ下半はん身しん不ふ随ずいが治ったとか、ちぎれかけて壊え死ししかけていた手指が元に戻ったとか…………それも一週間で、だ…………まあ、事実に尾ひれが付いたんだと思うがね」


    「噂じゃないんですか？」


    　首を傾かしげる世衣に、


    「医者は事実しか言わないよ。勝手な噂を流すのは当事者じゃない元患者だね、大抵は」


    　そう言って医師は笑った。


    「とにかく、この様子だとそうだな、再来月には装具が取れると思う。そうなったらあとは二か月後とか、間隔をあけて、検査も三か月に一回とかになると思うよ」


    「…………ありがてえなあ」


    　しみじみという感じで溜ため息いきをついて亜世砂。


    　思わず全員で笑ってしまう。


    



    



    　三人の支払いは製薬会社にそのまま回される。


    　その事務処理が面倒なため、形ばかりの支払い書類を受け取るのに少し時間はかかった。日がとっぷりと暮れる頃、ようやく三人は病院から解放された。


    　すでに広大な待合室はがらんとしていて、人の姿はない。


    　入り口も間もなく閉鎖になり、これからは緊急病棟、ＥＲのほうが忙しくなってくる時間だ。


    「正面玄関閉まってるな」


    　入り口にシャッターが下りているのを見て、亜あ世ず砂さが言い、三人はそのまま裏口────緊急搬送口近くまで歩くことにした。


    　広大な病院なので横断するのに二分ほどかかる。


    　と、検査室からストレッチャーが一台やってくるのが見えた。


    　上に横たわっているのは痩やせ衰えた少年。看護師たちに付き添われて出てくる。


    　目を見開き、表情はない。


    　点滴やカテーテルの管が病院着の裾すそから出ているのを見ても、動けない、あるいは動かせない重篤患者なのは明らかだった。


    「…………」


    　世せ衣いは、何な故ぜか真ま之の斗とが足を止めてじっとすれ違っていくストレッチャーの少年の顔を見つめているのに気がついた。


    「失礼よ、真之斗」


    「あ、う、うん……でも今の人、どっかで見た気がしたんだ」


    「それでも駄目」


    　言って、世衣は真之斗の手を引っ張ってその場から歩き出した。


    「どこかで見たんだよなあ」


    　なおも首を捻ひねる真之斗を病院の外まで連れ出し、世衣は手首を放して少し怖い顔になって言った。


    「見ているでしょうね、何度も」


    「え？」


    「あの人は交通事故で『閉じ込め症候群』になってしまったらしいわ。私たちがあの事故に遭う前のことよ」


    「…………え？」


    「『閉じ込め症候群』ってあれだろ？　意識はあるけど何もできない、っていう」


    　亜世砂が、この前海外テレビドラマで得た知識をなんとか思い出して補足する。


    「ええ。先月の検査の途中に一度私もすれ違って、そのときに看護師さんたちが話してるのを聞いたの…………この三か月はＩＣＵに入ってた、って聞いたけど回復したのね」


    　世衣は軽く溜ため息いきをついた。


    「あの人は意識不明じゃなくて、全部聞こえてるし、見えているの。だから……」


    「わかった、僕が悪い」


    　素直に真ま之の斗とは頷うなずいた。


    「じろじろ人の顔を見るのは失礼だよね」


    　でも、と珍しく真之斗は言葉を続けた。


    「どこかで会った気がするんだ、ここじゃなくて……どこかで」
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    　ふるいおしろのおくで、ちえのおうじょさまと、ゆうきのおうじょさまはしばられていて、ちえのおうじょさまが、さきにあくまにたべられそうになっていました。


    「うわあああ！」


    　と　さけびながらおうじさまは、あくまにたちむかっていきました。


    　おうじさまは、おうじょさまふたりがだいすきだったからです。


    「ふん」


    　あくまははなでわらいました。


    「こんなちっぽけなおうじになにができる。あんなつるぎなんかこわくない。おれさまのはないきでひとふきだ」


    　そして、あくまのまえで、おうじさまはこてん、ところびました。あらあら。


    



    　　　　　　★


    



    　病院での検査から三日後。


    　真ま之の斗とは起きて、いつものようにベッドから転がり落ちるように上半身用の装具を着けると、ダンベルを握った。


    　すっかり手に馴な染じんだダンベルを握り、しっかりと身体からだを痛めないように深く椅い子すに腰掛けて、ゆっくりと腕を内側に巻き上げるようにして動かす。


    　装具を着けてもなお、やっぱり重く感じられた。


    



    



    　それから真之斗はふたりの姉と一緒に普通に登校して、いつものように三階にある一年生の教室に入った。


    「…………」


    　席について、手を握ったり開いたりしてみる。


    「どうしたよ？」


    　丸刈りにがっしりした体型をした、クラスメイトの香か川がわタカシがひょいと覗のぞき込む。


    　こちらは高校に上がってから知り合った野球部員だが、いつの間にか那な野の謙けん太たも含めた親友同士になっている。


    「あれ、風邪じゃなかった？」


    「治った治った。昨日、オレのまににゃんのコンサート行ってきたら一発で」


    「仙台まで行ってきたの？　日帰りで？」


    「ったりまえだろ？　勉強なんざいつだってできるけど、まににゃんのコンサートを体験するのは、いつだって一回しかないんだぜ？」


    「本気で全コンサートコンプリートするの？」


    「おうさ」


    「甲子園と重なったらどうするのさ？」


    「大丈夫、ウチの野球部が甲子園まで行けるわけない。地区大会初戦敗退が二〇年以上続いているからこそ、この学校に入った！」


    「胸を張ることじゃないような……」


    「まあ、オヤジが野球好きだからな、息子が甲子園に行くそぶりだけでもしておかないと……これも親孝行だ」


    「そう称して、親から地下ドルのコンサートおっかけのための費用を引っ張り出す、ってわけか。いいよなあ、金持ちの息子は」


    　ふらっと現れた那野健太がそう言って笑う。


    「おまけに学校サボりまで認めさせるんだからねー」


    　と真ま之の斗とがまぜっかえすと、


    「まあ上場企業の社長のくせに、息子の契約金の入ったスーツケースを夢に見ている乙女なオヤジだからな。オレにその気がないと言ったら自殺する、自殺したら社員が路頭に迷う、コレは立派な人助けだ」


    「お前、将来は野球関係の詐さ欺ぎ師しだな」


    「冗談言え、詐欺師なんてとんでもない、オレの夢はまににゃんのファンクラブ会長だ」


    「小さすぎて涙が出てくるな」


    「オレの下半身同様とか言うと殴るぞ」


    　そんな掛け合い漫才を聞きながら、真之斗はクスクスと笑い、ふと、世せ衣いはどうしているのだろう、と思った。


    　亜あ世ず砂さの友人は何人か見たことがあるが。考えてみれば小学校の頃は何度か見かけた世衣の「お家に遊びに来るお友達」を中学以後見た記憶がない。


    　世衣の周囲に「同じぐらいの秀才」の姿は見ても、異性はおろか同性の「裏表なく下らない話をするような友人」は思い当たらなかった。


    （まあ、セイ姉ねえは頭いい人だからなぁ…………ちょっとよすぎるぐらい）


    　他人との付き合いも、自分とは違うのだろうと真之斗は納得していた。


    　よもやその理由が自分と妹の亜世砂さえいればいい、という考えがあるからだ、とは思いもよらない。


    



    



    　亜世砂には陸上部のエースの座から転がり落ちても付き合ってくれる友人が何名かいる。


    　そのうちひとりは木きの内うち美み月づきといい、モデルといっても通用するようなプロポーションとロングヘアで「外見だけなら小こ日向ひなた世衣に勝るとも劣らない」と全校生徒が口を揃そろえて言う外見を持ちながら、バスケット部のエースで、亜世砂と並んで一人称が「俺」というさっぱりした気性の持ち主だ。


    「あー、亜世砂、ちっと話があんだけどよ」


    「？」


    　首を傾かしげながら亜世砂が廊下に出ると、美月は拝むようにして手を合わせた。


    「何の真ま似ね？」


    「いや、うちのバカ部員がさ、どうしても知りたいことがあるってんで、俺に頼ってきたんだよ。申し訳ねえ」


    　ちなみに美月、口は亜世砂よりも悪い。


    「？」


    「あーほら、お前の弟分、いんだろ？」


    「マノのこと？」


    「そ、でよー。あの子にさ、その…………恋人とか、いんの？」


    　さすがにそういう話題を口にする美み月づきの顔は照れていた。


    「…………」


    　言われて二秒ほど、亜あ世ず砂さはぽかんとしていた。


    「どうした？」


    「いや、な、何でもない。えーとなんでまた？」


    「いや、ほら……まあその、今年入った一年がな、どーもお前ンとこの弟分が気になるらしいんだよ」


    「…………」


    　その言葉に対してどう答えればいいのか、亜世砂はわからなかったが、口は勝手に動いた。


    「ま、まさか美月が狙ねらってるんじゃないよね？　彼氏どうなるの？」


    「バ、バカいえ！　あたしのわけないだろ？　ほら、秋月っていただろ？　あいつだよ！」


    　秋月という新入部員は亜世砂も紹介されたことがある、小柄で目の大きな、いかにも男の子に「カワイイ」ともてはやされるようなタイプ。


    「うーん、そいつはやめたほうがいいかな？」


    　また、口が勝手に動いていた。


    （おい、何やってんだよオレ？）


    「なんでだよ？　校内に付き合ってる女生徒はいないふうに見えるんだが」


    「リ、リハビリ先の病院にいるんだ」


    　普段、直情直結、思ったことはすぐ口に出るタイプで嘘うそは苦手のはずの自分の口から、こんなに流りゆう暢ちように嘘が出ていくのを亜世砂は半なかば驚きつつ、外見は平然と言葉を紡つむぐ。


    「例の事故のときに一緒に入院してた女の子でさ、ほら、隣町の赤あか座ざ女学院の生徒なんだよ」


    「赤座かぁ……」


    　美月は腕組みして考え込んだ。


    　赤座女学院というのはこの高校からさらに三駅離れた所にある名門のお嬢様学校である。


    「赤座の女子じゃ、勝ち目はねえなぁ……」


    　溜ため息いき交じりに美月がそう言ったとき、あからさまな安あん堵ど感が自分の胸の中に現れているのを感じ、ますます亜世砂は戸惑った。


    （なんで安心してるんだよ、オレ！）


    



    



    　偶然にも、そのとき、同じ質問をこちらは三年生の前生徒会長から世せ衣いは受けていた。


    　こちらは少し首を傾かしげ、穏やかな、しかし残念そうな笑顔を浮かべて、こう言った。


    「真ま之の斗とは今、恋愛中です。姉代わりとしてどこの誰、とは言えませんけれども」


    「やっぱりねえ」


    　元生徒会長は溜ため息いきをついて頷うなずいた。


    「弟君、あの事故以来女子の間で人気が上がっているのよ……腕が折れているのに、あなたたちふたりを助け出したんでしょう？　燃えさかる列車から。出た後すぐに電車が爆発したって聞いたわよ？」


    　いつの間にか話がかなり盛られているのだが、世せ衣いは否定も肯定もせず、ただ少し嬉しそうに微ほほ笑えんだ。


    「それ以来、なんかこう、彼が変わったって感じは、私もするわ」


    「それは本来の真之斗の姿が皆さんに見えるようになっただけだと思います」


    　控えめに、自分の子供を自慢する母親のように世衣。


    「真之斗は元から自慢の弟ですから」


    「そうだったわね」


    　微苦笑を浮かべて前生徒会長は頷いた。


    



    



    　真之斗や世衣たちが学校でそんな会話をし、家路に着く頃。


    　そこから北へ千数百キロの彼方。


    　北海道・新しん千ち歳とせ空港へ向かう三三七号線には夜が訪れ始めている。


    　日本国内とは思えない、広大な風景を、ぽつぽつと街灯が照らす中、急ぐ車の行き来はピークを越え、渋じゆう滞たいへと突入する直前にあった。


    　近くにある高速自動車道での接触事故が思わぬ渋滞を呼び、さらに飛行機のエンジントラブルでの欠航が二便出て、空港から宿に戻る人々の車もまたあった。


    　そして、流通の基幹であるトラックやトレーラーも空港へ急いでいる。


    　荷を飛行機に積むために、あるいは飛行機から荷を受け取るために。


    　白いコートは、空港まで数百メートルのところで、優雅に、そして唐突に翻ひるがえった。


    　誰も、そのコートが道の真ん中までどうやって移動してきたのかを見ておらず、監視カメラも、それを映さなかった。


    　わかっていることはひとつ。


    　車の一〇メートル手前に唐突に現れたその白いコートの少年を避よけようとブレーキを踏んだものの、そのまま突っ込んでしまったトレーラーは、しかし少年を道路の染みにすることはできなかった。


    　まるで数百トンの岩の塊に突っ込んだかのように、トレーラーの車体は蛇じや腹ばら状に潰つぶれ、運動エネルギーが最も集中する荷台との接合部分が「へ」の字に折れ砕けた。


    　油圧ジョイントが外れ、高圧ガスが噴き出す中、横転した荷台部分が周囲を走っていたタクシー数台を巻き添えにしつつガードレールをぶちこわし、道路の壁を倒壊させながら飛び出していく。


    　後続車両も慌ててブレーキを踏むが間に合わない。次々と玉突き衝突を引き起こし、やがてどこからか火花が出て、炎が吹き上がる。


    　何台もの車を巻き込んで炎は荒れ狂い、中から飛び出した人型のたいまつがあちこちへ走り、それを見た人々が絶叫し、急ブレーキを踏み、衝突音とともに砕けたガラスが飛び散る。


    　白いコートの少年はぼんやりとその光景を見ていたが、やがて小さく口を動かし、溜ため息いきをついた。


    　またチュートリアルか、そろそろゲーム本編をスタートさせてくれよ。


    　ひっくり返った観光用手話ボランティアＮＰＯの車の運転席から這はい出てきた女性が、呆ぼう然ぜんとしつつその顔を見ていたが、白いコートの少年は気にもしない。


    　人々の悲鳴と燃えさかる車や荷物、あるいは逃げ惑う人々の影がアスファルトの地面に交錯する中、白いコートの少年は悠然と踵きびすを返したが、同時に足下まで広がっていたタンクローリーの中身…………ガソリンにこのとき火がついた。


    　爆発燃焼で周囲の空気が押し広げられ、全てを炎の舌が舐なめるよりも先に、ＮＰＯの車から這い出てきた女性は、慌てて横転したトラックの陰に隠れる。
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    　一瞬遅れて炎がトラックの横をすり抜けて爆発的に燃え上がる。


    　数分後、静寂が訪れ、おずおずと女性が顔を出すと、そこにはもう白いコートの少年の姿は見えなかった。


    



    



    　新しん千ち歳とせ空港近くで「大きな自動車事故」があったと報じられて数日。


    　世せ衣いの目立った肉体的な損傷は手首と指、そして声のみなので、生徒会長としての冷静な頭脳と的確な判断力に問題はない。だから生徒会長としての仕事は相変わらずである。


    　とはいえ、さすがに書類仕事は筆記用具などを使うため、周囲の役員たちが手指に無理をかけないようにいろいろ配慮してくれていた。


    　なかでもなるべく、生徒会長は最後のサインをするだけにしよう、というのが執行部の面々の統一された考えで、このお陰で世衣はよほどのことがない限り静かな日々を放課後、生徒会室で過ごすことになる。


    　放課後になったら会議などが予定されていない限りは一時間、四階にある生徒会室に入り、書類を処理し、質問し、帰る。


    　誰にでもできそうだが、世衣は絶対と言っていいほど物事の肝心な部分を見逃さない。


    　だからこれだけで立派に生徒会長の職務を遂行できた。


    　生徒会長の仕事の七割は決断することだからだ。


    　そして、その日は早くに仕事が終わった。


    　夏休み前ということで、部活動の禁止の呼びかけと、校内に遅い時間まで残らないことの呼びかけ、そして夏休み明けに控えている文化祭のための下準備、年明けて三月にある修学旅行の手引き書、および卒業アルバムの構成案。


    　タイムスケールの長い作業だが、世衣はそれをテキパキとこなし、大おお雑ざつ把ぱな案を書き出し、さらに決まったことを細かくより分けた。


    　あっという間に指示が終わる……毎日生徒会室に顔を出す生徒会長ならではのことだ。


    　そして、誰もいない時間を作る。


    　世衣はそっと制服のスカートのポケットからスマホを取りだし、イヤフォンを接続するとアプリを起動させる。


    　ピアノのゲームアプリ…………まだ事故に遭う前にダウンロードしたものだ。


    　ほんの気まぐれで入れておいたアプリだが、装具を着けた状態でも操作できることから、こっそりと世衣はこのアプリで指先の自主的なリハビリをしている。


    　落ちてくるブロックのタイミングに合わせて光る鍵けん盤ばんを叩たたくだけ、だがこれが今の彼女にとっては驚くほどに難しい。


    　初級レベルは入院中になんとか突破できるようになったが、中級レベルが難しい。


    　今日も「雨音はショパンの調べ」という曲の途中で、指が追いつかなくなった。


    　間違った鍵けん盤ばんを、あるいは正しい鍵盤だが間違ったタイミングで叩たたいてしまう。


    　そしてもうひとつ、彼女にとってこのゲームの進行を妨げているものがある。


    　美声とともに失ったもうひとつのもの……音感だ。


    　かつては、コンサートホールの舞台中央に立ったままで、どのドアが、どの窓が開いているかを音響だけで正しく指摘できるほどの絶対音感と空間把握力を持っていた。


    　だが今の彼女の耳は、雑音交じりのような世界の音を伝えるだけではなく、不意に甲かん高だかい耳鳴りを響かせるほどに酷ひどい状態にある。


    　事故から目覚めた最初の数日は、何が起こったのかわからず、まったく眠れなかった。


    　きいん、という音にならない音が時折耳の中で反響して、音の輪郭をぼやかしてしまう。


    　そうなると今の音が自分の聞いているとおりの音かどうかがわからなくなり、判断が迷う。


    　視覚と聴覚の組み合わせは自然であるがゆえに素早く行えるのであって、片方を疑った状態では反応は遅くなる。


    　結果、今日もまた、五回以上間違えてゲームオーバーになった。


    　可愛かわいらしいマスコットキャラが目を回して落っこちてくるのを見て、カッとなった世せ衣いは、そのままスマホを叩きつけようとする自分の右手首を必死に左手で掴つかんで感情を抑え込んだ。


    　朝飲んだ鎮痛薬の効力が切れて、反動で気持ちが落ち込んでいるのだと自覚する。


    　頭痛の予兆がしたので、思いっきり息を吸って吐いて、を繰り返し、身体からだの緊張を解きほぐす────薬に頼るのはなるべく避けたい。


    （厄やつ介かいな身体になり果ててしまったわね）


    　ふと世衣は皮肉な笑みを浮かべた。


    　以前は凛りんと澄んだ声だったのに、それも低くしわがれた声になったので、元々少ない独り言も途絶えて久しい。


    　声帯に重大な外科的損傷を受けた場合、完全に元に戻るかどうかはわからない。喉のどは人体の中で眼球と脳に次いで繊せん細さいな器官である。


    　プロの歌手も年齢や病気などで声量や声質が劣化した場合、滅多に元に戻ることはない。


    　だから歌うことは諦あきらめた。会話もあまりしなくなった。


    　幸い、「事故に遭った」という事実は彼女の沈黙を周囲に理解してもらう手助けになった。


    　それも高校を卒業するまでだ。


    　社会に出たら、自分はどうなるのだろう。


    　ほんの半年前はピアニストになるか、作曲の勉強をしてシンガーソングライターになるか、それとも大学に進学して大学院までいってみようかとさえ考えていたのに。


    　学業のほうは幸か不幸か事故が六月末だったため、夏休み前の授業を取り戻すだけで学年トップの座を譲り渡してはいないが、音感と指の動きを失ったことで音楽関係の能力は断たれた。


    　特技を失った芸術家の卵は、タダの優秀な生徒に戻るだけ────特に校長と教頭の態度は世せ衣いが思わず笑ってしまうほどガラリと変わった。


    　それでもなお、自分の判断と分析力を買ってくれる人たちが、妹の亜あ世ず砂さと真ま之の斗と以外に、まだいてくれるのは有り難い話だった。


    　そして今の身体からだになって、世界は意外に静かなものなのだということに改めて気づく。


    　彼女にとってかつての世界は「音階」に満ち溢あふれていた。


    　今は全てただの「音」だ。


    　スマホの画面に真之斗からのメッセージが表示された。


    　日直の仕事が終わり、亜世砂も一緒に帰ろう、ということらしかった。


    　それに対して即座に「わかりました、すぐに行きます」と丁てい寧ねいな返事を返し、世衣は驚くほどの速さで生徒会室を後にした。


    



    



    　中間試験が目の前に迫ってきていて、明日から放課後の体育会系部活は三日間停止になる。


    　だから今日は校庭で陸上部は気合いを入れて練習をしていた。


    　普段は滅多に使われないスターターの火薬の匂においと甲かん高だかい破裂音が響き、その度たびに男子女子問わず陸上部員たちがそれぞれの距離を走る。


    　皆、目の前のコースのことに集中していた。


    　強制的に一週間は休みになる。だからその間のブランクをあらかじめ小さくするためにも身体を追い込みたいのだ。


    　当然、そんな彼らをじっと亜世砂が見ていることに誰も気づかないし、彼女もだからこそ足を止めて校庭を見つめていた。


    　一年生はもちろん、二年生も、三年生も入り口の大きな柱の陰にいる彼女に気づかない。


    　亜世砂はさっさと立ち去るつもりでいた。


    　一分のつもりが数分になり、真之斗からの連絡への返事をして大分経っていた。


    「…………」


    　ようやく亜世砂は背中を向け、校庭からは誰にも見られない位置まで自分を引っ張っていく。


    　そして顔を上げると、そこには何とも言いようのない気まずい顔をした真之斗の姿があった。


    　思わず、亜世砂は恥じた────かつての部活仲間に見られるよりも、この弟分に見られることが恥ずかしいと思った。


    「…………悪い、なんか、未練だ」


    「未練じゃないよ」


    　真之斗は亜世砂の手をとった。


    　あの日、自分を電車の中から引きずり出してくれたときのことが、亜世砂の頭の中にフラッシュバックする。


    　亜あ世ず砂さは思わず声をあげた。


    　何な故ぜか腹が立っていた。


    「バ、バカ、人が誤解するだろ！　ガキじゃないんだから！」


    　手を解いて歩き出す。校庭を横切っていくのは癪しやくに障さわったので反対側、Ｔ字形の校舎に沿って裏門を目指す。


    「アズ姉ねえ、ごめん」


    　後ろをトボトボついてきながら頭を下げる真ま之の斗とに、亜世砂は罪悪感を覚えた。


    　真之斗は常に変わらない。


    　最初に引き合わされた頃から、自分たち姉妹を実の姉のように慕ってくれている。


    　今だって、家族として心配してくれたのが形になっただけのことだ。


    　────そこまで考えて、亜世砂は今まで思いもよらなかった自分の中の感情に気がついた。


    　家族のように心配してほしくなかった。


    　奇妙だった。


    　自分と真之斗は姉弟だ。そうやってこの一〇年近く生きてきた。


    　家族のように心配されるのは、むしろ嬉しいはずなのに。


    　家族じゃなければ、どんな存在として心配してほしいのか。


    　家族ではなく────


    　亜世砂の頭の中がその答えを出す直前、「カキーン！」とよく表現される甲かん高だかい金属音が鳴り響いた。


    　無意識の心の動きは複雑で、そして繊せん細さいだ。


    　一瞬亜世砂がその音を、野球のバットがボールを捕らえた瞬間の音だと分析する間に、彼女の中にある自分自身の感情の分析は止まっていた。


    　どこかで、その結論を回避するべきだという感情が働いていたのかもしれない。


    　振り向いた亜世砂の視界の上限の、さらに上。


    　耳が、頭の上で何かが砕け散り、金属同士が擦こすれる音を聞いた。


    　何かが落ちてくる。


    　誰の上に？


    　自分ではない、真之斗の上に。


    　亜世砂は思わず少年へ向けて飛んだ。


    　自分が「飛ぶ」ことができたという驚くべき事実も、その直前、足下から黄金の光がわき上がったことも、認識する余裕は彼女にはない。


    　真之斗の上に災厄が落ちてくることだけを理解していたし、それだけで十分だった。


    



    



    　頭痛の気配が去らぬまま、慎重に階段を下りていた世せ衣いは、野球部のバットがボールを真芯で捉える音を聞いた直後、奇妙な物音を重ねて聞いていた。


    　ポップコーンが弾けるような音に重なって、以前にも聞いた金属がひしゃげ、ガラスが砕け、擦こすれ合う音。


    　事故の起きる音────ただし「あのとき」とは違って数千分の一程度の大きさ。


    「！」


    　世衣は階段を一気に駆け下り、音のした方角を見ると、校舎に面した窓のひとつが、いびつに歪ゆがんで外れ、落ちていくところだった。


    　その瞬間、僅わずかな火薬の匂においを、世衣は嗅かいだ。


    　自分の血が、全ての血管からさあっと抜け落ちていく感覚。


    　一瞬、世衣の頭の中に「音」とこれまでの記憶の情報が重なって、全てが見えた。


    　校舎の中、誰がどこを歩いていて、どこで立ち止まっているか。


    　何を食べているか、腹を空かせているか。


    　そして、校舎の周辺に今誰がいて、あの落ちていく窓の下に誰かいるのか、も。


    　すぐに世衣には理解できた。


    　亜あ世ず砂さと真ま之の斗と。


    　心音と呼吸が彼女の無意識下の記憶の中にあるものと一致していたし、彼らの周囲を流れる風の音がその姿をくっきりと浮かび上がらせていた。


    「音」を脳が瞬時に分析し、その反射、遠近とこの周辺の記憶から「点と線ではなく波形で描かれた立体像」を頭の中に描き出す。


    　真之斗はぽかんとしている、亜世砂は気づいている。


    　激しい頭痛がやってくるのが首筋にわかる。


    　ここで激しい運動をすれば間違いなく頭痛でのたうつことになる。


    （構わない！）


    　世衣は走った。


    　頭痛さえ振り払う勢いで階段を駆け下りる。


    　自分の左右のこめかみを繋つなぐような形で、そして細い喉のど元を巻くようにうっすらと金色の光がまとわりついていたが、そのことに気づく余裕は世衣には、ない。


    



    



    　恐ろしい勢いで全ての風景が遠ざかった。


    　気がつくと、身体からだが柔らかいもので包まれ、自分の十数メートル目の前にアルミサッシの枠が落ちてきて、コンクリートの地面に跳ね返りながら、砕けた窓ガラスをまき散らしていた。


    「だ、大丈夫かマノ！」


    　柔らかいものが自分の身体からだから離れて、訊きいた。


    　自分が仰向けになって地面に倒れるぐらいの角度になっているのにも気づいた。


    　誰かに抱きかかえられているのだ、とも。


    「……ア、アズ姉ねえぇ？」


    　真ま之の斗との鼻を、世せ衣いの控えめな香水のとは違う、清潔感のある制汗スプレーの柑かん橘きつ系の匂においがくすぐる。


    　そして気づく、ここはさっきまで自分が歩いていた場所から十数メートル、後ろに下がった風景だ。


    「ど、どうなってるの？」


    　なんとか起き上がりながら真之斗は訊たずねた。


    「わからねえ。でも窓が落ちてきたのは間違いない」


    「そ、そうなんだ……アズ姉、怪け我がは？」


    「大丈夫だ、でも……お前の鞄かばんはあの下だ」


    「あ」


    　砕けて歪ゆがんだアルミサッシの下に、その直撃を受けて大きく凹へこんだ学生鞄がある。


    「？」


    　そこで初めて真之斗に疑問がわいた。


    「アズ姉、脚……大丈夫？」


    「え？」


    　言われて、亜あ世ず砂さは立ち上がり、自分の足首を見る。


    「あれ……？」


    「ア、アズ姉！　煙出てる！」


    「う、わわわ！」


    　慌てて亜世砂は足首の装具を外した。


    「うわ、モーター焼けてる！　外して、外して！　早く！　えーと、水、水！」


    「どどどうしよう？　メーカーさんに電話しなくちゃ!?」


    　ふたりは装具の煙に気を取られて気づかなかったが、白い煙がランニングシューズの底からも上がっていた。


    「真之斗！　亜世砂！」


    　校舎から飛び出した世衣が走ってきた。


    「大丈夫？　ふたりとも！」


    　そして同じ頃ようやく野球部の面々と教師たちが真之斗たちへと駆け寄り始めた。


    



    



    『大丈夫？　ふたりとも！』


    　世せ衣いの声はそこから二〇〇メートル離れた場所で、指向性マイクとソフトウェアにより増幅された音声で聞こえていた。


    「目標、安全、能力発動ランクＢを認みとむ」


    　野球部の練習場、バックネットの遥か彼方に位置するビルの屋上に伏せて、二脚バイポツドを装着したライフルのスコープを覗のぞき込んで、男は報告した。


    『こちらも目視確認した』


    　男の装着したヘッドセットから、鋭い女の声が聞こえる。


    『ご苦労、今日はそのままＣ班に任せて直帰したまえ』


    「ありがとうございます、室長」


    　男は減音装置付きのライフルからバイポッドを外し、隣に並んだ同じくライフルを構えた男たちに合図をした。


    「ひとつ、質問をしてもよろしいでしょうか？」


    『君の言いたいことはわかってる。三人のプロの狙そ撃げき手しゆに監視させたうえで、校舎の窓枠に衝撃火薬を仕掛けて上に落として対象者の状態を試し、彼らが危険だと判断される兆候があれば射殺する準備もする────ここまでしなくてはいけないのか？　ということだろう？　答えはイエスだ』


    　男の耳の中、冗談めかして喋しやべっているはずの上司の声は冷たく、冴え冴えと響いた。


    　彼らは少年と少女がEXMODエクスモツドと呼ばれる能力者でなかった場合、落下する窓枠をそのライフルで粉砕するためにここにいるわけではなかった。


    　彼らがEXMODであり、危険な存在であると認定されたときに射殺するためにここにいた。


    　この上司は常に彼ら部下の言いたいことを先回りして考え、答えを常に用意していた。


    『彼女たちはEXMODだ。能力が発動した後にどんな危険があるかわからん。我々は彼らを監視し、保護し、ときには彼らから一般市民を守らねばならんのだ…………外見が高校生だからといって、気を許すな』


    「はい、室長」


    『これでわかった、霧きり山やま真ま之の斗とは不明だが、間違いなく小こ日向ひなた世衣、亜あ世ず砂さは第二段階のEXMODだ。本日現時点をもって監視レベルを引き上げる、君たちは明日からその装備をもって目を離すな』
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    　こてん。


    　ところが、おうじさまがころんだはずみで、ふるいつるぎはあくまのきゅうしょに、ぶっすりとささりました。


    「ぎゃあ！」


    　あくまはさけびました。


    「こんなにつよいおうじだとはおもわなかった。いたいいたい、おかあさんたすけてぇ」


    　そしてゆうきのおうじょさまも、なわをほどいてたちあがりました。


    「わるいあくまめ、やっつけてやる！」


    　そういって、ゆうきのおうじょさまは、こんぼうであくまをやっつけます。


    



    　　　　　　★


    



    　野球部のホームランボールが当たって窓が落下したのか、それとも何らかの老朽化で窓が落ちたのか、一騒動になった。


    　いつの間にか現れた警察官たちが落下した窓を調べたところ、


    「窓枠の一部に何かが当たって変形し、脆もろくなっていたところが偶然経年劣化で壊れて外れた」


    　という結論を出した。


    　ひょっとして打撃練習の球が当たったのかと狼狽うろたえる野球部の顧問に対し、監督が「それができればうちはとっくに全国大会にいってる」と太鼓判（？）を押し、警官たちもまた「これは恐らくこの前の台風で何かが飛んできて当たったのではないか」と結論づけたので、窓の落下は「不測の事故」ということでカタがついた。


    　念のため警官たちは他の窓も点検してくれた。


    　学校の総務部長は青くなったがとりあえず生徒に怪け我ががなかったことに安あん堵どし「先週、窓ふきをお願いした業者は何も言わなかったのに」と肩を落とした。


    　まさか警官たちが先週窓掃除を頼んだ業者と同じ人間であるとは思わなかったし、彼らが窓枠から、ほとんど音も煙もしない、特殊な指向性火薬のパッチを回収していることにも気づかなかった。


    　それは生徒たち、教師たちも同じである────誰も自分に直接関わらない人間に、興味を持とうとはしないし、記憶もしない。


    　やがて彼らは日暮れまでに帰っていった。


    　小こ日向ひなた世せ衣い、亜あ世ず砂さ、そして霧きり山やま真ま之の斗との三人はこのドサクサに紛れてさっさと家路についている。


    



    



    「…………黙って帰ってきてよかったのかな？」


    　家の前で、真之斗は何度目かの疑問を口にした。


    「よせよせ、警察だの事情聴取だのはあの事故でもうたくさんだろ？」


    　首を傾かしげる真之斗の肩を、亜世砂はぽんぽん、と叩たたいた。


    「でもアズ姉ねえ、脚、本当に大丈夫？」


    「ああ、何の痛みも……っと、また来たか」


    　そう言って亜世砂は念のため常に持っている折りたたみ式の杖つえを小脇に、スカートのポケットからスマホを取りだした。


    「あ、僕も」


    「私もよ」


    　この一時間、三人のスマホは次々着信するメッセージに震ふるえっぱなしである。


    「心配してくれるのは、ありがたいけど、普段話したこともない奴まで飛ばしてくるってなるとなー」


    「それだけ動揺してるのよ。おまけにドラマチックだもの。かつて事故に遭った三人がまた今度も事故に遭いかけた……いえ、今回は亜世砂と真之斗のふたりだけ、だけど」


    　言いながら無表情に世衣はメッセージを返していく。


    　ふと、姉の横顔に微妙な不機嫌さを感じて亜世砂は首を捻ひねった。


    「姉貴、何か不愉快なことでもあったのか？」


    「違うわ。真之斗が危険な目にあったのが腹立たしいだけ」


    　姉妹の直感で、姉が嘘うそをついているとすぐに亜世砂は理解した。


    　だが、理由がわからない。


    「一時間したらご飯にしましょ」


    「あ、うん、わかったセイ姉」


    「それと、洗濯物持って来て。そろそろ溜まってるでしょ？」


    「あ、うん」


    　そんな会話を聞きながら、亜世砂は自分の家のドアを開くために鍵かぎを取りだした。


    　自分の体温でそこそこ温かい鍵の硬くて、それでも冷たい感触。


    　この会話を聞くようになってもう一〇年近くになる。


    　そしてあの日から変わってしまった。


    　そして今も聞いている。


    　だが今、どうして自分はその会話の外にいることをこんなにも強く感じているのだろう。


    　亜あ世ず砂さの手が、鍵かぎを回した。


    



    



    　真ま之の斗との手が、自分の肌着Ｔシヤツを脱がして、かなり溜まった洗濯籠かごの中に入れた。


    　単身赴任の父が帰ってきたとき以外、この家の洗濯機が回ることは滅多にない。


    　さすがに中学生になってからは、下着と肌着は自分で洗うが、それも月に数回まとめてだ。


    　そのことを世せ衣いに相談したとき、真之斗はもしも「いいのよ、これまで通りで」と言われたらどうしようかと迷っていたのをはっきり覚えている。


    　だが、世衣は真之斗が話をしたとき、ほんの少し顔を赤らめ、


    「そうよ……ね、うん、そうよね」


    　とだけ言って、頷うなずいてくれてホッとした。


    　母のように面倒を見てもらっていても本当の「母」同様ではないことを、そのとき真之斗は改めて自覚した。


    　そして世衣が自分のことを本当の弟として思っているだけではなく、「男」として認識してくれているのが嬉しかった。


    「……」


    　だが、つくづく自分たちの関係とはなんだろうかと思う。


    　血が繋つながっているわけではない。


    　たまたま今から一二年ほど前、できたての新興住宅地だったこの場所にふたつの家族が引っ越してきて、お隣同士になった、というだけのことだ。


    　たまたま二年後、双方の家で片方は病気、片方は離婚で母親がいなくなり、そして、いつの間にか「お隣のお姉ねえちゃん」たちは本当の「姉」のようになっていった。


    　小学校三年生の頃には、もう学校でも家でも、「アズ姉ちゃん、セイ姉ちゃん」と呼ぶことに何の違和感もなくなっていた。


    （このまま、あとどれくらい三人一緒にいられるんだろう）


    　そう思ったとき、真之斗の心の片隅に「本当に自分はそれを望んでいるのか」という呟つぶやきが明滅して、消えた。


    　頭を切り換えるために、朝同様に、リハビリをすることにした。


    「…………ちょっと、軽くなったかな？」


    　片腕五キロのダンベルを持ってみて、そう感じた真之斗は、試しに装具の動力を解除してみた。


    　右手で、床に置いたダンベルを握ってみる。


    　握力は八割戻ってきていると昨日検査結果で言われた。


    「よっ」


    　背中から下半身全体を使って持ち上げる。


    　あとは腕だ。


    　上腕を曲げてみる。


    　ゆっくりとゆっくりと。


    　以前なら苦労してもどうにか持ち上がったはずの重さが、数十倍にも感じられる。


    　なんとか、曲がった。


    　持ち上げられた。


    　安あん堵どした瞬間、びきっと腕に電流のようなものが走った。


    　腕の筋が攣つった。


    「！」


    　思わずダンベルを握っていた手が開いて取り落とす。落ちる先は自分の足の上。


    　両腕の装具の動力は切ってあるが、とっさに左手を伸ばした。


    　足に落ちる寸前、左手がダンベルを掴つかんだ。


    　次の瞬間、ダンベルは真ま之の斗との前にある壁、筋トレのポージング確認用に最近買ったばかりの大きな姿見の横にめり込んでいた。


    「……え？」


    　呆ぼう然ぜんと、派手な破壊音の残響を耳に感じながら、真之斗は鈍く輝く、壁に深く埋まったダンベルを見つめた。


    　そして、とっさにダンベルを壁に投げつけた自分の手を見つめる。


    　金色の光が、手指の先から腕全体を覆おおっているように見え、一瞬目をこらすと、それはもう消えていた。


    「…………とにかく、ダンベルこれ、なんとかしないと」


    　真之斗は辛かろうじてそれだけを判断して、装具の電源を入れ直した。


    　今度は何も持たずに、肩口にあるスイッチを入れるだけなのに、酷ひどく腕が重く、上げるのに苦労し、立ち上がろうとして激しい目め眩まいに襲われる。


    　異様な空腹感があった。


    　ダンベルの処理を後回しにしてでも、何か食べないと、と思った。


    　階段を下りるのもようやくという状態で、世せ衣いとの食事の約束はあるが、その前に、今すぐとにかく何かを口に入れなければ、と真之斗は普段あまり使わない台所へと向かった。


    　夜食用に買いだめしてあるカップラーメン、それも大安売りで購入したのはいいものの、食べるタイミングを逸していた超大型カップにお湯を注いだ。


    　五分待てと書いてあったが、三分しか待てなかった。


    　蓋ふたを開けて、まだ生硬い麺をかみ砕き、化学調味料の塊の残るスープを飲み干す。


    　フリーズドライされた具材も全部食べた。


    　それでも腹が減る。こんなひどい「飢え」は生まれてはじめてだった。


    　もう二個、今度は普通サイズのカップ麺を作り、食べて、ようやく人ひと心ごこ地ちがついた。


    「ふぅ……」


    　溜ため息いきをついた途端、今度は眠気が襲う。


    　ここで寝たら多分、世せ衣いと約束の一時間後までには起きられないと思いつつ、睡魔に抗あらがえないまま、真ま之の斗とは居間のソファに横たわって目を閉じた。


    　目を閉じ終えるか終えないかのうちに、眠りが彼を引きずり込む。


    



    



    　彼の名は四し郎ろうという。


    　彼は、自宅の前で戸惑っていた。


    　チャイムを押しても誰も出ない。普段ならもう両親が帰ってきている時間のはずだ。


    　彼の目には、あちこちに張り巡らされた「立入禁止」のテープ、割れた台所の窓や、そこから炎が吹き出てできたであろう黒い煤すすの痕こん跡せきは見えていない。


    　三日前に出たままの家がそこにあった。


    　築二〇年、自分が子供の頃から育ち、つい二年前に改築したばかりの家。


    　一緒に旅行に出た両親は彼の側にはいないから、きっと先に着いているはずだった。


    　そうでなくても、この三日間は近所に住んでいる祖母が留守番をしているはずだ。


    　ボケとかの兆候もなく、未いまだに元気に病院の食堂で働いているような人だから、何か病気か、事故に遭ったのだろうか。


    　心配になって四郎はコートのポケットの中にある携帯電話を取りだそうとしたが、手は空むなしく、白いコートの何も入っていないポケットの中で握りしめられただけだ。


    　疑問符が頭の中に浮かぶ。


    　そういえば自分はどうやってここに戻ってきたのだろうか。


    　たしか一週間前、家族旅行で冬の北海道に行った。


    　いや、三日前だっただろうか？　どうだっただろう？


    　たしか一週間の家族旅行で冬の北海道に行った。


    　たしか一週間の家族旅行で冬の北海道に行ったはずだ。


    　まあいい。


    　お定まりのスキーもした、雪祭りも見た。それともあれは前回だっけか？


    　あとはホテルをチェックアウトして、空港でお土産を買えばいいと家族と話をしながらタクシーに乗った。


    　そして、気がつけばここに、自分の家の前に立っている。


    　タクシーに乗って空港について、お土産を買って、飛行機に乗って、羽はね田だ空港について……というこの場所に立つまでの記憶があやふやだ。


    　土産に関する話はどこでしただろうか。ホテルの廊下？　チェックアウトをした後のロビー？　それとも昨日の夜だったか？


    　何かあったのは間違いない。


    　だがそれを疑問に思っても、集中して考えることが四し郎ろうにはできなかった。


    　身体からだ全体がふわふわと浮いている気がする。


    　何もかもが現実感を伴わない。


    　これは、ひょっとしたら夢かもしれない。


    　ふと、四郎は思った。


    　ともあれ、この家に誰もいないのは間違いなかった。


    　ふらふらと彼は家を離れ、線路を渡ることにした。


    　ここから数百メートル離れた駅で、電車に乗ればいい。乗り換えて二駅もすればいつもの学校、そこへ向かえばとりあえず友達がいる、先生がいる。


    　顔見知りの顔が見たかった。声が聞きたかった。


    　たとえ夢でも、ひとりぼっちはつらい。


    　電車代があるかどうか、ということを気にかける思考は彼にない。


    　すべてが遠く、靄もやがかかっているかのように思えていた。


    　だから、踏切の信号も確かめない。


    　甲かん高だかいブレーキ音がして振り向くと、横から毎朝よく見る通勤電車の先頭車両が突っ込んでくるところだった。


    　ちょっと待ってよ。


    　そんな気分で四郎は片手をあげた。


    　自分がひき殺されるという考えは思い浮かびもしなかった。


    　電車は停まってくれた。


    　だが冗談みたいに時速数十キロを出していた金属の塊は、彼の手に触れる数センチ前でぐしゃりと蛇じや腹ばらのように潰つぶれ、跳ね上がった。


    　巨大な蛇が、頭を急に押さえつけられてのたうつようだった。


    　面白いな。


    　四郎はふとそう思って、その光景を見つめていた。


    　連結器から外れた車両がふたつほど土手を転がり落ちていく。


    　少し高度を上げ、なんとなく追いかけてみることにした。


    　人や人だったもの、あるいはその破片が散らばる土手の途中で、中性的な顔立ちの少年が立ち上がり、苦痛に顔を歪ゆがめながら土手を駆け下りていく。


    　いつもの四し郎ろうなら彼に同情し、あるいはその傷を気遣う。


    　だが、今の彼は夢の中だ。


    　これから彼はどうするんだろう？


    　というドラマを見ているような興味のみがある。


    　さらに後を追うと、少年は半分川に落ちそうになっている電車の扉を無理矢理開けた。


    　四郎の耳には少年の身体からだから無数の悲鳴があがっているのが聞こえる。


    　骨が砕けかけ、さらに背中には細い鉄筋が刺さっていた。


    　線路の下のコンクリが砕けて飛んだ際の一本が偶然刺さったのだろう。


    　何な故ぜか今の四郎はそこまで理解することができた。


    　時間も空間も今の自分には無関係で、映像ソフトのスクロールを左右するように巻き戻したり、前に進めたりができる。


    　やがて少年はふたりの少女をその両腕で引っ張りながら外に飛び出した。


    　間を置いて電車が傾いて川の中に突っ込み、派手な水しぶきをあげる。


    　そんな彼らの顔をもう少し見ようと四郎は川の上に回り込んだ。


    　宙に浮いていることも、自分がこの事故の原因であることも、彼の認識には遠い。


    　夢の中だからそういうものだろう、という程度に思っている。


    　やがて、髪の短い少女が四郎に気づいた。


    　ぽかんと口をあけようとして、そのまま気を失ったらしく、ガックリとうなだれた。


    　長い髪の少女はその前に気を失っているが、ふたりとも無事だ。


    　あの少年のやったことは無駄ではなかったのだ。


    　ふと、そこで四郎の視界が暗くなった。


    　恐ろしいほどの脱力感。意識が暗く、深い淵ふちへと落ちていく。


    



    



    　四郎は目を醒さました。


    　それは目をあけたまま、眠りの中から意識だけが戻ってきたということに外ほかならない。


    　今さっきまで自分が見ていたものは、「ゲーム」だったのか、それともこの前の夢の「再上映」だったのか、判然としない。


    　いや「再上映」なのだろう。本当にやったときは目が醒めたらＩＣＵの中だった。


    　もっとも、どっちでも意味はない。


    　覚醒しているのか寝ているのかは当人でさえ定かではなく、他人の目からは脳波計を用いないとわからず、今の彼からそれは外されていた。


    　声をあげるどころか、指一本動かすことができない。瞬まばたきすらできない。


    　生きながら死んでいる。それが今の四し郎ろうだ。


    　ストレッチャーの上、流れていく天井のＬＥＤ照明を見ながら、検査が終わったのだと理解する。


    　四郎にとって現実は苦痛だ。


    　見ること、感じることはできても、何も反応を返せない。


    　まるで幽霊のようだ。


    　いや、幽霊なら少なくともどこかに行けるし、立つことぐらいはできる。


    　コントロールを一切受け付けないクソゲー、それが彼の現実。


    　最も不快なのは自分の排はい泄せつまで人の面倒になっているという事実だ。


    　目を閉じることもできず、ただ漫然と目をあけているだけ。


    　しかも大抵は病院の天井。


    　たまに、上半身を起こしてもらい、窓から外を見ることがある。


    　彼には入学できなかった進学校の校舎が見えた。目立つものはそれぐらいの風景。


    　とっくに飽きていた。


    　少しでも彼に刺激を与えるという意図のもと、看護師が朝に目を開けさせ、夜に閉じさせるという繰り返しだ。


    　今は何日…………いや何時ぐらいだろう。


    　もう、日にちは関係ない。


    　この前、ＩＣＵで意識が何度も混こん濁だくしたときには今度こそこの厄やつ介かいな「生」から解放されると期待したのだが────あのあたりから、もう四郎は日にちを数えないことにした。


    　瞳孔を収縮させて看護師の腕時計を見ようとする。


    　そういえば、数日前もこうしてた。


    　そのとき、学生服姿の少年と少女たちとすれ違った。


    　思い出す。


    　どこかで見た顔だった。


    　少なくとも少年と、髪の短い少女のほうには見覚えがあった。


    　どこで見たのだろう。


    　最近はこういう身体からだになる以前の記憶が遠い。


    　今の自分が「閉じ込め症候群」と呼ばれる状態だと、四郎は担当医に聞かされていた。


    　まぶたの開閉すらできない重度の閉じ込め症候群で、最新式の脳波スキャナーがなければ「死者」になるはずだったというのは、病室の廊下を通る他の入院患者の噂うわさ話で知った。


    　いっそそうなっていたらよかった、と思う。


    　三日とあけずに祖母が見舞いに来てくれるが、彼女は何な故ぜ四郎がこうなったかを語らず、ただ思い出話をし、新聞を読み聞かせて帰るだけだ。


    　ちょっと見ない間に髪の毛が真っ白になっていて驚いたが、そのことを声にすらできないのがつらい。


    　気丈な人で、以前は居酒屋を死んだ祖父と経営してたから笑顔を絶やさない人でもあったが、今はその笑顔も疲れ果てている。


    　何もしてやれないのが、つらい。


    　やがて、四し郎ろうは無意識のピンセットでさっきの少年の顔を記憶の中から拾い上げた。


    　ああ、あのときの人だ────夢の中の「ゲーム」で、電車からふたりの少女を引きずり出した英雄。


    　彼に引きずり出されていた少女ふたりも少年のそばに立っていた。


    　不思議なこともあるものだ。夢の中の人そっくりな人間にすれ違うなんて。


    　それとも、以前ここか、別の場所ですれ違って偶然顔を覚えていて、それが夢に出てきただけなのだろうか。


    　わからぬまま、四郎はストレッチャーで運ばれていく。


    　ただ、数秒、少年がじっと自分の顔を、知っている人間の顔を思い出そうとしているかのように見つめているのが気になったが────それはすぐ、そばにいた長身で黒髪の少女が彼と自分の間に割り込むようにして終わった。


    　そして、エレベーターの扉が閉まる頃には、また四郎はうつらうつらとし始めていた。


    　しばらくは────恐らく数日────軽い夢を見るだろう。


    　そして本当の「深い夢」を見る。ほんの一時間ぐらい。


    　それが少し楽しみだった。


    　夢の中で四郎は一人称視点の「ゲーム」を楽しめる。


    　恐らく、この状況から自分の脳が生み出した逃げ場所なのだろうと四郎は解釈していた。


    　説明書もなく、デタラメに自分だけが強いというクソゲーっぽいが、それでもこの現実よりはマシだった。


    



    



    　世せ衣いの手が、夕食の献立を作る。


    　装具のお陰もあって、すっかり以前と変わらない速さと正確さで彼女は食材を加工し、フライパンを操り野菜炒めを作り、鍋の中の水と固形ブイヨンと素材をスープに変え、でき上がったものから手早く盛りつけていく。


    　エプロンをし、毛髪が料理に落ちないように髪の毛をまとめて鍔つばのない調理帽で覆おおっている姿は、動きの無駄のなさを含めて主婦というより小さなレストランのオーナーシェフの風ふ情ぜいだ。


    　調理油などで汚れても、右手の装具自体を外して、丸洗いできるので問題はない。


    　煮えたぎる寸前スープの火を落とし、野菜炒めの入ったフライパンに蓋ふたをする。


    　無意識のうちに、装具を着けた右手を左手で押さえ、軽く揉もむ。


    　かつてのように動くようになったとはいえ、それにかかる力と神経は以前とは比べものにならないぐらい増えている。


    　今は「正確に動かす」ことに集中しなければ動いてくれないのが彼女の右手なのである。


    　しかもある程度正確には動いても、精密さは望めない。


    　電話が鳴った。


    　装具メーカーのメンテナンス担当者だ。


    　世せ衣いは担当者に対し、亜あ世ず砂さがちゃんと予備を持っていること、火傷やけどなどを負わなかったこと、明日病院のリハビリ療法士を通じて装具を回収してもらうので、詳細な話はそのときにメーカーのメンテナンスマンも兼ねた療法士に話す、などのことを告げて電話を切った。


    「……」


    　世衣は喉のどに手を当てて首を傾かしげる。


    「あ」


    　と声に出してみて、また首を傾げると、台所に戻り料理の続きをしようとして、世衣は数秒、視線を宙にさ迷わせた。


    　気がつくと、酷ひどく疲れているのを感じた。


    　何か、甘い物が欲しい。


    　冷蔵庫に買い置きしてあった、アメリカのハーシーズ製の分厚い板チョコに手が伸びた。


    　食べ始めると止まらなくなった。馥ふく郁いくとした独特の濃厚な甘味がとてもたまらない。


    　口の中で滑らかにとろけるこってりとした甘味を堪能しながら、夢中で板チョコを口に押し込む。


    　その表情にはいつもの穏やかな笑みも「あの事故」以来、押し隠している苛いら立だちもなく、ただ空虚だった。


    　人によっては怖い顔だ、と感じたかもしれない。


    　今の世衣にとって真ま之の斗とと普段の生活以外、全ての「これから」は消え去ったも同様であることを、その表情が示していた。


    　世衣は我に返る。


    　気がつくと、料理用の大きくて分厚いチョコの四枚目を食べ終わっていた。


    　こんなことは初めてだったが、圧倒的な甘味への欲求は消えていた。


    （…………疲れてるのね）


    　自分自身をそう診断し、頭を小さく振ると、世衣はまた料理の様子を見、でき上がったものの盛りつけを始めた。


    



    



    　亜あ世ず砂さは自室に戻ると予備の装具を引っ張り出し、装具を製作したメーカーの管理部に電話を入れて装具が故障した、とだけ告げた。


    　帰ってから目め眩まいがしそうなぐらい腹が減るので、こっそり買い置きしてあるプロテイン入りのチョコレートバーを数本貪むさぼってから考える。


    　何ともいえない疲労感があった。


    　あの信じられないダッシュをしたせいなのか、それとも精神的にあの異常さが疲労に変換されたのか。


    　とにかく、真ま之の斗とが助かったのはよかったが、それ以外でいえば何もかもが「異常事態」といえる。


    　装具は最新式で激しい運動程度で壊れるものではないし、第一、今の亜世砂には一瞬で数メートルのダッシュどころか部屋の敷居をまたぐ程度のジャンプも神経に障さわるはずだ。


    　それなのに、真之斗を抱きかかえて一瞬で十数メートルを飛び、足首全体には痛みもなかった。


    　一種の火事場の馬鹿力みたいなものだろうと思うが、不思議なのはこういうことにはありがちだと言われている疲労感はあるのだが、腰にも背中にもダメージがない。


    　帰り道は万が一のときのために持っていた折りたたみ式の杖つえをついていたが、本当を言えばそれは不要で、これまでと違い、痛みが消えてなくなっていた。


    　こんなことって、あるんだろうかと考える。


    　真之斗を助けようとしてアドレナリンが出ており、だから未いまだに痛みを感じないだけなのかもしれない…………いや、アドレナリンの効果はもう切れてるはず。


    　そんなことも考えるが、痛みが出てくる前に、と枕元の痛み止めに手を伸ばす気にはなれなかった。


    　なんとなく、もう完治しているように思えてならない。


    （奇跡……なのか？）


    　それ自体は嬉しいことなのだが、どうにも素直に喜べない。


    　装具が壊れただけではなかったからだ。


    　家に帰って靴くつを見たら底の部分がすり減り、軽く溶けていた。


    「…………」


    　世せ衣いにも、真之斗にもこのことは言っていない。


    　溶けた靴くつ底ぞこは、何かを暗示しているような気がして、それはとても不吉なものに感じられた。


    　誰かに対して口にすれば本当のことになるかもしれない、という迷信じみた妄想が頭から離れず、だから亜世砂は姉の世衣にさえ話していなかった。


    　もやもやとした思考の迷路に入りかけた亜世砂を、ノックの音が現実に引き戻す。


    「亜世砂、いい？」


    「あ、いいよ、鍵かぎ、かけてないから」


    　ドアが開いて姉の世せ衣いが現れた。エプロンの前ポケットに、調理帽を入れ、髪の毛を解きながら入ってくる。


    「あのとき、本当は何があったの？」


    「な、なんで今更そんなこと聞くのさ？」


    　少し世衣に違和感を感じながら、亜あ世ず砂さはベッドの上にあぐらをかいた。


    「あの窓の落下はおかしかった。私、窓が落ちたとき火薬の匂においを嗅かいだの…………それにあなたは帰り道、杖つえが邪魔そうだった。仕方ないから使ってるって感じで」


    　そして、亜世砂は気づく。世衣の奇妙な違和感の正体に。


    　あの事故からずっと別人のようにしわがれて、時折すり切れたように聞こえていた世衣の声がすっかり元に戻っている。


    「姉貴……声……」


    「ええ、私も気づいてる。さっき装具メーカーの人からの電話で喋しやべってて、まるっきり昔のように声が出てることに驚いたわ。おまけに耳鳴りも消えてる」


    　亜世砂はぽかんとした。同時に、自分に起こったことも話さなくてはいけないと考える。


    「…………わかったよ」


    　亜世砂は素直に、帰ろうとしたら真ま之の斗とに会ったこと、歩いていたら頭上で何かが弾ける音がして、窓が落ちてくるのがわかったこと、気がついたら身体からだが動いて、真之斗を抱きかかえて後ろに十数メートルも飛んだこと、そして────靴くつ底ぞこが軽く溶けていたこと、を話した。


    「…………」


    　世衣は亜世砂の勉強机に付属している椅い子すに腰を下ろし、いつものように背筋を伸ばし、掌てのひらを太ふと腿ももの上に置いて微動だにしないまま、話が終わると深い溜ため息いきをついた。


    「おかしなことってあるものね…………もう痛くないの？　脚は」


    　こくんと亜世砂は頷うなずいた。


    「…………本当を言うと、声だけじゃないの」


    「え？」


    　それから珍しく世衣は躊ちゆう躇ちよするようなそぶりを見せた。


    「頭がおかしくなったのかもしれないけど……私、あの窓枠が外れたとき、どこにあなたたちがいるか、わかったの……いえ、見えたの、映像とかじゃなくて、昔よりもはっきりと音の波形というか……独特の『かたち』で」


    「は？」


    「頭の中に校舎全体の姿が浮かんで、落ちていく窓枠と、その下に真之斗がいることも」


    　言われて、亜世砂は世衣が他の誰よりも早く駆けつけてきたことを思い出す。


    　偶然ではなかった、あの速さは気づいていきなり走ったのではなく、三階からずっと走ってきたものの速さだったのだ。


    「それがね、昔みたいに……いえ、昔よりももっとくっきり、音が『見え』た感じで……」


    　姉妹はしばらく顔を見合わせていた。


    「いったい、これって……」


    「奇跡、かもしれないわね……でも……」


    　どうやら姉も自分と同じく、素直にそれを喜べず漠然とした不安を抱えているらしいと知って、亜あ世ず砂さはホッとした。


    　だが解消されたわけではない。


    



    



    　料理が並べ終わる頃になっても、真ま之の斗とが来ないので家に行ってみると、ソファで寝息を立てていて、世せ衣いは驚いた。


    　おまけにその周囲にはインスタントラーメンのカップが大小三つも転がってる────これまで、真之斗が夕食前に何かを食べる、などということはなかった。


    　揺り起こすとようやく真之斗は目を開いた。


    　途端に少年の腹の虫が鳴った。


    「お腹…………空いた」


    　まだ眠り足りないのか、真之斗はぼんやりとそう言った。


    　真之斗は決して大食漢ではないし、むしろ食が細くて世衣が心配しているぐらいだ。


    　そして、真之斗は実際よく食べた。


    　部活をしていた頃の亜世砂並みに。


    　そして亜世砂も、世衣もよく食べた。


    　野菜炒めとスープ、皮をパリパリに焼いた鳥の胸肉がすぐにぺろりと平らげられ、一日分用意した炊飯器の米が夕食で空っぽになるのは、小こ日向ひなた家では初めてのことだった────それのみならず、三人とも滅多に使わない買い置きのライスパックにまで手を伸ばし、それぞれが三人分を平らげ、世衣は卵をワンパックも使ったスクランブルエッグとカリカリに焼いたベーコンを追加で作った。


    　奇妙な話だったが、同時に「あんなことがあったんだから」と三人ともに感じていたので、


    「今日はお腹が減る日ね」


    　という世衣の言葉に、


    「うん」


    「だなあ」


    　と真之斗と世衣が頷うなずいてそれ以上のことにはならなかった。


    　その間も亜世砂と世衣はさりげなく真之斗に、「何か変わったことはなかったか」と訊たずねたが、少年は首を横に振った。


    　壁に埋まったダンベルは結局、「変わったこと」というには少々異様すぎて、真ま之の斗とは自分の中の問題として処理しようと決めていたからである。


    　世せ衣いも亜あ世ず砂さも、自分たちの能力の話は、まだどう話していいのかわからず、真之斗にはしなかった、というよりもできなかった。


    「とにかく、ふたりとも怪け我ががなくてよかったわ」


    　食事のあと、紅茶を淹いれながら世衣。


    「まー、まさか火事場の馬鹿力、ってのが自分に宿るなんて思いもよらなかったけど」


    　居間の三人掛けソファで寝っ転がりながら亜世砂が安あん堵どの溜ため息いきを混ぜて頷うなずく。


    「でも凄すごかった、アズ姉ねえと一緒に跳んだとき、何が起こったかわからなかったもの」


    　亜世砂の寝っころがるソファの対面にふたつあるひとり掛けのソファのひとつに腰を下ろして、真之斗がしみじみと言う。


    「オレだって夢中だったからさ、あんなにジャンプするなんて思わなかった。このまま足首に異常がなければ、来週にでも陸上部に戻って走り幅跳びの選手になれるな、うん」


    「ああ、それいいかも」


    「そうね、怪我とリハビリで今までとは違う方向に亜世砂の才能が開花しても驚かないわ」


    「才能かぁ……久々に聞く言葉だなぁ」


    　亜世砂は苦笑する。


    



    



    「じゃあ、セイ姉、洗濯物、お願いします」


    　風呂場にある洗濯機の前にいつもの大きなトートバッグで運んできた洗濯物を置いて、真之斗は小こ日向ひなた家から自分の家に戻る。


    「ええ、じゃあまた明日」


    「うん、また明日。アズ姉、少しでも足首痛くなったら我慢しちゃ、駄目だよ」


    「ああ、ひょっとしたら何か反動があるかもしれないかんなー……マノ、お前も風呂入ったら身体からだに怪我してないか調べろよ」


    「うん」


    「真之斗……本当にひとりでお風呂、大丈夫なの？」


    「セイ姉は本当に心配性だなぁ。何度もお風呂に入ったけど、この装具を着けたままで問題ないよ」


    「だって亜世砂のだって壊れたから……それに、お風呂はお水だし」


    「僕のも壊れたらすぐに呼ぶよ。スマホはお風呂場の出入り口に置いてから入る。音声起動ですぐ助けを呼ぶ」


    「……まるで母親と子供だな、おい」


    　そんな会話を玄関でして、真ま之の斗とは帰っていった。


    「…………」


    　亜あ世ず砂さはいつものようにすぐ背中を向けたが、世せ衣いはその場に立ち止まったまま、じっと少年の後ろ姿が彼の家の玄関に消えるまで見つめている。


    （そこまで心配してるなら、いっそついていけばいいのに。そのほうが姉貴の望むことになるかもよ？）


    　横目でその光景を見、皮肉な気分で、亜世砂は階段を上って自分の部屋に戻った。


    



    



    　真之斗は自分の家で風呂を浴び、寝間着に着替えた。


    　腹は満ちたが、疲労が酷ひどい。


    　それでもやるべきことがまだある。


    　壁にめり込んだダンベルの下に、座ざ布ぶ団とんを何枚も重ね、さらに畳んだ毛布を置いた。


    　それからバールを突っ込みダンベルをほじくり出すと、ごとん、と落っこちたが、毛布と座布団が包み込むように受け止めてくれて、床も壁も無事だった。


    　とりあえず、ダンベルをもう片方が置いてある部屋の隅に移動させ、考える。


    　今日起きたことはなんだったのか。


    　思い出してみる。


    　帰ろうとして校舎沿いに歩いていたら、頭の上で何かが壊れる音がした。


    　気がつくと亜世砂に抱きしめられて十数メートルを一瞬でバックして、窓が自分のいた位置へ落ちてきた。


    　そして、その前には……。


    　あのときも今も、金色の煙のような光が、亜世砂からわき上がっていた気がする。


    　さっき、ダンベルを放り投げてしまったときに自分の指先から立ち上っているように見えたのと同じ。


    「……気のせい、だよね？」


    　思わず呟つぶやく。


    　だが、なんでこんなことが起こるのか。


    　これまで、自分がダンベルを壁にめり込ませたのは、装具の電流が体内の神経に作用して起こる事故の一種だろうと真之斗は驚きながらも軽く考えていた。


    　初めて装具を着用した日、マニュアルの注意書きを示しながら、最初に装具メーカーの社員が言っていたのを思い出す。


    　数千人にひとり、それも一回あるかないかだが、装着者の体内に蓄積された静電気によって、装具や、それを外したばかりの装具の保護箇所────この場合は真ま之の斗との上半身────が、意に沿わない動きをしてしまうことがある、と。


    　亜あ世ず砂さの人間離れした跳躍もそれが原因だろうか。


    　違う。


    　そのマニュアルに書かれていた注意事項や説明された事例も、せいぜいが手脚や指の痙けい攣れん、あるいは急な伸縮が行われるだけで、人を抱きかかえて数十メートル跳ぶことなんかあり得ない。


    　通常の人間だってそんなことはできない。


    　あのときの金色の光、そして自分の指先からも立ち上った同じ光。


    　ひょっとしたら、亜世砂の跳躍も、自分が五キロのダンベルを壁に放り投げてめり込ませたのも、あの金色の光のせいではないか────そんな気がしたが、真之斗はそれを頭を振って追い払った。


    　そもそもあの光を本当に自分が見たのか、偶然そういうふうに光が目に映り込んだのかもわからない。


    　人は、不可思議なできごとが連続するとそれが「繋つながって何かになる」という考えに取り憑つかれる。それは成功体験や失敗体験と心情的に結びつきやすいからだ。


    「人は成功体験と失敗体験に縛られる」と世せ衣いが真之斗に教えてくれたのはたしか中二の冬だったと思う。


    　例えば、新しい鉛筆を買ったら、その試験の成績が良かった、という体験があったとする。


    　そして次に古い鉛筆を使ったらその次の試験の成績が悪く、新しいほうの鉛筆を使ったら、試験の成績が良くなった、ということが重なると、自分の勉強に対する努力の量や落ち着き具合などの条件をすっ飛ばして「この新しい鉛筆を使うと良い成績が出る」という迷信ジンクスが生まれる。


    　それが続く間はいいが、もしもこの鉛筆をどこかで失ってしまうと、今度は「あの鉛筆がないと良い成績が出ない」という逆の迷信に取り憑かれる。


    「どうしてそうなると思う？」


    　世衣はそのとき真之斗に聞いたが、真之斗は答えられなかった。


    「それはね、世界中の人が自分は主役だと思っているけど、主役には誰ひとりなれないからなの。世界の全ての人が、自分以外は脇役だと思ってる。だから、誰もが等しく脇役。誰も主役になれない……だから自分だけの『物語』を作るの。物語に『予兆』はつきものだから……でも実際にはそんなものは、ないわ。人が勝手に作り上げて、自分で自分を縛るだけのこと。いつも未来はわからない」


    　だが────どうしても考えてしまう。


    　主役にはなれなくても、誰かの名脇役にはなれるんじゃないか。ヒーローってそういうものじゃないか、と。


    　今の亜あ世ず砂さは脚の痛みなんか消えてしまったように歩きまわっていた。


    　あのとき自分と亜世砂に見えた、金色の光が本当に何かの「力」であるのなら。


    　頭の中を、あの暗くら闇やみの中から伸びたままの白い手がよぎる。


    　誰にも届かなかった手が。


    　今度は、もっと多くの人を助けることができるかもしれない。ヒーローのように。


    　馬鹿な妄想だと思いつつ、その考えを振り払うことが真ま之の斗とにはできなかった。


    　ベッドに横たわり、目を閉じる。


    　装具を外さなくちゃ、と思うよりも先に睡魔が彼の意識を眠りの中に引きずり込んだ。


    　明日目覚めたら、自分も装具がいらなくなるんじゃないか、という考えも一瞬浮かんだ。


    



    



    　亜世砂が真之斗に引き合わされたのは姉の世せ衣いと一緒だったはずなのだが、そこの記憶はすっぽりとない。


    　世衣の話では、すぐに真之斗と一緒に近所の公園に遊びに行って、一〇分もしないうちに真之斗が「あずさおねえちゃんがぶったー！」と泣いて帰ってきたというが。


    　それよりも亜世砂が覚えているのは、その頃真之斗が飼っていた子犬だ。


    　子犬の名前はロベだったと思う。舌ベロが長いからロベ。いかにも子供らしい名前の付け方。


    　最初、真之斗は自分や姉よりもその子犬と遊んでいる時間が多かった。


    　半年ぐらいだったろうか。三か月ぐらいだったろうか。ちゃんと毎日トイレの世話をして、朝早くから起きて眠い目を擦こすりながら散歩をさせていた。


    　その頃から亜世砂は走ることの速さに魅せられていたから、自分ではなく、子犬のペースで、しかも歩くだけの行為をよく毎日やれるものだと感心したのを覚えている。


    　真之斗と子犬の生活はある日、車の急ブレーキ音で終わりを告げた。


    　子犬は元気すぎて、よく真之斗を引きずるようにして歩いていたが、その日偶然リードが切れたか、真之斗がうっかり手放したらしい。


    　亜世砂が駆け寄ると、いかにも遊び人が乗りそうな、ラメ入りの真っ赤なスポーツカーに乗った、派手なスカジャンにジャージズボン、サンダル履きの中年男が「何だイヌか」と言い捨てて車を出すところだった。


    　その言葉と、動かなくなった子犬、そして何よりも泣きじゃくる真之斗を見た瞬間、亜世砂はカッとなった。


    　それまで喧けん嘩かっ早いと言われたことはあまりなかった亜世砂だが、思わず近くの家の庭にあった石を、走り去ろうとする自動車のリアウィンドウに「この野郎！」とぶん投げた。


    　リアウィンドウは砕け、車は急停止して、怒り狂った中年男が向かってきた。


    　初めて見る、見ず知らずの大人の「怒り」の気配に亜あ世ず砂さは怯ひるんだが、その顔面にどこからともなく飛んできた石がぶつかった。


    「逃げるな！　ロベを助けて！　生き返らせて！」


    　横を見ると、いつも自分に口答えさえできないくらい気弱な真ま之の斗とが、信じられないほどの怒りの形相で立っていた。


    　さらに大きな石を少年は掴つかんでその中年に向かって投げた。


    　慌てて我に返った亜世砂もそれにならった。


    　いろいろ叫んだと思う。


    　何しろまだ亜世砂は小学二年生、真之斗は小学校に入ったばかり。そんなにボキャブラリーがあるわけではない。


    　結局「人殺し」とか「鬼」とか「悪魔」みたいな言葉ばかり叫んでいたと思う。


    　今思い起こしても驚くのは、いつの間にか世せ衣いも石を投げていたということだ。


    　やがて子供が早朝から叫んでいる騒ぎを聞きつけて近所の人たちが起きてきた。


    　すぐに警察を呼ぶの呼ばないのの騒ぎになって、慌てて車の持ち主はいくつかの捨て台詞ぜりふを残してその場から去っていった。


    　あのとき、初めて自分たちはただの「おとなりさん」から「姉弟きようだい」になったんじゃないかと亜世砂は思う。


    　そして、もう一つ思い出すのはその後、真之斗の母親が駆けつけてきて、ふたりを抱きしめてくれたことだ。


    　彼女は路上で冷たくなっている犬と、泣きじゃくる自分の子供を見て大抵の事情を察してくれたらしい。


    　亜世砂と世衣を抱きしめて「ありがとう」と言ってくれた。


    　それがとても嬉しかった────彼女たちの母親は浮気が原因でこの後に家を出ていったが、それよりもかなり前から、子供たちを抱きしめることをしなくなっていた。


    　自分の母親に褒ほめられたような気がしたのだ。


    　そのとき、その身体からだから「病院の匂におい」が立ちこめていたことを亜世砂はよく覚えている。


    　真之斗の母はその時点ですでに病魔に冒されていたのだろう。


    　それから半年も経たないうちに、呆あつ気けなく世を去った。


    「ふたりとも、真之斗のお友達でいてあげてね」


    　それは彼女なりの予感があったうえで、なのか、単に息子に味方して戦ってくれた少女たちの勇気に感動しての言葉だったのか、今は確かめる術はない。


    　真之斗の母の葬儀の日は、小雨が降っていたと思う。


    　泣くこともできず、ぽかんと騒がしく大人たちが行き来する家の中で突っ立っていた真之斗をふたりは自分の家まで連れ出した。


    　そして、ふたりして左右から抱きしめた。


    　しばらく戸惑っていた真ま之の斗とだったが、世せ衣いが「いいのよ、もう泣いても」と言った途端、わんわんと火がついたように泣きだした。


    　一瞬亜あ世ず砂さは驚いたが、同時に世衣と目が合った。


    　そのとき、ふたりは姉妹ならではのアイコンタクトで誓った。


    　真之斗をふたりして守っていこう、と。


    　だから、ふたりは「いい姉」になろうと努力した。


    　亜世砂はスポーツの分野で実力を伸ばして、おっとりした真之斗に体育会のノリで「ちょっかい」をかけそうな男子たちにも抑えを効かせ、学業面、教師やクラス内での評判や人間関係に関しては世衣が面倒を見る、という形だ。


    　幸い、真之斗は素直で、自分たちの保護を素直に受け容れた────あるいはもうふたりは実の姉で、言うとおりにしていればいいのだ、と彼なりに決めていたのかもしれない。


    　それは中学の半なかばぐらいまで、上手うまく機能していた、いやもう少し後まで。


    　高校一年の春ぐらいまでは上手くいってたと思う。


    　高校の入学式で世衣が上級生総代として祝辞を読み上げたあたりから、真之斗は自分たちと距離を持とうとし始めた。


    　亜世砂は「そういうものかもしれねえな」と思ったが、世衣は狼狽うろたえていた。


    　といっても冷れい静せい沈ちん着ちやく品ひん行こう方ほう正せいの姉である。やがて「ゆっくりと様子を見るべきだ」と判じたようだ────だが、それも結局あの電車の事故で吹き飛んだ。


    　そしてさらに今、自分が脚の力を取り戻し、世衣も音感と声と────唯一の懸念の手首の障がいから解放されれば、そこから先はどうなるのだろう？


    



    



    「…………」


    　亜世砂はふと目をあける。


    　夢ではなく、まがうことなき現実の風景。


    　暗くら闇やみの中、ベッドの上に起き上がる。


    　簡素な部屋。姉と違い、本棚には一列本が（それもメインはスポーツ関係）並ぶ以外、他はもう使わなくなった陸上用のユニフォームとトレーニング用の道具がある程度。


    　枕元で充電していたスマホの時計は真夜中を示していた。


    「…………なんか食おう」


    　杖つえを手に取ろうかと思ったが、必要ないだろう、と勝手に判断する。


    　姉は「そんな素人判断を！」と怒るかもしれないが、亜世砂にしてみれば「人の身体からだは慣れるし、治ろうとするんだから下へ手たに労いたわっても仕方がない」という考えだ。


    　そのまま部屋を出る。


    　洗濯機の回ってる音がした。


    （姉貴、まだ起きてるのか）


    　子供の頃の夢を見ていたせいもあるが、亜あ世ず砂さには不思議な気がした。


    　昔の世せ衣いはもっと喜き怒ど哀あい楽らくがはっきりしていた。


    　よく姉妹喧げん嘩かをしたのも覚えてる。


    　だが真ま之の斗とが来て以後、特に真之斗の母が死んで以後、喧嘩をした記憶はない。


    　いつも姉が自分を叱しかることはあっても、あるいは自分がたまに姉を注意する、ぐらいのことで、口喧嘩すらした記憶はなかった。


    　理由はわかってる。


    　姉の世衣はあの時期から急に大人になった。


    　正確には母の離婚と前後して起こった「あの事件」から。


    　そのことに関しては亜世砂はあまり思い出したくない。


    　あまりにも苦くて、汚らわしくて、おぞましい。


    　あれ以来、亜世砂たちは自分の母親を嫌悪した。揃そろって「父の元に残る」と言ったのは父が謙虚で控えめで大人しい善人だったから、だけではない。


    「あの事件」は温厚で妻の浮気を処断できないぐらい優しい人だった父が、鬼の形相で母を殴り飛ばすぐらいのできごとだった。


    　そして父が母を殴った瞬間、ふたりは父の元に残ることを選んだ。


    「できれば、オレの血を全て抜いて、あんな奴の血を棄すててしまいたい」


    　亜世砂がそう言ったとき、世衣が静かに「私もよ」と言った。


    　ふたりはまだ八歳だった。八歳で、自分たちの母親の血を呪のろった。


    　姉が『理想の姉」であろうとするのはその反動かもしれないし、自分が女らしくできず、「オレ」という一人称を使う理由もそこにある────同時に世衣が「姉」なら自分は「兄貴」になろうという考えもあるのだが。


    　生き物として「女」ではない何か、になりたかった。


    　それが「真之斗の兄貴分みたいな姉」という役割なのだろう、とボンヤリ思いながら亜世砂は洗濯場を通り過ぎようとした。


    　洗濯機が停まり、一瞬の静寂。


    　そして、声が聞こえた。


    



    「……真之斗」


    



    　ふと洗濯機のある脱衣所を見ると、姉が立っていた。


    　驚いたことに、姉は裸だった。


    　妹の亜あ世ず砂さが見てもほれぼれするぐらい見事なプロポーションだ。胸は大きくせり出し、腰は砂時計のようにくびれ、尻肉が大きくしかし引き締まってきゅっと上に持ちあがっていて、そこに長くしなやかな脚が続く。


    　その姉が、真ま之の斗との洗濯前の白いワイシャツをかき抱くようにして、顔を埋うずめている。


    「！」


    　見てはいけないものを見た気がして、亜世砂は固まり、動けなくなった。


    「真之斗」


    　これがあの清せい楚そで凛りんとして、厳しいところもある姉の声か、と思うほど、甘ったるい、囁ささやくような声で世せ衣いは呟つぶやき、真之斗のシャツに顔を押し当てた。


    　子供の頃の夢を見た後でなければ、これほど亜世砂は衝撃を受けなかったかもしれない。


    　現実にあれ以来、必死になって「大人」になり、それをずっと維持してきたはずの姉が、声に出して、真之斗の名前を呼んでいる。


    「ごめんね、間に合わなくて……ごめんね……」


    　掠かすれた囁き声を聞きながら、この前の窓が落下してきた騒動のあと、家に戻ってきたとき、どうして姉の声に不機嫌さが混じっていたかを、亜世砂は理解してしまった。


    　姉は、嫉しつ妬としているのだ。


    　真之斗を間一髪で助け出した自分に。


    　真之斗を助けたかったのだ。


    　そして、真之斗の名前を呟き、シャツに顔を埋める姉の横顔は、間違いなく「女」のものだった。


    　呆ぼう然ぜんとしたまま、亜世砂はようやく踵きびすを返し、足音を忍ばせて自分の部屋に戻ると、頭からシーツを被かぶった。


    （これは夢だ、何もオレは見なかった、見なかった）


    　どうしてそう思ってしまうのか、何な故ぜ衝撃を受けているのか、わからぬままに亜世砂はシーツを頭から被った。


    



    



    　ほぼ同時刻。


    　深夜の青せい函かんトンネルの真ん中で、白いコートが翻ひるがえった。


    　突如として出現した少年の姿に、思わずブレーキを踏んだ自家用車が甲かん高だかいブレーキ音を立てながらスリップした。


    　横滑りした自動車はそのまま少年にぶつかり、ひしゃげた。


    　驚いて後続車両もブレーキを踏むが、それでも先頭の何台かは間に合わず少年にぶつかり、同じようにひしゃげ、あるいは巨大な石に乗り上げたように天井へぶつかった。


    　さらに次々と玉突き衝突が起こる。


    　スプリンクラーが作動し、警報が鳴り響く。


    　少年は右の腕を振った。


    　スプリンクラーのヘッド部分が斬り飛ばされ、同時に天井に鋭い亀き裂れつが走る。


    　左に小首を傾かしげ、少年はさらに右手を今度は上下に振った。


    　横転した自動車が天井にぶつかり、災害時に点灯する非常灯を次々に粉砕しながら一〇メートル以上飛んでいって、さらに数回横転して停まった。


    　少年は今度は左の拳を突き出した。


    　こちらは何も起こらなかった。


    　降り注ぐ消火剤と水がミックスされたものの中、少年は再び、今度は反対側に小首を傾げるようにして動きだした。


    　驚いたことに豪雨のような消火剤も水も、少年の髪の毛一本、コートの裾すそすら濡ぬらさず、付着せず、彼は何もないかのように進む。


    　脚は動いていない。立ったまま、すうっと爪先が二センチほど浮いて動きだしたのだ。


    　監視カメラがその姿を映す中、少年はそのままするすると地上を浮いたまま移動し、本州側入り口に向けて移動していく。


    　が、先ほど吹き飛ばした自動車から漏れた燃料が引火して爆発炎上すると、その激しい炎の渦の中に呑のみ込まれ、慌てることも断末魔の叫びもなく、すうっ、と消えた。
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    「いたい、いたい、いたい、おかあさん、たすけてぇええ」


    　そういってあくまは、ぶざまににげていきました。


    　おうじさまはぽかんとしてましたが、やがてわれにかえりました。


    　おうじさまは、ようやくじぶんが、あくまをやっつけたのだとわかりました。


    　よわくて、なきむしで、いじめられっこのおうじさまのじぶんが。


    　しんじられないきぶん、でした。


    



    　　　　　　★


    



    　新宿の古いビルの一室は、数年前からとある人々が住み着くようにして集まり、対象となるべき存在の二四時間態勢の監視を怠おこたらないようになっている。


    　そこの「室長」であるクラタは一五分の夜中の食事休憩を終えると、理容師の使う昔の剃刀かみそりのように痩やせた身体からだを部屋の中に滑り込ませた。


    　剃刀かみそりのような印象を与えるのは女性としてもまれな、身体の細さばかりではない。


    　額を出すオールバックにした髪型の下、鋭く輝く目もその印象を強めている。


    「霧きり山やま真ま之の斗と、家に戻りました、眠ったようです」


    「小こ日向ひなた、霧山、双方ともに反応ありません」


    「会話内容から、小日向世せ衣いと亜あ世ず砂さは自分自身の能力発動に気づいている模様です。霧山真之斗は能力を発動しましたが自覚しているのか、疑っているのか、まだ小日向姉妹には話をしていない模様」


    　ふたつの家に貼り付いた部下の報告を受けながら「室長」は、


    「引き続き三人を監視しろ。今のところ、能力発動後、おかしくなってない初めての対象者たちだ」


    　と職員の手た綱づなを緩めない。


    「『Ｆ』のその後は掴つかめないのか」


    「現在顔認証システムをフル稼働させていますが、北海道、青せい函かんトンネルの出入り口付近に三時間前までの最新情報では該当者なし、レーダーにも飛行物体の記録などもありません。県警、道警の応援も捜索を続けていますが……何分、パニック状態の現場だったんで、手ぶれの激しい写真や動画しか撮れてないのが問題かと」


    「あと鑑識からの報告ですが、やはり例の、科警研が見つけた黒い破片が、いくつも採集されたそうです」


    「前回のときも『消えた』って証言があって、監視カメラの映像でもそうとしか思えない消え方してますし、やはりテレポーテーション能力も持ってるのかもしれませんね」


    　部下のひとりが薄気味悪そうに言う。


    「トラックや車がぶつかっても平気なのは、EXMODエクスモツド基本の肉体強化とも考えられますが、空中浮遊による移動なんて肉体強化の延長線じゃありませんし……ですが、それを行えるなら、可能性としてテレポーテーションもあり得るかもしれません」


    「肉体の機能補助の延長による組み合わせプラス特化能力ひとつ、じゃなくて、歩く、走るという肉体の機能を省略、あるいは最初からあり得ない特化能力複数持ちのEXMODだとしたら、これまでの我々の考えの根本がひっくり返る話ですな……」


    　顔を見合わせるふたりの部下へ、クラタは冷静に、


    「まだ確定したわけじゃない、先入観を持つな」


    　と釘を刺した。


    「君の言うとおり、肉体強化は基本だからそれが増強されているとしても、空中浮遊からテレポーテーションというのも少し飛躍しすぎだ。奴は上半身を揺らさずに歩く『歩法』を身につけた武道の達人で、その動きを見間違えたのかもしれんし、消えたのは跳躍能力を駆使した、というほうがむしろ現実的だろう……武術の達人なら目撃者たちにそう錯覚させられるかもしれん」


    「ま、まあ確かに……」


    　武道の達人の動きは彼らも訓練で何度か見ているし、実際そういう人物に習いもしている。


    　剣術や合気道の達人の中には、まるっきり上半身を揺るがすことなくするすると氷の上を滑ってくるように近づいてくる動きを身につけている者も多い。


    「協力者、あるいは彼自身が複数のEXMODエクスモツドの能力を借りていて、自分が全部やっているように見せかけている、という可能性もある。何よりもあの顔はEXMOD候補者のリストにない」


    「室長、EXMODとは無関係の能力者という可能性があるということですか？……その、我々の管轄外の、本物のエスパーとか？」


    「かもしれん。だが全てもっと情報がなければ確定させるわけにも推測するわけにもいかん。EXMODがらみでないとわかるまで、あるいは君の言うとおりのエスパーと確定するまで判断はしないで情報収集に徹しろ……で、現在他の候補者たちはどうなってる？」


    　そう言ってクラタは他の「監視対象者」たちの報告を促うながし………そこへ、青せい函かんトンネルでの惨劇が報告された。


    　最初はトンネル内の火災と報告され、救助活動ののち、「白いコート姿の少年」の目撃情報が警察の情報としてアップロードされるまでのタイムラグができていた。


    　時間差は二時間。


    「なんで報告が遅れた！」


    「最初はトンネル内の交通事故だと思われたそうで、監視カメラの映像がこちらの警報システムに引っかかるまでアップロードされてなかったんです！」


    「総務省命令でＳＮＳのサーバーに対テロ行政監督要請を通達！　特に青函トンネル出入り口付近の投稿を徹底してチェック！」


    　さっそくトンネル内のカメラ、YouTubeやTwitterなどのＳＮＳにアップロードされた動画類が総チェックされる。


    「ひどい…………」


    　職員たちの中には口元を手で覆おおうものたちも出た。炎はまだ収まっていないという。


    　だが、どれも惨劇の状況は映っていても少年が映っているのはトンネル内の監視カメラの映像だけだった。


    「し、室長、いきなり奴、出現でました！」


    「今の、なんだ？　腕を振っただけで車が吹っ飛んだぞ？」


    「室長、足下が！」


    「なるほど…………どうやら武芸の達人じゃなさそうだ」


    　はっきりカメラに映った「Ｆ」の爪先が浮いているのを見て、クラタは苦い顔になった。


    「室長、国内ＳＮＳサーバー各社への対テロ行政監督要請通達、完了しました！」


    　クラタの部下が電話を置いて報告する。


    「よし擬装班、加工作業開始だ、長くても二〇分が限界だ、急げ！　特定班、急いで今回のことに関する動画をアップした端末を突き止めて作業実行！」


    　復唱はなく、職員たちは総出でＰＣモニターの前でおのおのの作業に挑んだ。


    「対テロＳＮＳ特殊法様々だな……もっともこんなことに使うなんて思いもよらなかったが」


    　国内テロはＳＮＳによって拡散、拡大する…………アメリカ国防省の要請で数年前に可決されたこの法案により、テロ案件とされた事件が発生した場合総務省からの要請で、日本国内の全てのＳＮＳサーバーは一時利用不可のシャットダウン状態になる。


    　この間に「テロを助長する」「決定的証拠」と思われる動画は一時アップロードを保留され、通常なら公安か警察庁、今回はクラタたちの組織が判断し、書き換えられた「穏当な情報」が拡散されるようになっていた。


    



    



    　いつの間にか眠ってしまっていたらしい。


    　亜あ世ず砂さはベッドの中で目を醒さました。


    　何な故ぜか、おそるおそるベッドから抜けだし、階段を下りる。


    　実質、一時間も寝ていないと身体からだが悲鳴をあげて告げているのに、妙に神経は緊張していた…………昨日の風景を見たことで何かが変わってしまったらどうしよう、という奇妙な妄想が彼女を捉えて放さなかったからだ。


    　が、それも朝の味み噌そ汁しるの匂においで和やわらぐ。


    「おはよう、亜世砂」


    　台所に、エプロンをして立っている世せ衣いの姿は、いつもと同じ、清せい楚そで中性的で、肉体を感じさせない透明の美しさを持っていた。


    　数か月前と同じ聞き慣れたいつもの声。


    　いつもの、朝。


    　安あん堵どの溜ため息いきをつきそうになりながら、亜世砂は用心深くいつもの笑顔を浮かべた。


    「あ、うん、おはよう」


    「どうしたの？　眠れてない顔してるけど？」


    「な、なんでもないんだ、うん」


    　首を横に振って、亜世砂は笑顔を作った。


    　昨夜の「女」はおらず、いつもの世衣という「少女」がいた。


    （あれは、何かの間違い、いや、別にいいじゃない、姉貴はマノが好きなわけだし、昨日みたいなことは、見て見ぬ振りするってのがマナーっていうか、肉親の情っていうか……）


    　なおも残るモヤモヤしたものを、なんとかそんな長ちよう広こう舌ぜつな思考で封じながら、亜あ世ず砂さは顔を洗うことにした。


    （そうさ、姉貴だって女の子なんだし、うん……あの女とは違う意味で、女なんだもの）


    　そう心の中で呟つぶやいたとき、ようやく昨晩、全裸の世せ衣いが真ま之の斗との服を抱きしめているときに感じたものの正体を突き止めたからだ。


    　浮気して、自分たちを棄すてて離婚した彼女たちの母────その女が、愛人である男の前で見せる表情に、何な故ぜかあのときの世衣の横顔が重なって見えたからだ、と。


    （くそ、オレたちはあの女とは違うんだ、姉貴だって絶対に違うんだ）


    　そう自分自身に言い聞かせながら、亜世砂は洗面台の蛇口から流れ出る冷たい水を、ぶつけるようにして顔を洗い始めた。その考えが「ごまかし」だと気づかないように。


    



    



    　真之斗は同じ頃、制服のズボンのベルトの穴の調整をし、着替え終えていた。


    　ベルトの穴ひとつ分、気がついたら痩やせていたのである。


    　ただでさえ小柄で細っこい真之斗としては嘆かわしい話だが、仕方がない。


    　結局、上半身の装具なしでは、やはり昨日までと同じだった。


    　やはり、あれは一時的な事故に近いものだったのかもしれない。


    「…………いろいろあったもんなぁ」


    　呟きながら、仏壇に母親のお気に入りだったティーカップでアールグレイを供える。


    　今はＮＹで単身赴任中の父親はコーヒー党だが、真之斗の母は紅茶が好きだった。


    　あの事故の後から、真之斗はなるべくこの紅茶を淹いれるようにしている。


    　それまでは、仏壇の扉を開けること自体、滅多にしていない。


    　死にかけたという体験が少し、死んでしまった母親のことにちゃんと向かい合おうという気持ちを生み出していた。


    　線香は火災報知器が鳴るので使えない。


    　ティーカップから上る湯気がその代わりだと思うことにしていた。


    　台所で充電しているスマホから日課のウェブラジオが流れている。


    「…………速報です」


    　それまで流れていたクラッシックが急に途切れ、アナウンサーが緊張した声を割り込ませてきた。


    「本日午前六時二〇分、青せい函かんトンネル内で、死者数百名の大事故が発生した模様です、繰り返します、本日午前六時二〇分青函トンネル内で、死者数百名の大事故が発生した模様です。原因は不明ですが、警視庁青函トンネル高速警備隊の発表では現在、同トンネル内は危険のため全域封鎖、救助活動が始まったとのことです。現在原因は究明中ですが、救助された人たちの話によりますと、爆弾テロではないか、という証言もあり……」


    　朝から随ずい分ぶんと血なまぐさい話に、真ま之の斗とはラジオのアプリを停止し、スマホを制服のポケットに滑り込ませた。


    「母さん、行ってきます」


    　そう言って仏壇にぺこりと頭を下げ、真之斗は家を後にした。


    　玄関を閉める頃には、小こ日向ひなた姉妹も隣の家から出て待っている。


    「どうした、マノ？」


    　少し寝不足らしく、目の下に薄く隈の浮いた亜あ世ず砂さが首を捻ひねる。


    「なんか嫌なニュースが朝っぱらから流れてたから」


    「相変わらずお前メンタル弱いなあ、他人事だろ、他人事。そう思えよ」


    「でも人が何百人も死んで、青せい函かんトンネルが封鎖されるぐらいの事故だよ？」


    「何百人？　それ、本当なの？」


    　あまりこういう世俗のことには何も言わない世せ衣いが、珍しく会話に入ってきた。


    　三人は駅まで歩き出す。


    「何があったのかしら？」


    「爆弾テロかもしれない、って」


    「うへぇ……確かに嫌な話題だな、それ」


    　テロリズムという言葉が遠い国のものではなくなって随分経つ。


    　まして、三人を巻き込んだ電車事故は最初、大規模テロを疑う声も多く、三人の病室にまでマスコミが詰めかけようとして病院側、警察側とひと悶もん着ちやくあったのをそれぞれ生々しく覚えている。


    　なんとなく、真之斗たちがバス停に向かう速度が速くなった。


    　そんな三人を、近くにある、今では珍しくなくなった、街灯一体型の犯罪抑止カメラの一台が見つめている。


    



    



    　そして、現場に飛んだ科警研からさっそくクラタへ報告が上がってきた。


    「…………つまり、この物質は奴が映像の中で手を振って吹き飛ばしたように見える対象物からも検出されたということか」


    　クラタの言葉に、彼女に代わって科警研に赴おもむいていた職員は頷うなずいた。


    「しかも今回、この付着物はこれまで以上の圧力で薄くされているそうです」


    「しかも均等圧力か」


    「今回は少し違うようですよ」


    　言って、職員は資料のページ数を口にした。


    　クラタがその頁ページを開いて眉まゆをひそめる。


    「半月形の圧力ねえ」


    「自動車の傷の形と採取された物質の圧力分布図ではそうなっています」


    「まるで腕から衝撃波でも放ったみたいだな…………漫画とかでよくあるだろう、腕を振った軌道そのままが相手に半月状に飛んでいく、みたいな」


    「だとしたら、この黒い破片物質はなんでしょう？　衝撃波の副産物ですかね？」


    　自分の上司が言っているのが冗談だとして、それに笑って良いのか悪いのか、さっぱりわからない職員はとりあえず仏頂面を選択した。


    「さてな……しかしテレポート、空中浮遊、衝撃波…………このまま彼のようなのがあと二、三、現れたらそれだけで日本壊滅だな。いっそ自衛隊の化学防護隊、いや特殊作戦群あたりにでも放り投げてやろうか」


    　クラタはそう言って薄い唇くちびるをひん曲げた。


    「……いっそ、あの三人を『Ｆ』にぶつけてしまうのも手かもしれないな」


    「あの三人？」


    「小こ日向ひなた姉妹と、霧きり山やま真ま之の斗とだ…………三人寄ればなんとやら、というじゃないか」


    「上手うまくいきますかね？」


    　真剣な顔を浮かべる職員に、ジロリとクラタは冷たい一いち瞥べつを送ると、


    「馬鹿者、今のは冗談だ。高校生で、貴重な味方になるかもしれないEXMODエクスモツドを無駄には使えん…………しかし『Ｆ』め、いったいどこから来るんだ？」


    　そう言って腕組みをした。


    「奴だってどこかに『家』があるはずだ………本物の幽霊じゃない限りは」


    



    



    　学校まで座れるバスのはずが、ゲートボール大会のご老人たちが入ってきたので、真之斗たちは席を譲ったが、どういうわけかどんどん人が増えて、すし詰め状態になった。


    「ゲートボール大会の影響かねえ」


    　吊つり革かわに掴つかまりながら亜あ世ず砂さは呟つぶやいた。


    　バスがカーブにさしかかる。


    　無謀な運転をする車が横をすり抜け、いつもより大きくバスはカーブを曲がった。


    　車体は揺れ、車内で悲鳴があちこちからあがる。


    「！」


    　ひとり、悲鳴をあげたくてもあげられない人間が亜世砂の目の前にいた。


    　真之斗だ。


    　姉たちより頭ひとつ低い少年はカーブの際、辛かろうじて持っていた吊革から手が離れ、世せ衣いの豊満な胸元に顔を埋うずめる状況になっていた。


    　ほんの数秒。だが決定的な数秒。


    　バスは元の動きに戻り、車内に「急カーブでご迷惑をおかけしました」という運転手のアナウンスが流れる中、真ま之の斗とは真っ赤な顔で世せ衣いの胸から顔を離し、横を向きながら、


    「ご、ごめんなさい」


    　と絞り出すような声で言った。


    「気にしないで、真之斗」


    　微ほほ笑えむ姉の横顔に、亜あ世ず砂さは昨日までと違い、苦笑いを素直に浮かべられない自分に気がついていた。


    （なんだ……これ？）


    　ぽつん、と真っ白い布に落ちた黒い染みのような感情が、自分の中にあることを亜世砂はようやく自覚した。


    　どうしてだろう、と思考を巡らせる前に、バスは学校前の停留所に着いた。


    　学校に着くと、昨日の事件で勝手に帰ったことについて、三人とも少し教師たちから咎とがめられたが、「病院に行きました」としれっと世衣が嘘うそをついたため、それ以上は「まあ、無事でよかった」ということで丸く収まった。


    　異常な食欲も疲労も、その日一日だけのことになった。
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    　ただ、その日、家に帰った亜あ世ず砂さと世せ衣いは自分たちの体重が五キロも減っていたことに気づいて、驚けばいいのか、喜べばいいのかわからなかったが、体調に異常はなく、思春期のふたりにとって痩やせることは喜ばしい話なので、気にしないことにした。


    「青せい函かんトンネルの火災事故」はその日世間を騒がせたが、まだ真ま之の斗とや世衣たちにとっては遠い世界のできごとである。


    



    　サービスエリアの惨劇を三人が知るのは、それから何事もなく過ぎた、二日目の朝であった。
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    　おうじさまは、ちえのおうじょさまにかけよって、てをさしだしました。


    「だいじょうぶ？」


    「はい、おうじさま！　ありがとう！」


    　ちえのおうじょさまは、おうじさまにだきつきました。


    　ゆうきのおうじょさまもだきつきました。


    　やがてさんにんは、ぎゅーっとおたがいをだきしめて、ほっとしました。


    　ほっとすると、なぜかなみだがでました。


    　でも、さんにんは、とってもしあわせなきぶんでした。


    　とくにおうじさまにとって、ちえのおうじょさまからてをさしのべられたことは、とってもうれしかったのです。


    （このきれいなしろいてを、まもることが、できたんだ）


    　そうおもうとほこらしいきぶんになりました。


    　つぎのひからさんにんはまた、いつものようになかよくあそびましたとさ。


    　めでたし　めでたし…………？


    



    　　　　　　★


    



    　数日ぶりの「夢」だった。


    　我に返ると、四し郎ろうは見覚えのあるサービスエリアにいた。


    　見覚えはあるが、どことなく違う。


    　ついこの間、羽はね田だに向かう途中で高速バスが寄ったときには中に中華まんを売る保温ボックスがいくつか立ち並び、おでんの販売台も湯気を立てていた。


    　長袖そでだが秋物の装いの客ばかりで、のぼりも焼き芋や焼き栗などが目立つ。何よりも「おでん来週から！」の張り紙も目立った。


    　疑問を感じつつ、しかし、何もそれ以上深く思考することなく、四郎は移動した。


    　久しぶりの夢の中の「ゲーム」。


    　目の前にあるフードコートで食事をしたはずだ。


    　あの、おばさん。


    　あのとき、給仕をしてくれたうえに、ちょっとオマケをしてくれた中年女性の店員がいたので、懐かしくなって声をかける。


    　が、彼女は何も聞こえていないふうに客が去ったばかりのテーブルの片付けをしている。


    　ちょっと、おばさん。


    　中年女性店員は背中を向けて食器を片付けていて、こっちを見ようともしない。


    　少し、腹が立った。聞こえないふりをしてる。そう思った。


    　おばさん！


    　四郎は背後から近寄ると、その中年女性の肩を軽く叩たたいた。


    　中年女性の右肩が、四郎の手の触れた部分から瞬時にボロボロになってもげ、肩から先が床に叩きつけられて、エビのように跳ね上がる。


    　ぽかん、と四郎はその風景を見ていた。


    　中年女性店員も、自分の腕の有様を見ていた。


    　四階部分まで吹き抜けになっている天井近くまで跳ね上がった腕は周囲に赤黒いものをまき散らした。


    　それが自分の腕で、肩から先がないことに気づいて中年女性店員が悲鳴をあげる。　


    　それを見ていた周囲の人間もまた。


    　肩口を押さえ、悲鳴をあげ続ける中年女性店員を見て、四郎はふと今が「ゲーム」の最中だと思い出し、この状況を「理解」した。


    　なるほど、このゲームの中で他人に触れるとこういう攻撃になるのか。


    　そして今いる「面」はどうやら対人ＦＰＳの変形らしい。


    　しかし、なんていい加減なゲームだろうか


    　これでは誰に触れても死なせてしまう。


    　四し郎ろうはなおも叫び続ける中年女性店員の頭に軽く触れてやりながら思った。


    　やがて人々が四郎を見ながら口々に何かを言い始めた。


    　嫌悪と恐怖の視線が向けられる。


    　夢のくせに。


    　だんだんと四郎は腹が立ってきた。


    　どうせ「ゲーム」だ、やっちゃえ。　


    　四郎の頭の中で苛いら立だちがそう囁ささやいた。


    　四郎は自分を恐怖の目で遠巻きにしている群衆に向かってゆっくり手を振りかざした。


    　いつか見た、超常能力を操るヒーロー物の主人公のように、悪役のように、その腕を思いっきり振る。


    　腕の中から風のようなものが吹き出すのを感じる。


    　さすが夢。腕が巻き起こした強烈な突風が人々を吹き飛ばし、揃そろって壁に叩たたきつけた。


    　一気に数十人の赤黒い染みが建物の壁に広がる。


    　人々が逃げ始めた。


    　四郎は何度も腕を振りかざし、そして振り抜いた。


    　その度たびごとに人々の身体からだは宙を舞い、あるいは地面にいきなり叩き伏せられ、人の形を失っていった。


    　四郎は出入り口まで移動しながら何十回となく腕を振った。


    　悲鳴と苦鳴と骨と肉が砕けひしゃげひとつになっていく音が重なる。


    　やがて、誰もいなくなった入り口で腕を振ると自動ドアが粉々に砕け散り、血と内臓でべっとり汚れたガラスが微細で真っ白な粉と化して路上に散らばる。


    　四郎は染みひとつない白いコートを翻ひるがえしながら、ゆっくりとパーキングエリアに出た。


    　辛かろうじて生き延びた人々は逃げ散って、やがてパトカーがサイレンを鳴らしてやってくる。


    　その甲かん高だかい音がうるさくて、四郎は腕を振った。


    　パトカーが木の葉のように空を舞う。


    　面白い。


    　そう思った四郎はさらに腕を振った。


    　ひらひらとパトカーは表になり裏になり、四郎の腕の振るままに空へと高く飛んでいく。


    　そろそろいいかな？


    　そう思って四郎は腕を振るのをやめた。


    　数百メートルの高度から、パトカーが落下する。


    　アスファルトの地面に鼻先から激突してぐしゃぐしゃに潰つぶれた。


    　四し郎ろうがふと見ると、自分の腕の部分から向こう側の風景が透けて見えた。


    　自分自身の密度が薄くなっている。


    　それだけではなく、感覚が薄れてきている。


    　少し意識を集中すると、自分自身の密度が上がっていくのを感じた。


    　なるほど、自分自身の密度を「解放」することでこの衝撃波のような能力は発動するが同時に密度は減る……つまり無限に使えるわけではないらしい。


    　で、使わずにしばらく意識を集中すると密度────いやこの場合はゲームだからエネルギーか────が、「チャージ」できるのだ。


    　乾いた、陸上競技のスターターのような破裂音が連続して響く。


    　辛かろうじて四郎の腕の起こす衝撃波から逃れた数台のパトカーから降りた警官たちが射撃を始めたのだ。


    　全員の顔が引きつり、横倒しになったパトカーの屋根やボンネットを遮しや蔽へい物ぶつにした状態で自動拳銃のトリガーを引き続け、金色の薬やく莢きようが宙を舞った。


    　彼らの弾薬が切れてから、四郎は改めて、少し速度を調整して腕を振った。


    　吹き飛ばされた警官たちの身体からだはそのまま遥か後方、高速道路を走るトラックの前まで一気に飛ばされ、そこからさらにトラックによって別方向へと跳ね飛ばされた。


    　急ブレーキを踏んだトラックが横転する。そのトラックをさらにまた腕のひと振りで空中に跳ね上げ、拳を突き出すとトラックは真ん中からへし折れるように粉砕された。


    　しばらくすると大型のバンに分譲し、濃紺のボディアーマーにヘルメット、短機関銃で武装した警察の特殊部隊らしいのが駆けつけてきた。


    　無駄にまた銃弾を彼に撃ち込みまくる。


    　片手を振ると数名が上下バラバラになって吹き飛ぶ。


    　多少は面白いが、楽しいとまでは言えない。


    　ああ、このゲームには飽きたよ。


    　四郎は溜ため息いきをついて何度も首を横に振った。


    　チートコードやＭＯＤを使って無双モードにしたゲームと同じだ。


    　最初は破壊の面白さがあるがすぐに飽きる。


    　やがて、四郎の意識が遠のき始めた。


    　ああ、そうやって目が醒さめればまたあの病棟の天井を見上げる日々に戻る。


    　このつまらないゲームよりはしばらくマシかもしれない。


    　そう思いつつも、結局はこのゲームのほうがマシだとまた懐かしむことになるのだろう。


    　今回は随ずい分ぶんと長く楽しめたが、次はいつになるだろうか。


    　現実での自分の体力が次第に衰えていることを、四し郎ろうは看護師たちのひそひそ話と、それを窘たしなめる医師の言葉から理解している。


    　ラス面までいけるといいな。


    　ふとそう思い、クソゲーにいつの間にか愛着のわいている自分に気づいて苦笑する。


    　警察のものだけではない、救急車と消防車のサイレン音を遠くに聞きながら、四郎の姿はキラキラ光る砂糖細工が水に放り込まれたように急速にぼやけ、輪郭を失っていく。


    　一秒も経たず、そこにはただ、黒い粉のようなものが風に吹かれているだけになった。


    



    



    　惨劇発生から一時間後。


    　クラタを乗せたヘリは途中給油して、そのままサービスエリアの現場近くに降り立った。


    「…………酷ひどいもんだな」


    　未いまだ鑑識や現場検証が終わっておらず、煌こう々こうと投光器や照明の明かりが灯る中、クラタは証拠を汚染しないように手袋をはめ、靴くつ全体をビニール袋で覆おおう姿で現場に入った。


    　誰すい何かしようとする警官に身分証を見せると最敬礼で通してくれる。


    「どうだ、何か掴つかめたか？」


    　胸から上下に真っ二つにされた警官の遺体を調べている部下のひとりに訊たずねると、


    「酷い死体だ、という以外は、これがまた出てきた、ってことぐらいですかね」


    　手に持ったシャーレの中に、部下はピンセットで摘んだ黒い薄片の山を作っていた。


    「これは……」


    「奴の腕のひとふりで殺された人たちの傷口からです。まるで鋸のこぎり屑くずみたいだ」


    「切断面自体はどうだ」


    「錆さびたカッターナイフで軽く何百万回も斬りつけてようやく、みたいな酷い跡ですよ」


    「…………私にはまるで火薬で破断させたみたいな跡に見えるが」


    「肉も骨もグズグズ。特に骨はまるで無数の針を何千万回も刺して砕いたって感じですね」


    「EXMODエクスモツドはあくまで身体からだ能力の拡大と延長を行うだけで、手に触れないで何かを壊す、超能力みたいなのってのは初めてだが……やっぱり複数能力持ちか、まるっきり別の存在か……画像はなにか出たか？」


    「対テロ用のサーモグラフカメラが設置されてるんでデータを取りました」


    　別の部下が申告する。


    　近年の対テロ工作の重要性がようやく認識され、こういう人の多く集まるところでは爆弾などを探知するためサーモグラフカメラも併設されるようになっていた。


    「それが……」


    「なんだ、相手の体温がない、とかいう怪談ネタならいらんぞ」


    「いえ、むしろかなり高熱なんです…………と言ってもこのサーモグラフからすると表面体温八〇度ぐらいですから、あの輝きは本当は燃えているのかもしれませんな」


    　そう言って別の部下がタブレットＰＣに画像を出した。


    　俯ふ瞰かんの角度から撮られた映像は温度分布による画像になっていて、興奮して体温の上がった警官たちよりも遥かに明るい色で「Ｆ」が表示されている。


    　乗っている警察官たちが次々と「Ｆ」の腕のひと振りで吹き飛ばされている。


    　警官が飛ぶ一瞬前に明るい温度の帯がさっと画面を横切った。


    　その度たびごとに、「Ｆ」の腕の部分のサーモグラフが一瞬暗くなる。


    　そしてまた明るくなる。


    　これの繰り返しだ。


    「…………これは興味深い。内部の熱を一部開放して衝撃波にしてるわけじゃないな？」「これ、推測なんですが、あの黒い破片、圧縮されてるって話なんですが……『Ｆ』は中身まで全部あの破片みたいなのがぎゅうぎゅうに圧縮されてて、その圧縮を一方向にのみ解放してあの衝撃波みたいなものを飛ばしてるんだ、と考えるとどうでしょうね？」


    「つまりあの黒い破片はそのときに千ち切ぎれて奴の身体からだから飛んできた……いや、違う、むしろこの場合あの破片が弾丸代わりなのかもしれんな」


    　会話を中断するように、クラタの携帯が鳴った。


    「どうした？」


    『最初の新しん千ち歳とせ空港近くでの事件ですが、生存者の中に手話ボランティアがいて、「Ｆ」の唇くちびるの動きを読んだらしいんです』


    「なにか意味のある言語だろうな？」


    『それがよくわからないんです…………奴は【またチュートリアルか、そろそろゲーム本編をスタートさせてくれよ】と言ったとか、似た言葉がないか今調べてます』


    「…………わかった、報告書をもっと詳しくまとめろ」


    　クラタは電話を切り、周囲の惨状を見回した。


    　横転し、破壊された車、シートをかけられた無数の死体────救急車で搬送された怪け我が人は数百人、身元の判別しないほどに損傷の激しい死体は一〇〇を超える。


    「これを…………奴はゲーム気分でやってるとでもいうのか？」


    　クラタの口元が苦いものを飲み込んだように歪ゆがんだ。


    



    



    　昼食時間のチャイムが鳴り響く。


    　真ま之の斗とは昨夜、家のＰＣで調べた内容を転送した自分のスマホを見つめた。


    　バスの中で世せ衣いの胸に顔を埋うずめるハプニングがあった朝からもう二日が経ち、少年はそのことを忘れかけている…………というより努めて忘れようとしていた。


    　忘れるためにも何かしよう、と、真ま之の斗とは装具の不具合で瞬発的な怪力が発生する、などということが本当に起こりうるのかとネットを調べているときに、ふと思い出した無関係の記事の検索メモが気になって、そこに入っている。


    　三年も前の、目立たない事件だが、不思議に引っかかった。


    「やっぱり、図書館かなぁ」


    　残念ながらネットの人間が喜ぶようなドラマチックな要素も、政治的要素も皆無の事件なので、細かいところはやはり新聞記事に頼るしかない。


    「おーい、霧きり山やまぁ」


    「飯くおーぜー」


    　香か川がわタカシと那な野の謙けん太たのいつものふたりが声をかける。


    「うん」


    　少年は微ほほ笑えんで世せ衣いお手製の弁当を鞄かばんから取りだした。


    「サービスエリアのテロ、一時間も銃撃戦やって、犯人捕まってないんだって？」


    　アイドルの「まににゃん」の話題一辺倒の香川が、珍しく一般的な時事ネタを口にした。


    「こないだの青せい函かんトンネルのほうも同じ奴のテロだっていうだろ？　日本もそのうちアメリカみたいにあちこちでテロとか乱射事件、起こるのかな？」


    　世衣お手製の弁当の包みを解きながら真之斗。


    「親父とかは日本の場合、外国人は目立つから外からの人間が起こすテロは難しいって言ってたけど、どこまで本当かなあ」


    　謙太は溜ため息いき交じりに言う。


    「それに、日本人がテロを起こさないわけじゃないだろ？」


    「そういや子供の頃、遊園地でテロみたいな通り魔殺人、あったよな？」


    「ああ、覚えてる覚えてる、あれすっごく怖かった」


    　頷うなずきながら真之斗は、


    （そういえば、アズ姉大丈夫かな）


    　ふと、亜あ世ず砂さがこの二日ほど、どこか冴えない顔をしていたのを思い出す。


    　世衣も真之斗も気遣って「大丈夫？」と訊たずねても「ちょっと将来これからの進路のことを考えてるんだ」と言われてしまえばなんとも言えなくなる。


    　世衣は「亜世砂の考えがまとまるまで待ちましょう」と言っているのだが、どうにも真之斗には気になった────何しろ兄貴のように快活な世衣なのである。


    



    



    　亜世砂は登校してなんとなく漫然と授業を受け、なんとなく漫然と昼休みになった。


    　世間では、今朝、サービスエリアで銃乱射事件が発生し、警官隊や特殊部隊も含めた数百人と一時間以上にわたっての銃撃戦を繰り広げたという報道で大騒ぎだ。


    　いつもなら美み月づきたちと一緒に弁当を食べるところだが、ここ二日はそれもせず、なんとなく屋上に上がる。


    　世せ衣いはこの二日の妹の様子を見て声をかけてくれるが、「いやちょっとこれからのことを考えようと思ってさ」とか言ってごまかしている。


    　体育会系の人生しか知らない亜あ世ず砂さにとって、腹は減っているのに、食欲がない、というのは初めてのことだった。


    　なんとなく、太陽を浴びたかった。


    　昼休みに太陽の照りつける屋上に上がり、さらに出入り口の上、学校内で一番高い場所になる給水塔の根元に寝転がったのはそういう気分だったからだ。


    　寝転がった日なたのコンクリートは、じんわりと制服越しに亜世砂の背中を暖めた。


    　陸上部のエースだった頃は、夏場に練習が佳境を越えると、キンキンに冷やしたスポーツドリンク片手に体育館の外、日当たりの良い窓の下で、同じように仰向けに寝転がった。


    　記憶にあるのは真夏の空だが、今はすっかり日差しの穏やかになった秋空が広がっている。


    　この空と同じで、自分は変わってしまったと、亜世砂は実感していた。


    　いつもの登校風景、いつもの三人。


    　でも、この前の朝、バスがカーブを曲がりきれずに真ま之の斗とが世衣の胸に顔を埋うずめた瞬間。


    　あの瞬間、世衣の横顔に、あの切れ長の涼しげな目に浮かんだのは、昨夜見た、あの「女」の目だった。


    　幸せそうな笑み。それは清せい楚そな姉の姿がぞろりと変わっていくようで。


    「！」


    　思わず声にならない悲鳴が口から飛び出しそうになるのを抑え込みながら跳ね起きる。


    　自分でも説明できない感情が身体からだの中に渦巻いて、それは、怒りに似ていて羞しゆう恥ちに似ていておかしさに似ていて哀しみに似ていて、そのくせ、実はどれでもないものだった。


    「…………何考えてんのさ、オレってば」


    　引きつった頬ほおを歪ゆがめ、深い溜ため息いきが亜世砂の口から漏れた。


    　自分は姉を嫌悪しているんだろうか。


    （んな馬鹿な）


    　母親の「女」を感じさせる瞬間だったからか？　いや親子だ、母親に似る部分があるのは当然だろう。


    　自分だって世衣の立場になれば、ああいう「女」の顔になる。


    　真之斗が自分の胸に顔を埋める場面を思い浮かべ、亜世砂は思いっきり頭を振った。


    　どうして真之斗なのか。


    　他の、気になる男子生徒でもいいはずなのに。


    （……あー、考えてみればオレ、男っ気ないしなあ）


    　苦笑しようと努力する。


    （だから真ま之の斗となんか浮かぶんだ）


    　マノ、と自分が真之斗を呼ばなくなっていることに、まだ亜あ世ず砂さは気づいていない。


    「飯食おう、飯」


    　そう自分自身に言い聞かせるように言って、亜世砂は給水塔の上からひょいと飛び降りた。


    「あ！」


    　慌てて装具を確認するが、足首の装具は綺き麗れいに彼女の着地を吸収し、支えてくれていた。


    　電話でのメーカー職員の話では、健常者の一〇〇メートルランナーが装着しても壊れることはないと言っていたから、装着者にさえ問題がなければこれぐらいは大丈夫なのだ。


    　実際これまで一度も装具が壊れたことはなかった。あのとき、どうして壊れたのか、今後の補助装具の品質向上のためにも是非、と彼がかなり気負い込んでいるのがわかった。


    　そこまで思い出して気づく。


    「あー、今日は病院かー。早退届、書かないとなぁ」


    　わざとらしく、ぽかんと亜世砂は呟つぶやいた。呟いて、自分の中に未いまだに渦巻き続ける感情からとりあえず目をそらした。


    



    



    　クラタたちは数時間前に起こったサービスエリアのテロの解析で大騒ぎになっていた。


    　今回、ついに警察官に犠牲が出た。


    　警察庁、公安のみならず、警視庁までをついに巻き込んでしまう事態である。


    　普通の組織なら、クラタはあちこちに呼び出され、頭を下げたり無意味に長い会議に出て説明を求められ、それに応じなければならない。


    　だが、彼女は泰然と自分の場所であるモニタールームから動かなかった。


    　電話が鳴る。彼女のスマホも携帯も、ポケベルも鳴るが、彼女はそれらをまとめて机の中にしまい込んで部下の報告を聞き、的確に指示を出し続けている。


    「いいんですか、室長」


    　さすがに部下のひとりが心配して声をかけた。


    「気にしなくていい、我々『黄たそ昏がれ』は彼らとは違って自由で、即行性と即応性を求められる機関だ。スピードを殺すものは全て振り落として構わん」


    「ですが…………」


    「彼らが私をクビにしたとして、私以上に優秀な人材を持ってこられると思うか？　私が来るまで、ここの室長が何人替わったと思ってる？」


    「確かに、そうですが……」


    「それよりも見ろ、また例の黒い薄片が現場から見つかった……それに、今度は興味深い分析結果が出たぞ」


    　彼女は科警研から送られてきたデータをボールペンの尻でコツコツと叩たたいた。


    「今回は腐敗しかけたタンパク質や死んだエナメル質、カルシウムだけじゃなく、キチン質やダニの死骸まで見つかったそうだ…………我々の追ってる『Ｆ』は人間じゃなく、人間に擬態した別の生物かもしれんな」


    「こんな状況下で冗談、言わんでください」


    　珍しく部下のひとりがクラタを窘たしなめた────それぐらい彼らも姿の見えない敵に翻ほん弄ろうされて疲ひ弊へいしていたのである。


    「だが、この分析結果が正しければ奴を倒せるかもしれん」


    　クラタはそう言って鮫さめの笑みを浮かべたが、すぐに引っ込めた。


    「だが前よりも新しん千ち歳とせの事件と青せい函かんトンネルの事件より、一日間隔が短くなった……奴がテロリストではなく、短期型連続殺人鬼スプリーキラー的性質の人間なら、どんどん間隔が短くなり、犠牲者が増える、急がねばならんな」


    



    



    　放課後、四階にある生徒会室で最後の書類を片付けていた世せ衣いのスマホが震ふるえた。


    　装具会社の職員を待たせているので先に病院に行く、という亜あ世ず砂さのメッセージ。


    「わかりました、気をつけて」と素早くメッセージを打ち込んで返信すると、真ま之の斗とからも「こっちも図書館に用事があるからセイ姉ねえと一緒にあとから行くね」というメッセージが入っていた。


    　ちゃんと自分が今日どこにいるか、真之斗は知ってくれている。


    　それだけで、世衣の口元に微ほほ笑えみが浮かぶ。


    　肉体の触れあい、というものはこれまで、世衣にとっては禁きん忌きに等しいものだった。


    　それがあの朝、真之斗に偶然抱きつかれる形になったとき、信じられないほど甘い感覚が背中を突っ走っていった。


    　外に男を作って離婚した母にまつわる様々なできごとの影響と被害を一番に受けたのは世衣で、故ゆえに彼女は肉体とその接触というものをどうしても嫌忌している部分があった。


    　最初に世衣の考えが変わり始めたのは、あの電車事故からだ。


    　今にも川に落ちそうな電車の中へ真之斗が飛び込んできて、この手を握ってくれた瞬間、世衣は遠い昔、母の離婚に連なる忌いまわしい事件のときも、少年が自分を救ってくれたことを改めて思い出した。


    　少年の手のぬくもりの心ここ地ちよさも、心強さも。


    　そして、その少年が自分の胸に抱かれていると理解した瞬間のあの心ここ地ちよさ。


    　豊かな胸も、切れ長の目元も、母に似て忌いまわしかった全ての部分が、真ま之の斗とを包み込み、戸惑わせ、そして自分を「姉」ではない「女」として見てくれている理由なのだと理解した途端、誇らしいものに変わった。


    　自分の肉欲をようやく受け容れられた。


    　好きな人とひとつになりたいと願うことは決して汚れたことではない。


    　そう理性ではなく、感情が納得してくれた。


    　だから、真之斗とふたりっきりになれるのは嬉しかった。


    （今日は、手をつないでみようかしら）


    　妹である亜あ世ず砂さに、自分のそんな部分を見せるのはまだ気恥ずかしい。


    　肉親だからすでに気づいているかもしれないが、それだからこそ、ことさら彼女の前で平然と真之斗となにか────手を握ったり、抱きしめたりという肉体的接触────できるはずはなかった。


    　事故以来、いつも彼女の神経をささやかに、ときには激しくかき乱していた偏頭痛の予兆も、耳鳴りもなかった。


    　声も、元に戻ったまま。枯れることも、掠かすれることもない。


    　真之斗も登校するまでには気づいてくれた。


    　まるで以前のような静けさが彼女の中に戻り、自分の声に不愉快さを覚えることのない快適さを世せ衣いは味わっていた。


    　それだけではなく、時折、遠くに聞こえる車のエンジン音など大きな物音に音階を感じるような気さえしている。


    　絶対音感がそんなに簡単に戻ってくるはずはないと理解しているから、世衣は「静けさ」がそれぐらい自分を元気にしてくれているのだと考えていた。


    　少し、浮ついていたのかもしれない。


    　三人のほうではなく、真之斗とふたりだけのやりとりをメッセージ内に立ち上げる。


    「真之斗、図書館で待ってていい？」


    　少年は戸惑うだろうか。


    　それともいつものように「ＯＫ」と短い返事を返すだけだろうか。


    　どちらにせよ楽しみにしながら世衣は送信をクリックした。


    　これまで聞いたことのないような不愉快な「音」を耳にしたのはその瞬間だった。


    　大量の砂と、引き抜かれたばかりの無数の人の歯が鉄管の中、高圧をかけられながら擦こすれ合うようなイメージが世衣の脳内に拡大する。


    「！」


    「音」の中心はどこか。


    　昨日と同じように世せ衣いの脳内へ、学校内部の見取り図が彼女にしか理解できない「映像」によって一瞬で構築された。


    　不愉快極まりない「音」は驚くほど近い場所にあった。


    　そのすぐ前には世衣のよく知る心音と呼吸音が作る波形、そして空気を動かしている「形」の波形がある。


    　亜あ世ず砂さだ。


    



    



    　亜世砂の前で風が鳴った。


    　大量のペットボトルが押し潰つぶされて軋きしむような音が一瞬耳奥をひっかくように響き、一瞬一切の光を吸い込むような黒いものが見えたと思った瞬間、さっきまで誰もいなかったはずの校門前に白い影が現れた。


    　今が秋の始まりにしても、まだ暑そうな白いコートを翻ひるがえした少年の姿を、影がかたどる。


    「な……」


    　背中全体を「ぞわり」と氷水に浸けた刷は毛けで撫なでられるような感覚に亜世砂は思わず固まりそうになった。


    　白いコートの少年は丁てい寧ねいに髪を整え、穏やかで、知的な顔立ちだ。


    　こちらを見て浮かべた表情も温厚そのもの。


    　だが、亜世砂の頭の中では警報が鳴り響いていた。


    　こいつは危険だ。


    　危ない。


    　これまでの人生でこんなに息が詰まるほどの危機感を覚えたことはなく、それが亜世砂の手足を硬く縛っていた。


    　コートの少年がこちらに向けて何かを言った。


    　声は出ない。


    　聞こえないほうが幸せなのかもしれなかった。


    　初めて出会い、まだ三秒も経過していないのに、亜世砂の本能はこの少年が「死」そのものだと結論していた。


    　彼が近づいてくる。


    　まるっきり上半身が動かないまま。


    　歩いていない。


    　爪先が地面から僅わずかに浮いていた。


    「！」


    　これが決定的になった。


    　姉の世せ衣いとは違い、体育会系の世界に生きている亜あ世ず砂さは、自分の直感に素直だった。


    　身を翻ひるがえし走り出す。


    　だが相手はそのまま背を向けた左から亜世砂の前に回り込んできた。


    　脚も動かさないのに驚くべき速さだった。


    　となれば学校の塀に沿って、校舎裏を目指すしかない。


    　亜世砂は走った。左手の体育館付近では屈強な運動部の生徒たちがいるから助けを求められるが、そのためにはコートの少年の横をすり抜ける必要があった。


    　そうしたら、死ぬ。


    　本能が告げていた。


    　走る。


    　相手は今度は彼女の右側から回り込もうとした。


    　思いっきり亜世砂は壁に沿う。


    　肩にコンクリートの壁が擦こすれる手前ぐらいまで近づいて走る。


    　だが、相手は構わず塀にぶつかった。


    　コンクリートの破砕音と煙に、思わず亜世砂は振り向きそうになったが、代わりに脚にさらなる速度を要求した。


    　果たして、亜世砂の耳にまたコンクリートの破砕音。


    　目の前の校舎の玄関にはめられたガラスに、塀を粉砕してこちらにさらにＳの字を描くように接近するコートの少年の姿があった。


    　少年の速度が上がった。


    　このままでは相手に捕まる。


    　亜世砂は一か八かの賭かけに出た。


    　思いっきり地面を踏みつけて────跳ぶ。


    



    



    　学校の塀が粉砕される音を不気味な震動として感じた真ま之の斗とを、図書館から走らせたのは本能ではなく、生来の心配性の部分が大きい。


    　亜世砂が「先に行く」とメッセージを送って一分も経たないうちのできごとだ。


    　姉代わりの少女ふたりを自分もろとも電車ごと川に転落する危険を冒してでも助けに行ったのも、この心配性と善性の部分による。


    「霧きり山やま君！」


    　司書の叱しつ責せきにかまわず、図書館の出入り口をくぐった瞬間、破壊音が聞こえた。


    「！」


    　今度は焦しよう燥そうが真之斗の心臓を掴つかむ────何か起こってて、間に合わないんじゃないか。


    　教員たちが職員室から飛び出してくるのを尻目に真ま之の斗とは走る。


    　だん、というもの凄すごい音が校舎の塀側の窓から響いてきた。


    　そして下駄箱に続く廊下の窓から見た。破壊された壁を。


    　視界の上限、一瞬見えた亜あ世ず砂さのランニングシューズの爪先、そしてそれを面白そうに見上げ、すうっと空に飛び上がっていく白いコートの少年を。


    「！」


    　真之斗は思わず足を止めた。


    　半年前、あの事故の直前に見た白いコートの少年の姿。


    　今、この瞬間まで夢幻の類たぐいだろうと思っていた姿。


    　思い違いではなかった。しかも今、空を飛んでいったのも見間違いではない。


    　真之斗の身体からだを不安と焦しよう燥そう感が突き動かす────あの少年の飛んでいった先に、何か不幸が起こる、そう直感した。


    　そして、上にはまだ他の生徒たち、教師たちと…………世せ衣いがいる。


    「急がないと」


    　直感の命じるまま、今度は引き返して階段を駆け上る。


    　一昨日の窓落下の騒動からすれば、亜世砂もひょっとしたら、いや、あのランニングシューズの爪先も見間違いや錯覚じゃない、亜世砂も上にいる。


    　何もかも常識から外れた話だが、理性のほうがこの場合、間違っていると真之斗は確信していた。


    



    



    　この前、真之斗を抱きかかえて跳んだことが亜世砂の頭の中にあった。


    　だからせいぜい、相手を跳び越すぐらいだろうと思っていたら、気がつくと夕陽を右側から浴びながら、金色の光に脚を包まれながら、亜世砂の身体は四階の高さにあった。


    　亜世砂はそのまま四階の化学実験室のベランダの柵に手をかけた。


    　跳躍の与えた自由な時間が終わり、重力が彼女を下に引っ張るのを、無理矢理なんとかベランダの壁を蹴けりつつ、渾身の力でその内側に転がり込む。


    　そのままベランダを這はって化学実験室のサッシを開けた…………鍵かぎの壊れたままのサッシはあっさり開いて亜世砂を中に招き入れてくれる。


    　そのまま床を進んでから起き上がり、教室の壁に背中を預けて、ようやく亜世砂は長い息を吐いた。


    　あらゆる「常識ではあり得ない」ことが一気に起こって、頭の中が壊れそうだった。


    　喉のどがからからで、水が欲しい。


    「な……な……」


    　なんなんだ、と言い終える前に、白いものが視界の片隅に翻ひるがえった。


    「！」


    　窓の外、ベランダの彼方、空中にあの白いコートの少年が浮かんでいる。


    「い……」


    　血の気がさあっと、自分のこめかみから流れ落ちる音を、亜あ世ず砂さは久々に聞いた。


    　あの電車事故のとき以来────。


    　死ぬ。


    　そう思った瞬間、亜世砂はわたわたと手足を動かし、化学実験室から廊下に繋つながるスライドドアを開けようとした。


    　開かない。


    「なんで！」


    　叫んだ途端、ベランダとそこへ繋がるアルミサッシが粉砕された。


    　恐ろしい衝撃波が化学実験室を見えない手でかき混ぜた。


    　頑丈で重い机が木の葉のように舞い上がって天井を粉砕し、洗い場がバラバラの破片に変わる。


    　コンクリートの破片を背中に受けながら、亜世砂はスライドドアに叩たたきつけられ、ドアはその衝撃にレールから外れて廊下に倒れ込んだ。


    「ひ…………」


    　悲鳴をあげる余裕すらなく、亜世砂は走る。


    　人は逃げるとき、無意識に利き腕の側を選ぶという。


    　亜世砂もそうしたが、廊下に転がったときに彼女の左右は反転していて、そこには運の悪いことに屋上に通じる東階段のみがあった。


    　今時の校舎らしく、衝動的な自殺防止などもかねて、四階の東階段は三階とは直接繋がっていない。


    　だからそのまま駆け下りることはできず、四方も壁なので窓から逃げることもできない────引き返すことを考える余裕はなかった。


    　階段を駆け上り、ドアをぶち破る勢いで屋上に出ると、亜世砂は真まっ直すぐその端へと走った。


    　もう一度、できるだろうか。


    　さっきのやつ。ジャンプ。


    　背後で、屋上に通じる扉が粉砕される音が聞こえた。


    （真ま之の斗と……っ！）


    　何な故ぜ、その名前が頭の中にひらめいたのかはわからない。


    　同時に、


    （殺されるぐらいなら、死んだほうがマシ）


    　そんな矛む盾じゆんした感情がわき上がって、亜あ世ず砂さを決意させた。


    「こ、こうなりゃ！」


    　走りながら屋上を囲む転落事故防止用のフェンスの手前で、金色の煙みたいな光に包まれた脚で、思いっきりコンクリートの地面を蹴ける。


    「死んでやるうううううううっっ！」


    　だん！　という信じられない大きな音と、何かを砕く感触が靴くつ底ぞこから伝わる中、亜世砂は空を飛んでいた。


    　いつも見上げるだけの夕陽が、どんどん自分を包み込むように広がっていく。


    「う…………そ」


    　亜世砂はそのまま数百メートルを飛び、学校の近くにあるアパートの屋上に着地したが、跳躍のもたらした慣性の勢いは止まらない。


    　靴底が着地した瞬間から十数メートル、その屋上のギリギリの端まで煙を上げ、ようやく亜世砂は止まることができた。
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    「…………」


    　呆ぼう然ぜんとするよりも先に、亜世砂は振り向いたが、もう白いコートの少年は追いかけてはこなかった。


    



    　へなへなと崩れ落ちそうになる亜あ世ず砂さだが、足裏が燃えるように熱いことに気がついた。


    　靴くつ底ぞこの煙はまだ収まってない。


    「うわわわわ！」


    　亜世砂が自分のランニングシューズを脱いで、数日前の雨で残っている水溜まりに靴と足を突っ込み、火傷やけどを辛かろうじて防ぐ頃には、学校からは逆に白い煙が立ちこめ、警察と消防署がサイレンを鳴らし始めていた。


    



    



    「おおぉい、誰かあ！」


    　悪い予感の突き動かすまま、白いコートの少年を追いかけて、時折破壊音と震動の響くようになった校舎の、中央階段を駆け上がる真ま之の斗とは、二階で聞き覚えのある声に足を止めた。


    「た、助けてえ！」


    　慌てて声のほうへ走る。


    　自分たちの教室の窓側がボロボロに崩れ去り、那な野の謙けん太たがトレードマークの眼鏡が思いっきり額にズレた状態で崩れた床の端っこにしがみついている。


    「謙太！」


    　慌てて真之斗は駆け寄った。


    「だ、誰か呼んできてくれ！」


    　謙太は装具を着用した真之斗では自分を引っ張り上げる余力はないと判断したらしくそう叫んだが、真之斗は構わずクラスメイトの手首を掴つかむと思いっきり引き上げた。


    　一瞬、その背中から指先にかけて黄金の光の粒子が立ち上るが、それを謙太のズレた眼鏡のレンズだけが映した。


    　そのまま教室の外、亀き裂れつのない廊下まで引っ張り出す。


    「大丈夫？」


    「やー驚いたよ。窓の外に白いコート着た変なのがいるなーと思ったらさ、急に床も天井も崩れて……気がついたらこの有様だ。学校になんか残るもんじゃないな、うん」


    「何してたの？」


    　真之斗は訊きいた…………謙太はチャイムとともにさっさと帰宅する優秀な帰宅部生徒だ。


    「いやぁ……二階でこの前レアキャラのレイアルの卵が二匹出たっていうから、ゲットしようかと思って」


    「まったくもう……」


    　どうやらハマっている仮想現実アプリゲームのためだったらしい。


    「それより気をつけろよ、あの白いコートの野郎、なんか四階で床に穴あけながら、お前のお姉ねえさん追っかけてるのがちらっと見えたぞ」


    　そう言って謙けん太たは大穴のあいた天井を指差した。


    　屋上まで突き抜けた穴があいている。


    「しかしスパッツ……もとい、レーシングパンツもいいもんだよな。綺き麗れいな脚だし」


    　などと穴を見上げながら不謹慎かつ暢のん気きなことを言う友人に対して、


    「殴るよ！」


    　ちょっとむっとしながらも、真ま之の斗とは謙太に「とにかく、ここから逃げてよ！」と言い置くと、上の階へと再び駆けだした。


    



    



    　いきなり現れた白いコートの少年と、監視対象者の少女のひとりが見せた驚異的な跳躍力は、監視機関の職員たちを慌てさせた。


    　特に白いコートの少年が、ここしばらく追いかけている「Ｆ」にそっくりだということが彼らを混乱させている。


    「し、室長！」


    　無線、電話回線等々のあらゆる手段で彼らは今外出している「室長」へ連絡を取り、なんとか捕まえると手短に事情を説明した。


    『何を慌てている。まずは事実の隠いん蔽ぺいからだ、建物の粉砕に関しては近くのライフル部隊に命じて、攪かく乱らん用のグレネードを撃ち込ませろ、学校周辺のガス検知器の警報を鳴らせ、ガス漏れによるガス爆発の線で進めたまえ。そして実働班の手配を。最悪「Ｆ」から監視対象者三名を我々が保護する必要もある』


    　冷徹なクラタの声がスピーカーから流れ、全員が安あん堵どの溜ため息いきをつくと、それまでの混乱が嘘うそのように彼らはテキパキと指示に従った。


    　警察無線に介入してガス爆発が起きたと伝える者、ガス会社の管理システムにハッキングしてニセ警報を流す者、そして学校付近の狙撃部隊に伝えて破壊された校舎の部分へ、人畜無害の煙幕ガスを垂れ流す小型擲てき弾だん筒を撃ち込む役割の者。


    　彼らはそれを決められた手順で、精密かつ的確に行った。


    



    



    　世せ衣いはこのとき、非常ベルを聞きつつ四階の生徒会室を飛び出し、中央階段を駆け下り始めている。


    　頭の中には非常ベルの音に重なって「波形」の地図が描かれ続け、そのせいか足がもつれ、早く走れないのがもどかしい。


    　視界から入ってくる映像情報と、耳から入ってくる「波形」の情報とを並列処理することで、肉体の動きの制御がおろそかになっている。


    　それでも世せ衣いは必死になって妹の元へ急ごうとしていた。


    「亜あ世ず砂さ……どこ？」


    　三階に続く階段の踊り場で足を止めて亜世砂の位置を探る。


    　我ながら信じられない能力だが、使えるからには使うしかなかった。


    　あの「音」の主から、亜世砂は走って逃れていたが、その後、いきなりさっきまで世衣がいた四階生徒会室とは、中央階段を挟んで反対側にある化学実験室へどうやってか一瞬で移動し、そして東階段を上って四階から屋上へと移動、そこから恐ろしい勢いで走った後、どこにいるのか世衣には「聞こえ」なくなった。


    　亜世砂が真ま之の斗とを助けたときに発した不思議な力で難を逃れたのだろうか。


    　とにかく、再び上に戻らなければならない。


    　さらにどこからともなく飛んできて各階の廊下に転がった、缶のようなものから白い煙が吹き出し、視界を覆おおう。


    「！」


    　白い煙の立ちこめる中、焦あせりながら世衣の胸の中を後悔が満たした。


    　自分が浮かれてなければ。三人で行こうとメッセージを入れていれば、ひょっとしたらこの事態は避けられたかもしれない。


    　長女の矜きよう恃じと、ここまでの自分の思慮深さを欠いた行動がもたらしたことのように内罰的思考によって、世衣は自分自身を責めている。


    　とにかく亜世砂を見つけなければ。


    　混乱しながらも階段を駆け上ろうとしたとき世衣は、真之斗が駆けてくる音を「聞い」た。


    　少年の「音」を亜世砂が聞き逃すはずはなかった。


    「真之斗！」


    　足を止めて叫ぶと、少年は煙の中駆け上がってきた。


    「セイ姉ねえ！　大丈夫？」


    「私は大丈夫、亜世砂が！」


    「アズ姉と連絡ついたの？」


    「違うわ、屋上に…………いたんだけど、その後がわからないの？」


    「え？」


    　キョトンとして首を傾かしげる真之斗────彼は亜世砂の不思議な力をまだ知らない。


    （あ、カワイイ）


    　ふとそんなことを感じてしまい、世衣はこの非常時にそんなことを考える自分の心に恥じた。


    （何考えてるの、亜世砂が危ないのに！）


    　そんな内省の気持ちは、即座に消えた。


    　あの「音」がわき起こった。


    　真ま之の斗とが世せ衣いの背後を見て目を見開く。


    　世衣は振り向いた。


    　一瞬前まで廊下には誰もいなかったはずなのに、白いコート姿の「音」の根源がそこに立っていた。


    　世衣は「音」と「波形」が異様さを高めているのに気づいた。


    　彼が脚を動かさずにこちらに近寄ってくることよりも、その輪郭が実はぼやけていることよりも、彼の放つ「音」がその周囲全てに染みこむように滲しん透とうし、腐らせるように砕いていくのを「聞いて」いた。


    　実際、彼が進むごとに廊下も壁もグズグズと砕ける。


    　あの「音」と「波形」は人も物も全て破壊する。


    　世衣も、真之斗も、彼は破壊する。


    　悲鳴が世衣の喉のどの奥からせり上がる。


    　せり上がりながら数千万分の一秒、世衣の頭の中で悲鳴の音が組み替えられ、分解され、再構築された。


    　口が開く。


    　肉体の全てが目の前にある「死の音」と「死の波形」を打ち消すために震動し、呼吸が音に変わる。


    　せり出す声はその瞬間、世衣のふるう刃であり、拳となった。


    　恐怖そのものを吹き飛ばす「声」。人の意思の入った力。


    　その瞬間、白いコートの少年は微細な粒子にまで砕け散り、消え去った。


    　それでもなお、残る粒子の欠片かけらを残すまいと、世衣は本能が叫ぶままに声を放ち続けた。


    「セイ姉ねえ！」


    　実際、どれぐらい叫んでいたのか。数十秒か、それとも数秒か、一瞬か。


    　世衣が気づいたとき、真之斗の小さな身体からだが彼女を抱きしめていた。


    「大丈夫だから、もう大丈夫だから！」


    　この世の中で最も聞いていたい「音」。


    　真之斗の声、真之斗の心臓の鼓動、真之斗の血が流れていく音。


    　いつの間にか、氷でできた暗黒に落ちていた世衣の意識が次第に浮上してくる。


    　煙はなおも校内に立ちこめ、やがてスプリンクラーが作動した。


    　ずぶ濡ぬれになっていく自分の身体が、異様に「熱い」ことに気づく。


    　それなのに、骨の髄は歯の根が合わないほどの寒さを伝えていた。


    　世衣は、真之斗にしがみついた。


    　一〇年近く昔のように。一度だけそうしたように。


    　いや、数か月前、電車から救い出されたときのように。


    「大丈夫、セイ姉ねえ」


    「殺しちゃった、私……彼を……」


    　世せ衣いは喉のどの使いすぎで疲労した声で呟つぶやいた。


    「え？」


    「声で、壊したの…………わかる、錯覚や幻覚じゃない」


    「…………」


    　真ま之の斗との目が一瞬戸惑いを浮かべたが、すぐ、決意の色に引き締まった。


    「大丈夫、セイ姉は殺してない」


    「気休めは言わないで、頭が壊れたわけじゃ……」


    　真之斗に頭の中を疑われるかもしれない恐怖で、世衣はしがみつく手に力がこもるが、


    「見て」


    　少年は冷徹に、世衣の肩越しの廊下を見つめていた。


    



    



    　面白い。


    　四し郎ろうはそう思いながら「ローディング画面」の終了を待った。


    　どうやらこの夢はクソゲーじゃなく無理ゲーなんだと理解する。


    　なんとなくやり方もわかってきた。


    　ステージを瞬時に移れるようになってきたし、技の効果範囲も広がってきた。


    　それに、自分を攻撃してくるＮＰＣまでいる。


    　ひょっとしたらプレイヤーかもしれないが、夢の中のことだから気にしない。


    　些さ細さいな差が何だというのか。所詮コレハ夢だ。


    　コレハ夢。


    　さあ、今度はどうなればゲームオーバーになって夢から醒さめるのか。


    　ニコニコしながら四郎は次の展開を待った。


    　それとも、この場面で今後のゲームの有力な情報が提示されるんだろうか。


    　特に今少女を庇かばうようにしている小柄な少年などは、それっぽい伏線用キャラに見えた。


    　まずはこのＮＰＣの逃げ道を塞ふさがないと。


    



    



    　まずはこのＮＰＣの逃げ道を塞がないと。


    　そんな「声」が真之斗の頭の中に響いた。


    「声」は不気味でも恐ろしげでもなく、淡々としていて、自分たちがゲームをやりながら呟く言葉そのままだった。


    　みるみるうちに、塵じん芥かいか煙が集束するように渦を巻き、光の粒子が生まれてそれが人ひと形がたになっていく。


    　ざりざりという耳障りな音がして真ま之の斗とは顔をしかめ、人一倍音には敏感な世せ衣いが耳を塞ふさぐ。


    「あれは……確かにやっつけたのに」


    　呟つぶやいた世衣の声が、一瞬昔の響きに聞こえたが、当人にも真之斗にも気づく余裕はない。


    「あの人、生き物じゃないのかも…………逃げよう」


    　ＮＰＣとかいうからには、この白いコートの少年にとってこの破壊はゲームのようなものなのだろう。


    　よく映画やテレビ、漫画に出てくる悪役が言うようなセリフだが、現実にそういう存在が目の前にいる。


    　悪意さえない死の塊。


    　脅おびえる心を、思わず握りしめていた世衣の掌てのひらのぬくもりが支えてくれた。


    「行こう、セイ姉ねえ！」


    「ええ」


    　だが、ふたりが階段を駆け下りようとするよりも早く、人形をとり始めたばかりの粒子が下りの階段へと突っ込んできた。


    　慌てて後あと退ずさって避けることはできたが、下への階段は崩壊する。


    「うわっ……」


    「上へ！　避難シューターがあるわ！」


    　我に返った世衣が指示し、真之斗が走る。


    　三階と四階の教室には一部屋おきに高所脱出用のシューターが備わっている。


    　だが、ふたりが四階に上がると同時に、床をぶち抜いて白いコートが現れた。


    　廊下を崩しながら前後に移動し、一気に進んでくる


    　真之斗が世衣を庇かばって前に出る。


    「セ、セイ姉、逃げて！」


    　真之斗の声も、身体からだも震ふるえている。笑顔も引きつっていた。


    



    



    　世衣は絶句した。


    　あの日、子供の頃、自分を助けてくれた「王子様」がまたそこに現れていた。


    　だが、今度の相手は「古い剣」が急所にちょっと刺さっただけで悲鳴をあげて逃げ出すような「悪魔」ではない。


    　怪物だ。


    「駄目！　真之斗！」


    　叫ぶ世せ衣いが真ま之の斗との肩を掴つかんで引き戻そうとしたとき、金色の光がその目を射た。


    　真之斗の背中、背骨の中央から広がる金色の光が、腕を覆おおうのを、世衣は見た。


    　さしのべた死を呼ぶ手を、その光は弾いた。


    　真之斗は自分に起こっていることがわからないまま、恐怖に震ふるえつつ、それでもどんどん近づいていく。


    　せめて一撃。


    　少年の頭の中にあったのはこの単語だけ。


    「こ、このおおおおおおっ！」


    　突き進んでくるコートの少年の顔面に、真之斗の拳が叩たたきつけられる。


    　金色の光がその拳までを包んでいた。


    　コートの少年は粉々に砕け散る。


    「え…………？」


    　ぽかんとする真之斗。


    　勝つつもりではなかった。


    　男として、人として、意地でも世衣を守り、一回でもいいから相手を殴りつけて死ぬつもりだったのだ。


    　だがすぐに白いコートの少年は集束して真之斗の左隣に現れた。


    　彼が右手を突き出すと真之斗は弾かれて壁に叩きつけられる。


    　その瞬間、熟したトマトをコンクリートにぶつけたように人型の染みになる、と世衣は覚悟した。


    　だが、その直前、掌てのひらを壁につくことで壁には巨大な凹へこみと亀き裂れつが入ったが、真之斗は壁や床と違い、粉々にはならなかった。


    「このっ！」


    　今度は真之斗の上半身だけではなく、腰から両脚にかけても金色の光の流れが現れ、少年の肩から拳へと流れていく。


    　自分たちの装具のようにあの光は真之斗を支えている、と世衣は理解した。


    　だが何な故ぜ？　そしてどういう理屈であの白いコートの少年に対抗できるのか？


    　答えを見つける間もなく、相手は次々と手を振って、その度たびに真之斗は壁に天井に、床に叩きつけられそうになったが、黄金の光に包まれた手をついてその攻撃に耐えた。


    　その間に、真之斗は状況に対する覚悟を決めたらしく、顔つきが変わった。


    （え？）


    　世衣が初めて見る、厳しい真之斗の顔。


    　やがて相手が攻撃を止めて首を傾かしげた瞬間、真之斗は鋭い叫び声をあげながら、白いコートの少年に殴りかかった。


    　これもまた世せ衣いが初めて見る、猛たけ々だけしい少年の顔であり、声。


    　相手はにやりと笑って同じように拳を振りかぶった。


    　拳と拳が打ち合った。


    　凄すさまじい共鳴「音」が世衣の耳を貫き、彼女は思わず耳を塞ふさぐ。


    　死をもたらす不快な「音」と真逆の愛しい「音」が波形となってぶつかり合う。波形同士がぶつかり合い、弾け、そして拮抗し……。


    「消えろぉっ！」


    　真ま之の斗とはさらに踏み込み、左の拳を撃ち込んだ。


    　相手が左手をかざそうとするがそれは一瞬遅れた。


    　胸の真ん中に拳が激突し、その身体からだを貫く。


    　ぱあっ、とこれまでとは違う軽やかな音がして相手が砕け散った。


    　今度は砕け散って、そして集束しなかった。


    　拳を振り抜いた姿のまま、しばらく真之斗は動かなかったがやがて、へなへなと倒れ込んだ。


    「真之斗！」


    「大丈夫だよ、セイ姉ねえ……もう……大丈夫……なんか……ぼく……スーパー……ヒーロー……みた……い」


    　くたり、と少年の身体から力が抜けた。


    「真之斗、真之斗っ！」


    　倒れ込む真之斗を抱きかかえて世衣は叫んだ。


    「姉貴、真之斗！　そこにいるのかよ！」


    　屋上に通じるドアが開いて、亜あ世ず砂さがズタボロになったランニングシューズを履いたまま駆け下りてきた────学校の真之斗と世衣が心配になり、再びジャンプして戻ってきたのだ。


    「真之斗が、真之斗が！」


    　ぐしゃぐしゃに顔を歪ゆがめて子供のように世衣は亜世砂を見上げた。


    「ここは危ない、とりあえず屋上へ運ぼうぜ」


    「う、うん、わかったわ……屋上で救援を待ちましょう」


    　安あん堵どと不安と心配でぽろぽろと涙を流す世衣の顔はいつもの大人びた表情と違って酷ひどく幼い、子供のように見えた。


    　ふたりは苦労して気絶した真之斗を引きずり上げて、なんとか屋上に出た。


    　そして、世衣も亜世砂も、ふたりともそこで体力が尽きた。


    　極度の疲労感が身体の上にずっしりのしかかってくる。


    　ややもすればそのまま意識が「飛び」そうになるのを、ふたりは必死にこらえ、頭をゆらゆらと動かしながら、救援の兆きざしを待った。


    　やがて爆音、と呼べるレベルでヘリの羽音とエンジン音が頭の上から降ってくる。


    「マスコミ…………？」


    　亜あ世ず砂さが空を見上げると、小型のヘリコプターがちょうど旋回を終えてこちらへ降りてくるところだった。


    「え…………？」


    　さっきまでの非現実で麻ま痺ひし、疲れ果てた世せ衣いたちは、ヘリコプターが目の前に着陸するという新たな非現実に対応できず、最初はゆっくりと、実は恐ろしい速度で近づいてくるその姿を前になすすべもない。


    　だが奇怪なことに、報道のマークもなければ警視庁、消防庁のマークもなく、そういうカラーリングでもなかった。


    　真っ黒なヘリコプター。


    「な、なんだよこれ！　今度はヘリ？」


    　吹き付けてくる突風に亜世砂と世衣は、屋上に下ろした真ま之の斗とを風圧から庇かばうように背を向ける。


    　小石やら埃ほこりやらがふたりの制服に当たり、汚していく。


    　そしてスライドドアが開いて、中からサングラスにパンツスーツを着けた、細身の女性が降りてきた。


    　つかつかと三人に歩み寄ってきて、そのスローイングナイフのように細い女性は襟えり元もとに手を当てると、外見からは信じられないような大声で自己紹介した。


    「やあ諸君、私はクラタという」


    　なおも作動し続けるヘリのエンジン音と羽根の音に負けない彼女の大声は喉のどに巻いた最新式のスロートマイクとスーツの胸ポケットに入れたスピーカーのお陰だが、世衣たちにはわからない。


    「君たちをずっと見てきた。同行してもらおう」


    　切り口上に、クラタと名乗った女性はサングラスをかけたままにやりと笑った。


    　鮫さめかシャチが笑うような凄すごみのある笑みで、彼女は続けた。


    「君たちはEXMODエクスモツドだ。せっかく生き延びたのに、ここで射殺されたくはないだろう？」


    　彼女はスーツの懐ふところから、わかりやすい短銃身のリボルバーを引き抜いて見せた。


    



    



    　眠りから四し郎ろうは醒さめた。


    　いつもと変わらぬ病院の天井。


    　今度の夢は面白かった。


    　あの殴りかかってくるＮＰＣの力は強烈で、一気にゲームオーバーになったぐらいだ。


    　そして、殴りかかってきた瞬間、彼は夢の中での情報を教えてくれた────正確には、教えてくれた気がした。


    　何しろ、このゲームは四し郎ろうの夢だ。四郎が望むことが叶かないすぎる世界だ。


    　それにしても、夢とはいえ、皮肉なゲームを我ながら作り上げたものだと思う。


    



    　このゲーム、ラスボスはどうやら四郎自身らしい。
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    　クラタと名乗った女性は銃を見せただけでそれを突きつけたりはしなかったが、非常識の後に起こったさらなる非常識に、世せ衣いと亜あ世ず砂さは素直に従うことにした。


    　もうふたりとも体力が尽きていて、ヘリの中でクラタからアスリートの栄養補給などに使われるエネルギーバーと水を与えられると、それを思わず貪むさぼり食べてしまってからは、疲労が重い枷かせのように手足にまとわりついて、抵抗する気力すら失っていた。


    　少なくともヘリを用意して、食事を与えているのだから自分たちを即座に害するはずはない、という判断が世衣と亜世砂の間で無言のままなされていたというのもある。


    　ヘリに無理矢理乗せられて一〇分、思わずウトウトしていると、東京都心部、新宿の一角にある高層ビルの上にヘリは降り立ち、世衣と亜世砂、そして気を失ったまま点滴を与えられている真ま之の斗とは屈強な男たちに囲まれてヘリを降りた。


    　点滴の針が取れた真之斗は、そのまま眠り続け担架に乗せられている。


    　降りた場所は高層ビルの屋上、下に降りると、三人は非常口から、見覚えのある高級ホテルのスイートルームのような部屋に通された。


    　ふかふかの絨じゆう毯たんと五人ぐらいは一度に寝られそうなキングサイズのベッドがひとつ、バーカウンターまで備えてある。


    　そこでようやく世せ衣いは、この場所がこの前テレビ番組で特集された、都内の超が付く有名ホテルの最上階だということに気がついた…………確か、このご時世でも予約が三年先まで埋まっているという噂うわさの部屋。


    　だがヘリコプターでわざわざ自分たち三人を学校から拉ら致ち同然で連れ去る連中なのだから、財力的に不可能ではあるまい。


    「霧きり山やま真ま之の斗と君は栄養失調と脱水症状からの水分補給のために点滴を与えた。君たちも相当消耗してるだろう。学校側には我々から連絡をつけておくので寝ておきたまえ」


    　質問しようとした世衣が振り向くと、いつの間にか真之斗をベッドに寝かせて、屈強な男たちは姿を消し、パンツスーツの女性の背中がドアの向こうに消えるところだった。


    「バスルームとトイレは奥にある、着替えは電話でフロントまで申しつけてくれ。クリーニングもな。食事はあとで届けさせる。今日はよく食べて寝ることだ。目が醒さめたら霧山真之斗君にも十分食事を取らせたまえ────ああ、それと、この部屋は都合上ベッドはキングサイズがひとつしかないが、君らがどう睡眠をとるかは関知しないので、そこのところ、よろしく」


    　クラタと名乗った女性の声が空中にまだ残っているうちに背後でドアが閉まった。


    　ロックのかけられる音はない。


    「…………どうする、姉貴」


    「とりあえず、なるようになる、としか言えないわ」


    　ようやく世衣はそれだけを言い、キングサイズのベッドの上で寝息を立てている真之斗の頬ほおを撫なでた。


    「姉貴、洗面所先に使ってもいいかな？　ちょっと顔洗いたい」


    　亜あ世ず砂さは汗と埃ほこりで身体からだがベトベトなので、せめて顔だけでも洗ってさっぱりしたかった。


    「ええ、いいわよ」


    　頷うなずく世衣の言葉に甘えて広大な洗面所に入った。


    「うへ……顔洗うだけの場所なのにオレの部屋ぐらいあるぞ、ここ」


    　呆あきれながらもハンドソープを手につけて顔も一緒に洗う。


    　泡の立ち方と肌に触れた感じ、香りの爽さわやかさに、あまり化粧品などに興味のない亜世砂でさえ思わず声をあげそうになった。


    　顔を洗って、タオルで拭ふく……このタオルもまた冗談みたいに柔らかく、水を拭き取るというより優しく吸い取る感じがした。


    「高級ホテルねえ……」


    　しばらく考えて部屋を出る…………と。


    　世せ衣いが白い指先で真ま之の斗とのシャツのボタンを外しているところだった。


    　呆ぼう然ぜんとする亜あ世ず砂さの前で、彼女は神聖な巫み女こが神の衣装を整えるようにシャツのボタンを外している。


    　頭の中で、あの夜、真之斗のシャツを抱きしめていた世衣の姿がよぎる。


    「あ、姉貴、な、何してるんだ？」


    　思わず声が震ふるえた。


    「真之斗の装具が壊れてるの、外すのを手伝ってくれる？」


    　こちらを向いた姉の顔も声も、ごく普通のいつものもので、亜世砂は思わずホッとした。


    「どうしたの、亜世砂？」


    　こういう状況でも冷静に判断が下せる姉を、改めて亜世砂は感心の目で見た。


    「いや、なんでもない」


    　頭を振りながら亜世砂はベッドの上に上り、真之斗の身体からだからシャツを脱がし、中に着ているＴシャツを脱がした。


    　幸い、真之斗の装具は覆おおう範囲が大きいため、モーター類が焼けた場合、自動的に分解するようになっているから、あっさりと外れてくれた。


    　傷だらけの肩から腕、そして薄い胸と削そいだような腹部が露あらわになる。


    「こ、これだけやっても起きないって、よっぽど疲れてるんだろうな」


    　ともすればじっと見つめてしまいそうな自分に気づいて、亜世砂は軽口を叩たたいた。


    「そうね」


    　素っ気なく答え、世衣は先ほどの洗面所で濡ぬらしたタオルで、丁てい寧ねいに少年の細い身体を拭ふいていく。


    「とっても、頑張ってくれたの。昔みたいに…………立ち向かっていってくれたわ」


    「そっか……あいつ、こういうときになると無茶するからなぁ」


    　胸から腹部までを拭った世衣が、新しいタオルを用意すると、亜世砂が背中側を拭く。


    　そしてホテルのパジャマの上に着替えさせた。


    「相変わらず細っせえ身体だよなあ。ほんと、無茶だよ」


    　ボタンを丁寧にはめていく姉を見ながら、亜世砂は苦笑した。


    「ええ、でも…………真之斗だもの」


    　少年の寝顔を真まっ直すぐ見ながら、世衣。


    「だな」


    　そして姉妹は顔を見合わせてくすっと笑った。


    「よかった……さっきより顔色が良くなってる」


    　とりあえず一段落ついて、世衣は真之斗の前髪をそっと指先で直す。


    　亜世砂はその風景から目を引き剥はがし、今まで座ったことのない、有名イタリアメーカー製であることを示す特別な紋章の入った高級ソファに身を沈める。


    　なるほど、大人たちが大金を支払うだけはあって、ソファは彼女の身体からだを包み込むだけでなく、適度なテンションで「支える」ようにしてくれる。


    　そしてほっとしてみると、あれだけ高カロリーのエネルギーバーを食べたというのにまだ身体は飢えているのを実感する。


    　ドアがノックされ、ワゴンに山積みの料理が来たとき、はしたなくもふたりして腹の虫が鳴いたのは、姉の世せ衣いも同じだったからだろう。


    「！」


    　真っ赤になる少女たちをよそに、恭うやうやしくホテルの従業員たちは一礼し、大きなテーブル二つ分にあまるほどの料理と飲み物を残して去っていった。


    「姉貴……どうする？」


    　襲い来る食欲に辛かろうじて耐えながら、涎よだれが垂れそうになるのを我慢しつつ亜あ世ず砂さが訊きく。


    　さすがの亜世砂も「こんなに食べられない」というところだが、今日は違う。


    　身体が食料を欲している。


    「オレ……なんか、これだけの量、今日は姉貴とふたりで余裕で全部食えそうな気がする…………でも、食っちまっていいのか？」


    「食べましょう」


    　真ま之の斗との頬ほおを撫なでてからベッドから降り、きっぱりと世衣は言い切った。


    「『毒食わば皿まで』よ────それに、あのクラタという人、私たちを毒殺するためにヘリに乗せて、こんな豪華な部屋に放り込むとは思えない」


    「代金…………大丈夫かな？」


    「…………」


    　一瞬、世衣は考えたが。


    「私たちがここを借りたわけじゃないし、それに、お、お金は、働いて返せばいいのよっ」


    　自分に言い聞かせるように大きく頷うなずくと、ナイフとフォークを握った。


    「よし、姉貴、働いて返そうな！」


    　と亜世砂も同じようにした。空腹に抗あらがえる余裕はもう姉妹になかったのである。


    　そして姉妹揃そろって真ん中にある、こんがりと飴あめ色の照り焼き状態になった子豚の丸焼き、ほろほろと崩れるように柔らかいその肉へとフォークを突き立てた。


    「ああ、美味おいしいっ！」


    　その柔らかい肉を頬張って、世衣は感極まった声をあげた。


    「どうやって焼けばこんなに柔らかい肉になるのかしら！」


    「うめええ、噛かめば噛むほど肉汁が、脂が美味しいっ」


    「亜世砂、お野菜も食べないと！」


    「わかってる、このトマトもうめええ！」


    　ふたりの少女は自分の飢えを満たすために、一か月絶食した虎のように猛然と大量の食料に挑んでいった。


    



    



    　霧きり山やま真ま之の斗とは六歳で母を失った。


    　その日を覚えている。


    　もはや鎮痛剤も効かず、病魔に冒された母はずっと呻うめき続けていた。


    　ときおり、それがふっと遠のき、そのときだけ会話ができる。


    　母の容態がいよいよとなったことは子供でもわかった。


    　だが、あの優しく、いつもニコニコ微ほほ笑えんでいた母が、今は別人のように苦痛に顔を歪ゆがめて呻いている。


    　不意に、その呻き声がやんだ。


    「まの…………と…………」


    　母が真之斗を呼んだ。


    　ベッドの上、弱々しく白い手が伸ばされる。


    　真之斗はためらい、そして歩み寄ろうとした。


    　たった三歩ぐらいの距離。


    　母の手を掴つかもうとして……寸前にそれはベッドに落ちた。


    　慌ててなんとか再び母の手を取ろうとする少年の耳に、心音と脳波が停止したことを示すピープ音が響き、小さな身体からだは医師と看護師たちに押しのけられた。


    　やがて、ピープ音が止まり、父が母の手を握って何かを叫んでいた。


    　周りの人たちに対しても何か叫んでいたと思う。


    　自分はぽかんと、愚かにもただただ、人々の背中から垣間見える母の手を見ていた。


    　手しか見えなかった。


    　やがて、医者は言った。


    「じゅうじにじゅうよんぷん、ごりんじゅうです」


    　その言葉の意味を理解できず、真之斗はそんな風に聞いた。


    　一〇時二四分、ご臨終です、と医師が言ったのだと、頭の中で言葉を組み立て直したのは一分ぐらい経過していたと思う。


    　それが真之斗の母がこの世から去った時間だという、宣告。


    　そして一〇年近い月日が流れた。


    　伸ばされた世せ衣いと亜あ世ず砂さの手を握り、引き上げた真之斗は、もうひと組の親子の手を取ろうとして、できなかった。


    　あの電車の暗がりで、飛んできた破片に押しつぶされた親子。


    　母親の、誰にも掴つかんでもらえなかった白い手。


    　真ま之の斗との母と同じように。


    　また、掴むことができなかった。


    　世せ衣いと亜あ世ず砂さだけでも掴めたからよしとしなければならない、と理性では納得していても、やはり心が承知してはくれなかった。


    　あのとき、もっと自分が回りを見る余裕があれば。少しだけ、走るのが速ければ、腕の力が強ければ、そもそも毎日身体からだを鍛えていれば、どちらも救えたのではないか。


    　母が死んでから自分は世衣と亜世砂の姉妹の弟分として守られてきた。


    　だが、それでいいのか？


    　あの、電車の中から見えた白い手。


    　ベッドの上で真之斗を呼んだ白い手。


    　これ以上は、いやだ、と深い眠りの中、それだけを真之斗は誓っていた。


    　誰かに、ではない。何かに、でもない。


    　この世で一番ごまかせないもの────自分自身に。


    



    



    　目を醒さますと、程々に硬く、そして柔らかい絶妙の寝ね心ごこ地ちなベッドの上にいた。


    　そして、とても綺き麗れいな寝顔が、目の前にある。


    「セ…………セイ姉ねえ？」


    　思わず声が出たと同時に、酷ひどく腹の虫が鳴った。


    「真之斗！」


    　ぱちっと目が開き、世衣が跳ね起きる。


    　学校の制服ではなく、胸のサイズに合わせたのか他の部分がブカブカのパジャマ姿である。


    「お、おはよう、セイ姉…………ここは？」


    　訊たずねる真之斗を見つめて、みるみる世衣の目が潤うるんだ。


    「よかった、真之斗！」


    　そう言って、世衣は真之斗を抱きしめた。


    「真之斗が無事で、本当に…………そして、ありがとう。守ってくれて」


    　下着を着けてないとはっきりわかる柔らかいものが、パジャマ越しに真之斗の顔を覆おおう。


    　その柔らかさと温かさ、何よりもいつもと違う世衣の香水の匂においが妙に真之斗をドギマギさせた。


    「あ、いやあの、え、えーと、セ、セイ姉は大丈夫？」


    　真之斗の言葉に、世衣は「ええ」と頷うなずいてようやく解放してくれた。


    「で、ここはどこ？」


    「ど、どこかのホテルよ、だ、大丈夫、な、何もなかった、いえ、うん、安全だから」


    　何な故ぜかしどろもどろに赤くなる世せ衣いの反対側で


    「ん……真ま之の斗と、起きたのか？　大分寝たような気がしたけど、まだ九時かよ」


    　この物音で目覚めたらしい亜あ世ず砂さの声。


    　左側には亜世砂が寝ていたらしい。


    　起き上がると、彼女も世衣と同じパジャマ姿…………恐らくここはホテルで、ふたりのパジャマはその備品らしかった。


    　が、それにしても服にあまり興味のない真之斗でさえ「高そう」と思うような縫ほう製せいと布、デザインのパジャマ。


    　そして、それに見合う豪ごう奢しやな部屋だった。


    　自分の上半身もいつの間にか同じ…………しかし大分ブカブカのパジャマになっていることに真之斗は気づき、いつの間にか装具なしで腕を動かしていることにも気づく。


    「あれ……腕、動く？　装具は？」


    　真之斗はしばらく腕を曲げ伸ばししたり振ったりした後、呆ぼう然ぜんとふたりの姉代わりの少女たちを見つめて訊たずねた。


    「装具は壊れたからオレと姉貴で外した…………後でメーカーの人に電話しないとな」


    「こ、これどういうこと？」


    「壊れたのはあの白いコートの野郎と戦ったからだと思う、オレの脚の装具と同じで、オーバーヒートだろうな」


    「やっぱり、真之斗の腕を包んでた金色の光も、私たちと同じ光だったのね」


    「え？」


    　首を捻ひねる真之斗に、世衣と亜世砂は、自分たちの身に起こったことと、これまでのいきさつをかいつまんで話した。


    「…………ってわけでお前、姉貴を守って放課後の騒動であの白いコートの野郎と殴り合った後、気を失ったんだよ」


    「でもよかった……怪け我がもしてないし、真之斗の腕がちゃんと動くようになって」


    　そう言って、世衣は真之斗の腕をとって目頭を押さえた。


    「ちなみにここは姉貴によると多分、一泊ン十万の高級ホテル…………で、お前が倒れたのは、クラタのおばはんによると体力切れだってさ」


    「ところで、クラタって、誰？」


    「オレたちを学校の屋上からここに連れてきた偉そうなスーツのおばはん」


    「亜世砂」


    　口の悪い妹を窘たしなめながら、世衣は「どうやら政府機関の人間らしいひとよ。あなたが目を醒さましたら十分に食事を、と言ってたわ」と付け加えた。


    「確かに、お腹が空いてる……正直、少しキツイぐらい…………ねえ、何かない？　食べ物の匂においがするんだけど」


    「あ、いやあの、それはその…………」


    「え、ええちょっと」


    　何な故ぜか亜あ世ず砂さも世せ衣いも横を向いて真っ赤になった。


    　料理はどう考えても五人分はあったが、それを少女たちはあっという間に平らげてしまった。


    　食事の中盤あたりは世衣も亜世砂もかなり「お行儀の悪い」ことをしていた。


    　そのため、まだ部屋の中に料理の匂いが残っているのだ。


    　いつもなら真ま之の斗とのために少し残す、ということをするのに、そうする余裕もなかった。


    「と、とにかくボリュームがあるほうがいいわよね？」


    「うん」


    　こくんと真之斗は頷うなずき、世衣は部屋の電話を取ってフロントを呼び出した。


    「はい、朝食をお願いします。ステーキと、ピザと、それから…………」


    「ちょ、ちょっとセイ姉ねえ、いいの？　ここ、絶対高いよ？　僕ら高校生だよ？」


    　狼狽うろたえる真之斗に、世衣は昨日と違って平然と、


    「いざとなったら、私と亜世砂が働いてでもお金は支払うから気にしなくていいの」


    　と言い切った。


    「っていうか、間違いなくオレの勘じゃ、ここの支払いは政府持ちだろうけどなー」


    　亜世砂がそう言ってあぐらをかいたまま、ベッドの上にひっくり返る。


    



    



    　おっかなびっくりだった真之斗だったが、姉たち同様食欲には勝てず、医者が見たら即座に羽交い締めにして止めそうな分量とカロリーの食事を終えると、ホテルの従業員がクリーニングに出していた世衣と亜世砂の制服一式を仕上げて持ってきた。


    　ふたりが着替え、真之斗がシャワーを軽く浴び、何故かホテル側が用意してくれたぴったりのサイズの下着とワイシャツに黒のスラックス、ヨットパーカーという姿に着替えて、ひと息ついたあたりを見計らったかのようにクラタたちがやってきた。


    「さあ、我々のオフィスへどうぞ。今日起こったことのあれこれを話さねばならないからね」


    　今度はヘリではなく、黒塗りの高級車に乗って新宿の外れの、とある古いビルまで数時間かけてたどり着いた。


    「まあ、古ぼけているが我々の本部だ」


    　クラタの言葉を裏付けるように、古ぼけたビルの中は明らかに彼女の部下らしい、似た雰囲気の背広姿、パンツスーツ姿の男女が忙しく走りまわっていた。


    　三人は最上階近くにある部屋に通された。


    　そこは大型ディスプレイが何十台も並び、背広姿の職員たちが行き来する作戦指揮所のような場所だった。


    　真ま之の斗とたちを四人掛けの巨大なソファに座らせ、クラタはくるりと踵きびすを返した。


    「さて、彼らは何をしているのか…………といえば、昨日の騒動のもみ消しが七割だ」


    　まるで海外番組でよく見る、意地の悪いクイズ番組の司会者のようだ。


    「噂うわさが流れるのを防ぐのは無理だ『人の口に戸は立てられない』と昔から言うようにね」


    　両手を広げた大仰な仕草で、クラタは口元だけで笑みを浮かべた。


    　なまじ顔立ちが整っているだけに冷たさと鋭さが目立つ。


    「だが噂はコントロールできる。ＳＮＳは実に便利なものだよ。どんな信じられない噂でも複数のアカウントが発したことになれば、『信じられないが事実』に化ける。そして何よりもみんなキャンペーンに弱い。さてキャンペーンとは何か？」


    「繰り返すこと、でしょう？」


    　世せ衣いが静かに答えた。


    「さすがだね、学校総代。生徒会長にして学年主席一位、偏差値72を誇るだけはある────そう、繰り返すことで情報の発信源は有う耶や無む耶やになり、出所が有耶無耶な情報は常識に化ける。そうすればしめたものだ


    　しかも今回は奇跡的に軽い怪け我が人が出た程度だ『そういうこと』で世間は納得してくれる。警察も教師も面子メンツが立つ、君たちも無事」


    　抜き身のナイフのような美女は、どこか司会者のような滑らかな口調でこの状況を楽しんでいるように見えた。


    　さすがに亜あ世ず砂さがむっとして口を開こうとするのを、世衣は制して、


    「クラタさん」


    　毅然とした態度でクラタと対たい峙じした。


    　真之斗と亜世砂は黙っている。


    「あの騒動の痕こん跡せきを消して、どうなされるんですか？」


    　世衣の視線の先では、クラタの部下である職員たちが数名がかりで、校内の監視カメラ────犯罪抑止カメラの画像からあっという間に真之斗と世衣、そして校外のほうからは亜世砂の姿を消しているところだった。


    　そして白いコートの少年の手には不格好な銃火器類が合成され、彼がそれを使って校舎内を破壊していくように見せている。


    　その横のモニターの前では別の職員たちがＳＮＳに対し複数アカウントで「テロリストが暴れ込んで大騒ぎ」と白いコートの少年が手製の銃火器類を使って暴れ回ったという話を書き込んでいた。


    「まず最初に断っておくが、君たちをいきなり殺したりはしない。いきなりじゃなくても殺したくはないし、それは避けたい。だが監禁投獄はあり得ると思ってくれ」


    「私たちは犯罪者じゃありません」


    　世せ衣いの言葉に、クラタはうんうん、と頷うなずいて見せた。


    「そうだ。君たちは犯罪者ではない」


    　剃刀かみそりを並べたような白い歯がにやりと笑う。


    「だが、我々がその気になれば、君たちは一時間後には全国指名手配のテロリストになる。まあ先ほど世衣君が言ったようにキャンペーンを繰り返せば最後は大抵の人間は信じる」


    「汚い！」


    「大人は汚いものだよ、小こ日向ひなた亜あ世ず砂さ君。まして私がいるのは君がやっていた陸上競技のトラックの中ではなく、トラックの外、ルールを作る側の世界だからね」


    　それに、とクラタは付け加えた。


    「これはあくまでも君たちが私たちに敵対した場合の話だ。さて君たちはマズイ状況に置かれ、そこから選択されるかもしれない最悪の可能性があることについては理解できたかな？」


    「ええ」


    　真まっ直すぐにクラタを見つめて世衣。


    「あなたは初めて私たちに会ったとき、『君たちはEXMODエクスモツドだ』と仰いました、それに関係しているんでしょう？」


    「そのとおり。では、君たちが置かれた立場について説明しよう……もう三人とも理解していると思うが、今の君たちには特殊な力が備わっている」


    　そこで一旦、クラタは言葉を止め、三人の顔色をうかがった。


    　強こわ張ばる亜世砂、そして能面のように表情を動かさない世衣と戸惑う表情の真ま之の斗と。


    　どちらに対してなのか、満足そうにクラタは頷いた。


    「よろしい。認めてくれて助かる────世衣君は恐らく量子レベルでの干渉が可能な音声波動を口から放って対象物を破壊する能力と、それに伴う音響を立体視する能力、亜世砂君は驚くべき跳躍力と、全身の強化。そして……霧きり山やま真之斗君は、上半身、特に腕に特化した怪力と物理、量子レベルでの防御能力と同じく全身の強化、だ」


    　ああ、ちなみに、とクラタは付け加える。


    「実は君たちに古代超人類の血が混じっているとか、封じられた能力を持った神、もしくは歴史上の偉人の転生体だとかいうわけじゃない。副作用だ、薬のね」


    「薬？」


    「PARANO=ERパラノエルという薬の名前を聞いたことは？」


    「…………！」


    　ふたりの顔が強張るのを見て、クラタは人の悪い笑みを浮かべた。


    「まあ、当然あるだろう。君たちが僅わずか半年で粉砕骨折や声帯断裂、神経損傷の状態からまだまだリハビリが必要とはいえ、たった一週間のＩＣＵと二か月の入院ですんだ理由だ」


    　世せ衣いも亜あ世ず砂さも表情は硬い。


    　まさかここでPARANO=ERパラノエルの名前を聞くとは思わなかったからだ。


    　厚生労働省認可を受け、日本各地の病院で使われていた新薬────副作用といってもそれはせいぜい軽い内臓疾患や血液検査において一時的に悪い数値が出るぐらいだろうと思っていた。


    「画期的な通常細胞と神経細胞の賦ふ活かつ剤。現在は製造費の高騰から製造中止、ストックがあればアンプル一本五〇〇〇万とも言われてる……だがこの製品には一〇代後半の青少年に投与した場合、思わぬ副産物が発生する、それがEXMODエクスモツド」


    　クラタの言葉に世衣と亜世砂は首を傾かしげた。


    「怪け我がや病気で失った身体能力の拡大補正エクスパンシヨンを、まるでゲームの改造データＭＯＤのように持ってしまったものたち、という意味だ」


    　世衣のレーダーのような音感と声、亜世砂の脚、真ま之の斗との腕にその効果が出、三人は超常的な力を得た、とクラタは言った。


    「……現在確認されただけで二五人、潜在的EXMODは五〇〇人を超える」


    「五〇〇……」


    「これでもかなり減った。以前は八〇〇もいたが、去年、渋谷で起きたガス爆発を覚えているね？」


    「新しくなった渋谷駅で深夜に起きた、ってあれ？」


    　亜世砂の言葉に、クラタは頷うなずいた。


    「あれは俗に言う不良どもの中でEXMODになったものたちが引き起こした『大決闘』の結果だ。あれで三〇〇人近くが死んだ……隠いん蔽ぺいには苦労したよ。幸い彼らは他人の邪魔が入らないように毒ガスのデマを流してくれていたから、目撃者はＪＲの職員程度で助かったが。三〇〇人の不良にPARANO=ERを投与した事情については省く、今回のことには関係ないのでね」


    　さて、とクラタは軽く手を叩たたき、話を元に戻す。


    「EXMODになるということは自分の身体からだとその機能や能力が拡大するだけではない。場合によっては自我の肥大化も引き起こす。彼らはそれ故ゆえに自分たちの世界にある行動原理に沿ってその肥大化した自我の命じるまま殺し合いっこをしたわけだ…………まあ、アホだね」


    　そう言ってクラタは肩をすくめた。


    「さて、ところでEXMODは損傷を受けた部位を補い、それを強化、増幅する。大抵の場合脊せき髄ずい神経や脳神経に付随することだ。君らが耳や声で、脚、腕で行ったことはその延長線だ。ところが、君たちの前に現れたあの白いコートの少年……我々は幽霊フアントムの頭文字を取って『Ｆ』と呼称しているがね…………は違う。人間の手足の機能の延長とは言えない能力ばかりだ。空を飛び、触れた物を破壊し、人を殺す……増ます川かわ君、見せたまえ」


    「はい」


    　職員のひとりがマウス操作すると、クラタのすぐそばにある大型モニターに監視カメラ映像が映った。


    「これは六日前、北海道で起こった高速道路事故だ」


    　白いコートの少年がいきなり道路の中央に現れ、車が衝突して逆に大破、横転して他の車が玉突き衝突を起こす光景が映っている。


    「これは三日前、青せい函かんトンネルで起こった事故だ」


    　これも同じく、唐突に現れた少年に驚いたトラックが横転、ぶつかって連続玉突き事故で火災まで起きている」


    「これが二日前の朝、関東に通じるとあるサービスエリアでの事件…………間隔が短くなっているうえに、やることも凄せい惨さんになってきている」


    　それが一番陰惨な現場だった。


    　少年がサービスエリア内のフードコートの女性に触れた瞬間、腕がもげ、彼が手を振る度たびに人が壁に、天井に、床に叩たたきつけられ、人型の赤黒い染みになる。


    「……！」


    　世せ衣いは思わず顔を背そむけ、亜あ世ず砂さも口元を覆おおう。


    「そして今日の夕方、君たちの学校に現れた…………渋谷駅の騒動のときのようにEXMODエクスモツドが他のEXMODを引き寄せる、という可能性もあるが、今回は何か別に理由があると我々は考えている」


    　クラタは画面を消させた。


    　ようやく姉妹がひと息つくのを見計らって次の言葉を投げる。


    「君たちが彼に会うのは、今日が最初ではない可能性があるからだ」


    「え？」


    　世衣と亜世砂は顔を見合わせた。


    「三か月前、君たちが事故に遭った当日、事故発生現場付近のカメラが捉えた映像だ」


    　最初のカメラは踏切の向こう側、川に架かった橋の信号機から事故現場を捉えている。


    　踏切が下りて、人々が待ちかまえている中、その遥か後ろから不意に現れた白いコートの少年が今日と同じように脚も動かさずするりと踏切の中に入り、電車が衝突して画面が乱れた。


    　次に、踏切の内側、住宅地に近い電柱に据え付けられたカメラから。


    　角度が違うだけで、起こる現象は同じだった。


    「！」


    　思わず亜世砂と世衣が声のない悲鳴をあげる。


    　さらに、線路沿いの街灯にあるカメラからの画像。


    　見覚えのある車両がぐしゃりと歪ゆがみながら線路から外れ、半分が手前に、残り半分が川に通じる土手側に落ちていく。


    　そして次に拡大に拡大を重ねた粗い映像が出た。


    「川向こうにある街灯の監視カメラの画像を拡大したものだ。さすがに望遠ではない画像なので、これが精一杯だが、電車から君たちが助け出されているのが見えるかね？」


    　こくん、と頷うなずいたのは世せ衣いだった。


    　忘れない。真ま之の斗とが自分の手を引いて、引きずり出してくれたあの瞬間。


    　そして亜あ世ず砂さも頷いていた。


    　だが、クラタが見せたかったのはそんな感動的な場面ではない。


    「ここを見ていたまえ」


    　そう言って画面の中央を指差した。


    　数秒後、不意にそこに白いコートの少年が浮かんでいる。


    「あ……」


    　亜世砂がぽかんと口をあけた。


    「オレ……こいつ、見た」


    「え？」


    　世衣が妹を見る。


    「大怪け我がしてたし、気を失ったりもしてたから、川の上に浮かぶ人間なんて、てっきり目の錯覚だって思ってたけど……うそだろ、あの野郎、こいつだったのかよ？」


    「なるほど……それ以外で見たことはないのかね？　彼がこれまで特定個人を追いかけた例はないんで、何らかの知り合いの可能性があると思ったんだが」


    　ふたりは首を横に振った。


    「弱ったな……彼の画像は人間の肉眼では確認できるんだが、顔認証ソフトが微妙に作動しない映り方をしていて、なかなか手がかりがないんで、今度こそと思ったんだが」


    　クラタが口を「へ」の字に曲げる。


    　と、　


    「僕ら、最近彼と別の場所で会ってますよ…………名前も知ってます」


    　真之斗がホテルの部屋を出て以来、初めて口を開いた。


    　世衣と亜世砂が怪け訝げんそうな顔をした。


    「どういうことなの？」


    　世衣の問いかけに、真之斗は微ほほ笑えみながらズボンのポケットからスマホを取りだした。


    　画面を呼び出す。


    「名前は山やま崎ざき四し郎ろう、三年前、北海道旅行中に事故に遭った人です」


    　そう言って、少年は新聞記事のアップ写真をかざした。


    「！」「！」


    　思わず世せ衣いと亜あ世ず砂さは息を呑のむ。


    　回収された母親のスマホ動画から抜かれたというキャンプションのついた粗い静止画は、まさしく今日、真ま之の斗とたち、世衣たちを襲った白いコートの少年そのものだった。


    「そして今、僕たちがリハビリに通っている病院に身動きできない状態で入院してます」


    「え？」


    「どういうことなの、真之斗？」


    　首を傾かしげる姉ふたりへ、


    「この前、病院ですれ違ったときにどこかで見た顔だって思ったんだ。目元と唇くちびるの配置とか。それで一昨日の夜、ネットやっててようやく思い出したんだ」


    　にっこりと少年は笑った。


    「進路相談の翌日に、久しぶりに父さんと一緒に朝食食べてたときの事件だったから」


    　滅多に父と一緒に過ごすことのない少年ならではの記憶の理由。


    　世衣たちにしてみると切ない話だったが、クラタは遠慮がなかった。


    「三年前といえばPARANO=ERパラノエルは最終臨床試験中だ……当然その時にはEXMODエクスモツドは発生していない。発生したのは販売後だ。追跡調査は発生後の医療記録中心だ。もちろん臨床実験時のデータも再調査はしているがこちらは現在まで何も起きていないということで処理された。だから臨床試験での被験者のリストはメインの調査から外されている。なにせ、彼は現在も昏こん睡すい状態だしな」


    　クラタは部下に命じて自分の記憶と状況を対照させ、推測が正しいことを確認させた。


    「有あり沢さわ！　高たか岡おかに山やま崎ざき四し郎ろうの医療記録を引っ張り出させろ！　他の記事と事故報告書も！　霧きり山やま真之斗君、そのスマホを借りられるか？」


    「はい」と素直に真之斗が自分のスマホを渡すと、ピンチアウトして日付を見せる。


    「有り難い。これであの『Ｆ』をどうにか止められる手がかりが得られるかもしれん」


    「でも彼は『閉じ込め症候群』で身動きひとつできないんですよ？」


    　真之斗の疑問に、クラタはあっさりと。


    「EXMODの能力の基本は自分の身体能力の拡張と補強、増幅だ。つまり基本は自分自身の肉体の再構築ということになる…………さて、その肉体が全て使い物にならなかったら？」


    「……オレたちは怪け我がした部分を補強する形でEXMODが機能したってことは……あれは全身をEXMODが作り出したってことか？」


    「勘がよいな、小こ日向ひなた亜世砂君」


    「でもなんで当人の身体からだを治さないで、あちこちふらふら出歩いてるんだろ？」


    「それはこれから調べればいいことだ、いや、有り難い情報だ、感謝する」


    　今度のクラタの笑顔は意外に魅力的だった。


    「いえ」


    　少し真ま之の斗とが照れた顔になるぐらいに。


    　世せ衣いの眉まゆが少しつり上がるのを亜あ世ず砂さは見た。


    「ヘリを出せ！　君たちも用意をしたまえ、小こ日向ひなた世衣君、亜世砂君、霧きり山やま真之斗君」


    「どうして私たちも一緒に行くんですか？」


    　世衣が抗議の声をあげた。


    　これから向かうところにいるのは、あの怪物だ。


    「死」そのものの塊。


    　とんでもない話だった。


    「私たちはただの民間人です、軍人でも警官でもありません」


    「だからこそ、だよ小日向世衣君」


    　クラタは頭の良い子供に言い聞かせる教師の口調で言った。


    「君たちが彼を、そして彼も君たちを知っているから、彼は君たちの学校に現れたという可能性がこれで高まった。となれば君らを保護しつつ、彼を確保する必要がある。我々は少数精鋭で、二手に分けられる数はないんでね」


    「でも彼は病院のベッドで身動きひとつできないし……」


    　あなたたちだけで対処できるじゃないですか、と世衣が言いかけるが、真之斗が、


    「『閉じ込め症候群』の状態で、あちこちに出現するEXMODエクスモツドの能力を使っているんだとしたら、どこにいても危ないよ、僕らが狙ねらいかもしれない」


    「どうしてそうなるの？」


    「僕らは電車事故のときと今回、二回も彼に会ってる────しかも一回はアズ姉ねえやセイ姉を追いかけてきたし、僕らをＮＰＣと呼んだ。その他大勢モブキヤラじゃなく────これは偶然だとしても意味がある偶然だと思う」


    　とあっさり結論をつけた。


    「彼の言うとおりだな。どっちにせよ君たちは私たちと一緒に来るほうが安全だ」


    「クラタさん」


    　世衣は、勝手に話を進めようとしているクラタの結論をひっくり返そうとした。


    「私たちはあなたがどこのどなたかも知らないんです。そういう人たちに自分の身を預けろというのは無理です」


    「そういえば詳細な自己紹介がまだだったな。我々は超法規機関、『黄たそ昏がれ』。厚生労働省と防衛省、国家安全委員会との合同で作られたバイオテロやバイオハザードに対抗する組織だ…………まあもっぱら現在はこのEXMODがらみの事件を担当してるがね」


    「超法規機関？　…………正気ですか？」


    　真之斗や亜世砂はともかく、世衣にとってその言葉は「フィクションの中でもそろそろ恥ずかしい単語」として理解している。


    　クラタは苦く笑った。


    「まあ、普通は言わないが、君たちに隠し立てしても始まらないし『組織』とか『機関』とかぼやかすのは子供っぽくって嫌いだからね」


    　にやりとクラタは笑った。


    「私のフルネームはクラタ・マスミ、面倒くさいから漢字でどう書くかは勝手に考えてくれ、ここでは『室長』でとおってる。何しろ超法規機関なのでね、局長とも部長ともつかない名前になるんだ、日本政治の慣例という奴だな」


    　そこまで一いつ気き呵か成せいに言って、クラタは立ち上がった。


    「さあ、説明もすんだ、事情も理解してもらった、危険はそこにある、君たちはどうするかね？　我々と行かないという選択肢ももちろん尊重するが、その場合私たちが敵に倒されると君たちだけで状況に対応せねばならなくなるぞ？」


    「ど、どういう意味だよ　室長さん？　つまりそれって戦力分散するより集中して叩たたけ、ってことだろ？　でもそれ、オレたちも戦力に数えてるってことか？」


    　亜あ世ず砂さが戸惑いながら言う。


    　確かに自分たちも相手と同じEXMODエクスモツドだとは納得していても、命がけの戦い、という言葉は、アスリートの世界以外のリアルで使う「殺し合い」と同義ではない。


    　アスリートは極限を目指す者たちであり、殺し合いをする兵士ではない。


    　一介の高校生として、むしろ亜世砂の反応は当然といえた。


    　だが、世せ衣いは少し違っていた。


    「……つまり、彼はまた私たちの元へ来る可能性があるという以上、あなたたちが彼と交戦して、ある程度ダメージを与えた状態で即座に戦うほうが有利だ、ということですか？」


    　冷静に自分たちを「戦力」として考えているのだとクラタたちの思考を理解し、その先を読んでいた。


    「そのとおりだ。彼の能力はテレポートに、周囲を何もしないでも崩壊させるテレキネシス、飛翔能力…………我々も対策は考えているが、君らが参加してくれると成功率と安全率が上がるのは事実だから、できれば積極的に参加してほしいがね」


    「…………いえ」


    　逃げます、と世衣が冷たく言い放つ前に、真ま之の斗とが口を開いた。


    「わかりました、行きます」


    「真之斗！」「真之斗！」


    「僕は触れただけで人を殺す相手と殴り合って生きてる。大丈夫だよ」


    「バカ言わないで！　あれは偶然よ！」


    「偶然はない、いつも事象には理由がある、セイ姉ねえ、受験のときにそう教えてくれたでしょ？　EXMODエクスモツド同士なら戦えるんだよ」


    　真ま之の斗とは真まっ直すぐに世せ衣いを見ていた。


    「あれは、数学の答えを当てずっぽうに当てても意味がないという意味よ！」


    「でも数学は全てに通じる、論理的思考を否定しないで、ちゃんと一歩一歩積み重ねていくことが重要で、そこに出てくる答えはどんなに突飛に思えても正しい、だよね？」


    「あ、あのな真之斗、そりゃそうかもしんねえけどよ、こいつはヤバいぞ、絶対に！」


    「アズ姉ねえも言ってたでしょ『やるべきだって思ったらやれ』って」


    「あれは電車で座席をお年寄りに譲るレベルの親切の話だ！」


    「まあ、待ちたまえ、君たち」


    　ニヤニヤ笑いを崩さず、クラタは三人の間に割って入った。


    「まだ今すぐ、というわけではない。我々にも準備もあれば提出書類もある。作成までは最低でも二時間、部屋を用意するので君たち、呼びに来るまでじっくりエネルギーバーでも食べながら話し合いたまえ」


    　そう言って、クラタはエネルギーバーの入った箱を三つ、真之斗に押しつけた。


    



    



    「…………」


    　真之斗たちは下の階の別室に通された。


    「…………おい、真之斗。ホントに引き受けるつもりか？」


    「うん」


    「お前ナア…………」


    「だって、僕たち以外にあの『Ｆ』に対抗することができる？」


    「そりゃそうだけど…………どうしてもか？」


    「うん」


    　感情としても計算としても、結局自分たちは「Ｆ」に対決せねばならない。


    　だが、真之斗にとってこれは「決意」の問題だ。


    「…………どうしたもんかなぁ」


    　世衣は一切無言で、静かに部屋に用意されたペットボトルのお茶と、クラタから押しつけられたエネルギーバーを五本平らげ、箱と袋をゴミ箱に棄すてる。


    　全くの無表情はいっそ美しいが、彼女を知る真之斗にとっては実におっかない。


    　明らかに、怒ってる。


    　滅多に怒らない世衣だが、ひとたび怒ると黙る。


    　ひたすら黙る。


    　その不機嫌さが空気を伝わっていき、いつしか真之斗と亜あ世ず砂さを黙らせてしまう。


    　そして亜あ世ず砂さか真ま之の斗と、怒らせた原因が世せ衣いに頭を下げ、世衣は長いお説教の果てになんとか許してくれる……のだが。


    　今回はそういうわけにはいかない。


    「…………姉貴、怒っても仕方ないだろ」


    　駄目で元々、とばかりに亜世砂が真之斗の行為を取りなそうとしたが、世衣は静かに黙ってる。


    　こちらを見ようともしない。


    「なあ、姉貴。真之斗の言うとおり、オレたちしかあの化け物には有効な対抗手段を持ってる存在がないんだし…………第一、もうコイツ、引き受けちまったんだぞ？」


    「…………」


    　なんとか姉を説得してくれようとしている亜世砂を無言で手を挙げて制して、真之斗は決心を口に乗せた。


    「謝らないよ。僕は自分が間違ってると思ってないから」


    　と真之斗はいい、亜世砂も世衣も驚いてこの気弱なはずの弟分を見つめた。


    「僕は決めたんだ。危なくてもなんでも、僕がやらないと誰かが傷つくし、死んじゃう………それを黙って見ているのは、いやだ」


    　怒っているわけでも、脅おびえているわけでもない。
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    「僕が何かの役に立てるなら、『Ｆ』の被害を食い止めたいし、できればあの山やま崎ざきさんって人も助けたい」


    　ただ、淡々と真ま之の斗とは世せ衣いの横顔を見ながら言った。


    　少年の頭の中に、電車の中で誰にも届かなかった白い手がよぎっている。


    　だから、引くわけにはいかなかった。


    「…………」「…………」


    　姉ふたり、特に世衣は驚いた顔で真之斗を見つめる。


    　そして、少年は続けた。


    「セイ姉ねえやアズ姉が一緒に来てくれるのは嬉しいけど、僕は、できれば今からでも家に戻ってほしい」


    「────あのなあ」


    　真之斗、と優しく亜あ世ず砂さが口を開こうとした瞬間、キッと音を立てそうな勢いで、世衣は真之斗を見た。


    「バカなことを言わないで、真之斗」


    　静かな、しかし言葉全てをプチプチと歯で噛かみちぎるような声。


    「私は、あなたのお母さんにあなたを守ると約束したの。だから、絶対にあなたのそばを離れないし、あなたを危険から守る。私が女だとか、あなたが男だとかは関係ない」


    　その言葉を聞きながら亜世砂は思わず目を閉じた。


    　そして、真之斗は初めて、世衣とふたりっきりで睨にらみ合った。


    　怖いとは不思議に思わなかった。


    　だが罪悪感もない。ただ決意だけが真之斗を突き動かしていた。


    　助けられる力があるのなら、助ける。それだけの単純な決意。


    　どれくらいそうしていただろう。


    　やがて、亜世砂が深い溜ため息いきをついて、世衣の肩を叩たたいた。


    「姉貴、もうオレたちの負けだよ」


    　と言い、横を向いて口をあけかけた姉に、絶妙のタイミングでカラッと笑う。


    「ここまで真之斗がやりたいって言うなら付き合うさ。幼なじみで、姉代わりだもんな、それは姉貴も一緒だろ？　もう真之斗が蹴けってボールは坂道を転がり始めた。今更止められない。だとしたらこれからどうすっか、考えたほうがいいんじゃない？　怒りたいのもわかるけどさ、それはことが無事に落着してからでいいだろ？」


    「……」


    　口を閉じた世衣の冷たい目が亜世砂を見つめたが、亜世砂はそしらぬ顔で横を向いた…………この兄のような姉貴分が精一杯自分を庇かばってくれているのが、真之斗にはありがたかった。


    「姉貴、ここはタスクリスト作っとくべきだろ。もう命がけの修しゆ羅ら場ばにオレたち踏み込んでるんだぜ？」


    　その後、二秒ほど世せ衣いは目を閉じた。


    　これまで以上に重い沈黙。


    　そして、彼女は目をあけた。


    「わかったわ。でもこのことに関してはあとでみっちり話をしますから」


    「了解」


    　真ま之の斗とと亜あ世ず砂さはほとんど同時に溜ため息いきをついた。


    「亜世砂、ずるいわ」


    　ぽつん、と世衣が横を向いて言い、亜世砂が苦笑いしたが、真之斗にはその意味が理解できずにキョトンとした。


    　第三者から見れば、この場は世衣が悪役にしか見えない、とまで気づくほど、真之斗はまだ洞察力を持ってはいなかった。


    



    



    「…………そういうわけで、三人揃そろって行くことに決定しました」


    　冷え冷えとした声で世衣が決定事項を、自分たちの部屋にきたクラタに告げた。


    「…………ふむ、意外だな。いや、むしろ当然か」


    　クラタは面白そうに笑った。


    「君はあの電車の中から、腕が折れかけて、背中に鉄筋を刺したまま、姉代わりのふたりを助け出したんだったな。ヒーローになる素質というものかね、それは？」


    「それは関係ありません」


    　真之斗はきっぱりと言い切った。


    「セイ姉ねえとアズ姉はともかく、僕はそんな清せい廉れん潔けつ白ぱくな人間じゃありません。ただ、自分が助けられる人を助けないで逃げることはしない、それだけです」


    「礼を言うよ。これまでの経験上EXMODエクスモツドに対抗できるのは基本、EXMODだけでね……さて、君たちはそれでいいのかね？」


    　ちら、とクラタは世衣たちを見た。


    　真之斗はともかく、世衣と亜世砂の視線は冷たいを通り越した寒さだ。


    　世衣たちは何も答えない。


    　その気まずい、重い沈黙を破るようにまたドアが開いて、職員がまたエネルギーバーの箱を抱えて戻ってきた。


    「ではこれからヘリと武装を用意する。一五分でとりあえずそれぞれ五本ほど食べておきたまえ、さっきまでの霧きり山やま真之斗君を見てもわかる通り、EXMODの発動はその効果が大きければ大きいほど、長ければ長いほどカロリーを消耗する。だから喜びたまえ、これからEXMODの力を使っている間は、どれだけ食べても太らない」


    　にやっと笑ってクラタはふたりの少女の絶対零度に近い視線を軽く受け流した。


    「逆を言えば下へ手たにダイエットしようなどとは思わないことだ。さっき話をした渋谷駅の地下で死んだヤンキーのEXMODエクスモツドだが、死んだ三〇〇人のうち、最後まで生きていた五〇人の死因は栄養失調────端的に言えば餓うえ死にするぞ」


    



    



    　まず最初に、真ま之の斗とたちはエネルギーバーの詰まった箱とは別に、クラタが用意したもう一つの箱の中身を身に纏まとった。


    　太い、スティック糊のりのような容器を六本挿したベルト。


    　容器の正体はペン型の注射器だ。


    　先端と後端部の安全キャップを開け、握りしめて思いっきり太ふと腿ももに突き刺して押しつけると、素人でも注射ができるという代物である。


    　中身はアドレナリンを活性化させる薬品が入っているという。


    「まあ、早い話、これで能力のＯＮ／ＯＦＦをしてもらったほうが君らとしても普段の生活がしやすいだろう？」


    　とはクラタの言葉である。


    　これは世せ衣いが渋々頷うなずいた。校舎で白いコートの少年に襲撃されたとき、自分の能力を「切る」ことができなかったために対応が遅れたことを、この少女は冷静に覚えていた。


    　世衣のものは首に、亜あ世ず砂さは左右の太腿に、真之斗は両肩に押し当ててトリガーボタンを押すと数十秒後から効果を発揮しおよそ三〇分持続するという。


    「一種のプラセボのようなもんかもな、これ……でも、太腿に打つのかよ」


    　と亜世砂は顔をしかめた。


    「でも、ないよりは楽だと思うよ。必死になって集中しても能力が出ませんでした、で死んじゃうより」


    　ビルの屋上にはすでに自衛隊が使うような大型輸送ヘリが待機していた。


    　中に入ると、濃紺地に黄色い文字で「KOH-AN」の文字が書かれた防弾ベストとヘッドセットを着用したスキーマスクの男たちが十数人、アサルトライフルを手に乗り込んで待っている。


    「映画みたいだろう？」


    　そう言ってにやりと笑うクラタもまた、「KOH-AN」の防弾ベストをスーツの上から纏ってヘッドセットを装着している。


    「君たちも装着したまえ、気休めにはなる…………それと通信による情報の共有は大事だ」


    　そう言って真之斗たちに手渡した。


    「うわ……本物の防弾ベストとヘッドセットですか、これ？」


    　真ま之の斗とは男子らしくそういうものに興味があるので目を輝かせた。


    「『ＳＷＡＴ』のミシェル・ロドリゲスみてえだなぁ」


    　と亜あ世ず砂さはヘリの窓に映った自分の姿を見て顔をしかめ、


    「……申し訳ありませんがもう少し大きいものはありませんか」


    　と世せ衣いは自分の胸回りの大きさに嘆いた。


    「…………まあ、これ以上はアメリカに注文しないといけないんで、胸の横のベルトは締めない方向で頼む。ヘッドセットの使い方は道中教えよう」


    　あっさりクラタはそう言うとハッチドアを閉めるように命じ、部下のひとりが開閉スイッチを押した。


    　エンジンがかかり、震動が機内を揺らし始める。


    



    



    「山やま崎ざき四し郎ろう、現在一九歳、三年前の事故で昏こん睡すい状態、唯一の肉親である祖母の許可をえて当時臨床試験中のPARANO=ERパラノエルを投与、先々月『閉じ込め症候群』状態にまで回復したことが判明、現在は覚醒状態とノンレム睡眠、レム睡眠状態をランダムに…………というわけですか」


    　四郎はいつもどおりにベッドの上で「患者さん」「山崎さん」以外の自分の名を呼ばれるのはどれくらい久しぶりかを考え、止める。


    「ええ。脳波計によると覚醒しているのが一日二時間、半覚醒状態が六時間で、ノンレム睡眠は数分でレム睡眠がそれ以外、というのが平均です。三日に一度ノンレムが一時間を超えますが」


    「今はどうでしょう？」


    「まだ半覚醒状態ですね…………いや、そろそろレムに落ちるようです」


    　彼らの会話は続くが、やがてゆっくりと四郎の意識は混こん濁だくの中にずり落ちていく。


    　いつもと違って早めに「ゲーム」が始まる。


    　視界の隅に、見覚えのある三人の顔を見つけた。


    　やあ、君たちか。今僕がやってるゲームにも、君たちが出てくるよ。でも不思議だね、まるで君たちの格好は映画に出てくる特殊部隊みたいだ。


    　そこまで考えたところで意識が完全に落ちた。


    



    



    「…………なるほど、では彼を隔離します」


    「しかし、どういう事件なんですか、彼が狙ねらわれているというのは」


    「今日の夕方、この近くの高校を破壊したテロリストのことはご存じですか？」


    「ええ」


    　クラタはサイコキラーがテロリストの武器を手に入れてこの辺を跋ばつ扈こし、自分は山やま崎ざき四し郎ろうだと思い込んで「偽物」の四郎を殺しに来ているという話をした。


    　四郎の主治医は信じられないという顔だったが、何しろ警視庁と裁判所の命令書を持ち、しかも屋上のヘリから武装した厳いかつい男たちが降りてきている。


    　何かのテレビ企画や、冗談などではなかった。


    　さらに病院の外には警護のために自衛隊の大型車両が停車し、中から火炎放射器を担いだ自衛隊員が集結していると看護師から報告があった。


    「しかし……彼の体力は最近とみに落ちてきています。三か月前にも危き篤とく状態になりかけましたし、このままだと、なるべく早く人工呼吸器に繋つなぐ必要がある、という説明を肉親のお祖母様についさっき御電話で申しあげたばかりで……」


    　それでも渋る医師に、


    「ぐずぐずしていたら殺人鬼がきます」


    　畳みかけるようにクラタが決断を迫った。


    「わかりました。しかし私も落ち着く先まではお供します、それが主治医として、医師として譲ることのできない最低条件です」


    　医師はきっぱりと言った。


    「むしろそのほうが有り難い、お願いしようと思ってました」


    　初めて「警視庁のほうからきたクラタ」と名乗っていた女性が微ほほ笑えむ。


    　微笑むと、それまでの剃刀かみそりのような雰囲気が消えて、不思議に人なつっこい美人の顔になった。


    　病室の入り口で所在なげにその光景を見ていた真ま之の斗とたちがぽかんとするほど、彼女の顔は別人のごとく見えた────どうやらクラタは笑顔の使い分けができるらしい。


    



    



    　一緒についてくる看護師をひとり選定し、万が一のときのための装備も含めて移動となると急いでも一時間はかかる。


    　その間にクラタは病室の外のソファに腰を下ろし、自分のタブレット端末のデータと、山崎四郎の医療データを突き合わせていた。


    「やっぱりか……」


    「どうしたんですか？」


    　訊たずねる真之斗に、


    「見たまえ……と言っても君たちには無理か。かいつまんで言うとだ、彼のノンレム睡眠の時間と『Ｆ』出現の時間がほぼ同じなんだよ────三日おきに、というのも『Ｆ』のこれまでの出現パターンと一致する」


    「ノンレム睡眠っていうと……」


    　真ま之の斗との言葉を、世せ衣いがそっと補った。


    「俗に言う『深い眠り』。夢さえ見ない回復睡眠時間のことよ」


    「さすが姉貴」


    　にやっと笑う亜あ世ず砂さを見ながらクラタは苦笑しつつ、


    「三人仲良くて羨うらやましいね君たちは。まあそういうことだ……さてここから推察されるのは『Ｆ』は彼の作り出したEXMODエクスモツドであると同時に、一種のイドの怪物であるかもしれない」


    「井戸の怪物？　呪のろいのビデオとかで出てくるあれ？」


    「イドというのは無意識という意味のドイツ語よ。英語ではエス。人間の精神構造を示すときに使う言葉。人間の精神はイド、自我、超自我という三層に分かれているとフロイトが定義したの。なかでもイドは潜在的に快楽と欲求を求め、苦を避ける意識のことを示すわ」


    「…………つまり、自分の中の子供みたいにワガママな部分みたいなもの？」


    　真之斗の要約に世衣は微ほほ笑えみ、クラタは苦笑を浮かべた。


    「まあ、そんなところだ。だから奴は自分の状況をゲームだと捉えているのかもしれんな。確かにあの能力で起こることはゲームキャラの暴走状態だろうし」


    「あんだけのことをしてて、本人はゲームやってるつもりなのかよ？」


    　呆あきれかえる亜世砂に、世衣が窘たしなめるように、


    「何しろ彼の現実は病院で身動きひとつ、瞬まばたきひとつ自由にできない状態だもの────ふわふわと空中に浮いて、自動車でも建物でも腕のひと振りで破壊できるほうに現実を感じないのは当然かもしれないわ」


    　そう言って溜ため息いきをついた。


    「で、だ。これで『Ｆ』の出現パターンが読めた」


    「？」


    　クラタは防弾ベストの背中側のファスナーを開け、防弾プレートの下からタブレットを取りだして地図を呼び出して指差した。


    「山やま崎ざき四し郎ろう君はこの、君たちが事故にあった線路側の住宅街から出発して、この高速道路のサービスエリアで食事をし、青せい函かんトンネルを通り、北海道観光を一週間かけてやって、帰りに飛行機に乗ろうとして、この新しん千ち歳とせ空港の近くで事故にあった」


    　これを逆にたどると、真之斗たちの学校に出現するまでは旅の行程範囲内に出現していることになる、とクラタは説明し、地図の表示に事件の発生日を重ねて表示させた。


    　それを覗のぞき込みながら腕組みして亜世砂が首を傾かしげた。


    「でもさ、最初から次に出てくるまで三か月も間が開いたんだよ？　それ以後は三日おき、二日おき、で、今日だろ？」


    　クラタは無表情に答えた。


    「仮に、もしも彼が三か月前に出現したのが最初の能力発動だったとしたら？　先ほど医せん師せいも言ってたが、彼がその頃ＩＣＵに危き篤とく状態で移送されたのも説明がつく…………君らもEXMODエクスモツドの力を初めて使った後の反動は心当たりがあるだろう？」


    「あ…………」


    　真ま之の斗とは自分が最初に能力を発動させたとき、ほんの一瞬だったのに死ぬほど空腹になって眠りこけたことを思い出した。


    　まして寝たきり状態の四し郎ろうであれば、確かにＩＣＵに行く騒ぎになるはずだ。


    「でもまた、なんで能力を発動して、自分の身体からだを強化するんじゃなく、分離してしまったんでしょう？　それに、最初に家のそばに出てきたんでしょうか？」


    　世せ衣いの問いに、


    「家に帰りたかったんだろう。一刻でも早く」


    　ぽつん、とクラタは答え、言葉を続けた。


    「そのとき肉親であるお祖母さんでもいてくれれば話は違ったのかもしれないが…………あの事故のあと、彼の実家は浮浪者が入りこんで火を出した。幸いボヤですんだが家は封鎖、そうじゃなくてもご両親はいないんだ、途方に暮れてトボトボ歩いていたら踏切を越えてしまった……本人としてはそんな感覚だったんじゃないかね」


    　もっとも、とクラタは付け加えた。


    「…………だから、もう一度旅をやり直した？　ご両親を捜して？」


    「そう、帰り旅をな────で、何もなかった。そのうちEXMODの能力を振るうことが目的になっていった」


    「じゃあ、なんで僕たちの学校に？」


    「君たちの学校はこの病院から真まっ直すぐ南に見える距離にある────ちょうど四階のこの病室の窓から見える。そして『閉じ込め症候群』だとわかって最初の一週間、少しでも刺激を与えれば回復するんじゃないかという彼の祖母の頼みで、午前中は上半身を起こしてあの窓から広がる風景を見せていた。ちなみに彼は君たちの学校に進学したかったが偏差値が足りなかったそうだ」


    「！」


    　慌てて真之斗と亜あ世ず砂さは病室の中に頭を突っ込んだ。


    　だがすでに日は落ちて、明るい病室の窓は半分鏡になっていてふたりの困惑した顔を映し出すばかりだ。


    「つまり今度は行くあてがなくなって、最近見ていたもう一つの風景である僕らの学校に来たということですか？」


    「そしたらばったりと小こ日向ひなた亜世砂君に会った。いや、ひょっとしたらEXMODで全身強化した純粋超人だ、君たち三人を同時に感知したのかもしれない…………何しろ当人があの有様だから、この予想が正しいかどうかはわからないが」


    「どうするんですか、クラタさん」


    　真ま之の斗とが訊たずねた。


    「彼を安全な場所に隔離後、火炎放射器を使ってあの白いコート姿のほうを無効化し、ノンレム睡眠に入らないように手を打つ。『Ｆ』が出ない状態を維持する。彼が自然死すればEXMODエクスモツドが作り出した『Ｆ』も自然消滅するだろうさ」


    「殺さないんだ？」


    　亜あ世ず砂さが意外そうな顔をする。


    「EXMOD能力者が自然死以外の方法で死を迎えるとき、どんな形で能力が暴走するか────EXMOD同士の抗争があった渋谷駅の地下二階から下は、今も中心部が一〇〇〇度の熱を帯びた溶岩石で満たされてるんだぞ？　それに、君はこれ以上の死人が見たいか？」


    「そりゃ、確かにまずいですね…………」


    　顔を引きつらせて納得する亜世砂の横で真まっ直すぐに真之斗がクラタを見た。


    「クラタさん、どんな方法を使って山やま崎ざきさんがノンレム睡眠にならないようにするんですか？」


    　クラタが、初めて黙り込んだ。


    「薬か手術で脳死状態に…………追い込むんですね」


    　真之斗の言葉は、鉈なたのような重みがあった。


    「ああ、そのとおりだ霧きり山やま真之斗君」


    「レム睡眠とノンレム睡眠を分ける方法はないって聞いてます。肉体の消耗は進むんですよね？　それに山崎さんは人工呼吸器が必要なぐらい弱ってる」


    　ぽかんと亜世砂は厳しい糾弾の表情を浮かべた真之斗の横顔を見た。


    （こいつ、こんな顔もするのか）


    　ふと横を見ると、世せ衣いも自分と同じ表情で真之斗を見ていたが、すぐに表情を引き締める。


    「違う道があるかもしれない。だが放っておけば彼が夢見る度たびに死体が量産される。ひょっとしたらこれまで以上に────その中には君たちも入るかもしれない」


    「でも失敗すれば……山崎さんを脳死状態にするんでしょう？　山崎さんは人工呼吸器が必要なくらいすでに弱ってる…………それってつまり、緩やかに殺していく、ってことですよね」


    　真之斗の言葉に、亜世砂は驚き、姉のほうを見ると、小さく世衣は頷うなずいた────どうやら真之斗の言ってることは本当らしい。


    「────霧山真之斗君、他に何か案があるか？」


    　クラタの声にも目にも、表情にも皮肉は欠片かけらもなく、ただ真しん摯しに考えた結論に意見を求める真ま面じ目めさだけがあった。


    　数秒の沈黙。


    「…………いえ」


    　だから、素直に真ま之の斗とは首を横に振っていた。


    「では、最善を尽くそう。今言ったのは最悪の場合だ。なに、その前にプランはＡとＢがある。なんとかなるさ────その代わり、君らにも協力してもらうぞ、トコトンな」


    　クラタはまた鮫さめのような笑顔を浮かべた────医師に向けたのはどうやら作り笑顔のほうらしい。


    　沈黙を破ったのは病室の看護師である。


    「山やま崎ざきさん、ノンレム睡眠に入りましたよ」


    　一気に沈黙が消え、緊迫の空気が流れる。


    　世せ衣いがものも言わずにペン型注射器を一本首筋に打ち込んで目を閉じた。


    　クラタはゴツいＧショックの腕時計を見つめ、五分経過して看護師に「まだノンレムですか」と聞いて「はい」という返事が戻ってくると、ヘッドセットのスイッチを入れる。


    「こちらクラタ、総員警戒態勢、奴が来る！」


    「かもしれない」とは言わなかった。


    「何な故ぜわかるんです？」


    　いつでも「スイッチ」を入れられるように袖そでをまくり上げてペン型注射器を打てるようにして真之斗が訊たずねる。


    「普段のノンレム睡眠は数分で醒さめる、だがもう五分経過してるということは、これまでのデータからして『Ｆ』はどこかに出現しているはずだ。世衣君、この病院内に奴はいるか？」


    「いいえ」


    　世衣は目を閉じたまま首を横に振った。


    「でも、遠くにやつの集まってくる音を感じます……二〇〇メートルはあると思います」


    　よし、とクラタは頷うなずいた。


    「彼の身体からだは弱ってるが、『Ｆ』の出現の間隔は短くなってる、そして次に出てくるとしたらこの近辺、ゲームならここが最終面だ」


    「どうして……僕らを攻略────殺すために？」


    　真之斗の問いに、クラタは「多分違うね」と首を横に振った。


    「それならこの病室にいる我々の前に姿を現すさ……だが何の兆候もない。つまり奴は外から来る」


    「何な故ぜ？」


    「イドは快楽を求めるものだ────さて、現実の人生がどうにもならなくて、夢にまで飽きたら人はどうすると思うかね、霧きり山やま真之斗君」


    「…………わかりません」


    「大抵の場合、次の楽しい夢か、生きがいを見つけない限りは自殺する」


    　そう言ってクラタが腰のホルスターから拳銃を抜いて装弾を確かめた瞬間、病院全体が揺れた。


    　真ま之の斗とたちのヘッドセットに緊急通信で『東二〇〇メートル先に【Ｆ】確認！　接近してきます』という報告が入った。


    「彼が最終的に殺したいのは他人ＮＰＣじゃない。きっと────すでにどうにもならなくなった自分自身の身体からだだ。じわじわ衰弱死するより、ひと思いに自殺したいのさ」


    



    



    　四し郎ろうは新しいステージに立っていた。


    　前回のステージで見た「次のステージ」である病院前。


    　すでに日はとっぷりと暮れ、病院の玄関前にはカーキ色のトラックと自衛隊。


    　四郎が見えると自衛官のひとりがハンドマイクを取った。


    「止まりなさい、止まらない場合は攻撃せよとの指示を受けている！」


    　脚を動かさず空中を滑るようにやってくる四郎を見て、自衛官が引きつった声をあげる。


    　今回はこういうステージか。


    　彼らが背負っているものは火炎放射器らしい。


    　なんとなくだが、病院内にも武装した特殊部隊らしいのがいるのがわかる。


    　ふと、ゲームを始める前に病室で見たあの三人の少年少女の格好を思い出して笑った。


    　あれはこの面の予告だったのかもしれない。


    　よし、なら派手にやってやろう。操作は覚えた。


    　ラスボスを破壊すればこっちの勝ち。夢の中のゲームでも、自分を殺すことができれば、夢の中の自分だけでもあの現実から解放されるかもしれない。


    　矛む盾じゆんに満ちた思考だが、夢を見ていると信じている四郎にとっては何の問題もない。


    　まず相手の攻撃範囲外に一気に後退した後、四郎は両腕を思いっきり振った。


    



    



    　爆発音が病院を揺らした。


    「け、刑事さん！」


    　看護師がこれまでの会話からクラタを刑事だと思って青い顔を向けた。


    「こ、この騒動は？　来たんですか、その……」


    　医師が「君！」と軽く咎とがめるが、クラタはゆっくりと頷うなずいた。


    「ええ、犯人が来ました、早く屋上へ！」


    　クラタの指示に従い、ストレッチャーに移された山やま崎ざき四郎はそのままクラタの部下たちに担がれ、人力で四階上のヘリポートに運ばれる。


    　真之斗たちもその後を緊張しながら追った。


    「セイ姉ねえ、どう？」


    「まだそんなに近づいてきてない、多分まだ一階にいるわ」


    　目を閉じて「耳」を澄ませて「波形」を聞き取りながら世せ衣いが答える。


    「なら急ごうぜ」


    　その間に四、五回ほど病院が揺れ、悲鳴と炎があがるときの音がし、そして爆発音。


    　クラタが耳元を押さえてヘッドセットに届く報告を聞く。


    「火炎放射器部隊は全滅か…………総員待避、入院患者の避難を急がせろ、奴は同じ入院患者でも容赦しないぞ！」


    　クラタは指示を出しながら屋上へのドアを開ける。


    　輸送用ヘリはすでにローターを回し、凄すさまじい風が吹きつけるなか、真ま之の斗とたちは頭を低くしてヘリの中に駆け込んだ。


    「近い!!」


    　ヘリのエンジンとプロペラの音に耐えかねて、世衣が耳を押さえながら叫んだ。


    「どれくらいだ？」


    「二階下、いえ、今一階上に上がりました！　あと二〇メートルもないです！」


    「急げ、もう下まで来てる！」


    　先に乗り込んだクラタが叫ぶ中、真之斗たちの背後で屋上の床が下へ崩れ落ちた。


    　できた穴から白いコートの少年、四し郎ろうの姿をした「Ｆ」と呼ばれる存在がゆっくりと上ってくる。


    「グレネード装そう填てん、撃て！」


    　クラタの指示に従い、振り向いた男たちが腰だめでアサルトライフルの下に装着されたグレネードランチャーを発射する。


    　爆発音が響き、燃え上がる炎の中、ゆっくりと光の粒子が集束し始めるが、そこへ首筋にペン型注射器を打ち込んだ世衣が、口を大きく開いた。


    　音も声も聞こえず、人ひと形がたを取り始めた粒子が、ただ一瞬でぱあっと散った。


    　テルミットの炎もまた、一瞬でかき消える……燃焼という「波」を、世衣の「声」が打ち消したのだ。


    「た、助かったのか？」というクラタの部下の声に、


    「いいえ、まだ来ます！」


    　と世衣が答えた通り、粒子はざりざりという音を立てながらねじれ、うねるような動きで集束してヘリに迫る。


    　ヘリが離床したが、高度が足りない。


    　相手はするすると近づきながら、ゆっくりと空中へと舞い上がり始めた。


    「追ってくる！」


    　クラタの部下が叫びながら後部ハッチからアサルトライフルを撃つが、白いコートの身体からだを、頭をすり抜けていくだけで相手は小さく揺らぐことさえない。


    　白いコートの少年は大きく腕を振りかぶった。


    「！」


    　その次に来る衝撃波を覚悟してハッチ周辺にいて発砲していたクラタの部下たちの身体が強こわ張ばる。


    　その横を、小柄な影がすり抜けた。


    　ハッチギリギリまで進み出ながら真ま之の斗とが繰り出した拳が衝撃波のようなものを打ち消した。


    　真之斗は飛んできたそれが「Ｆ」の身体の一部を針状にして超高速で一斉に撃ち出したものだと理解する。


    「任せて！」


    　真之斗はそのまま二本目のペン型注射器を両肩に突き刺してから飛び降りた。


    「だめ！」


    　世せ衣いの声と白い指先は少年の手首を掴つかみ損ねた。


    　飛び降りていく真之斗の上半身と腰から膝裏、足首までを光が覆おおう。


    　空中ですれ違いざま、落下する真之斗は、上昇してくる白いコートの少年の顔面を殴りつけながら屋上のコンクリートをも粉砕した。


    　広がる亀き裂れつをバックに、ぱっと花が散るような勢いで光の粒子が散る。


    　今まで数百発の銃弾を受けても無傷だった白いコートの身体が、はっきりとよろめく。


    　だがすぐに吹き飛んだ頭部が集束再生し、山やま崎ざき四し郎ろうの顔を持った怪物は面白そうなターゲットを見つけた、という笑顔を浮かべて屋上へと引き返した。


    　安あん堵どのあまりしゃがみ込むクラタの部下たち数名を押しのけ、


    「真之斗！」


    　ヘリの前のほうから移ってきて叫ぶ世衣の横を、ペン型注射器二本を両手で素早く左右の太ふと腿ももに突き刺して薬液を注入したばかりの亜あ世ず砂さがすり抜けた。


    　屋上に向かって飛び降りる。


    　風が恐ろしい勢いで亜世砂の身体を翻ほん弄ろうしようとするが、亜世砂は目を見開いてみるみる近づく屋上を見つめ、そして、着地した。


    　着地の勢いと衝撃を膝で二割受け止め、ごろごろと前転して相殺するつもりだったが、爪先から腰、背中までを金色の光が覆って、まるで彼女を下から支えるように補助し、あっさりと衝撃もなく降り立った。


    「うわ……なんか、オレ、凄すごいかも……」


    　高く飛ぶだけでなく、飛び降りても大丈夫かは賭かけだったが、どうやら心配しなくていいらしい。


    　空を見るとヘリから屋上までは少なく見積もっても三〇メートルはある。


    「…………ホントに凄すごいんだ」


    　ぽつんと呟つぶやいた亜あ世ず砂さだが、次の瞬間、嫌な気配を感じて屋上に伏せた。


    『亜世砂、大丈夫なの？　真ま之の斗とは？』


    　ヘッドセットから聞こえてくる世せ衣いの声に答える前に、間一髪頭の上をコンクリートの鋭い破片と衝撃波の欠片かけらのような鋭い音が駆け抜けていく。


    「そうだ、真之斗！」


    　屋上では攻防戦が繰り広げられていた。


    　回り込みながら左右の腕から発生する衝撃波を叩たたきつける白いコートの少年に対し、真之斗は金色の拳で対抗する。


    　拳が衝撃波に見える無数の針の波を斬り裂くが、完全に無効化はできず、屋上のコンクリの床面にも、建物自体も巨大な爪つめ痕あとを思わせる傷が無数にでき上がる。


    「姉貴！　これからヘリをオレの前、いや前方五〇メートルぐらいのところに、高度を四…………いや、二〇メートルぐらい下げて待機させておいてくれ！」


    　伏せたまま、亜世砂はヘッドセットに叫んだ。


    　真之斗は相手の攻撃をよく防いではいるが、フットワークの軽さは生身を持たない白いコートの少年のほうが速い。


    　それに元々格闘技の経験どころか身体からだを鍛えてもいない真之斗は、もう息が上がり始めていて、いくつかの衝撃波の余波を受けるようになっている。


    　身体を包んでいる金色の光も、心なしか輝きが薄くなってる気がする。


    （うわ……やばい、真之斗の馬鹿、もちっと耐えろよ、男の子だろ！）


    　頭の中でそう叫びながら、それでも亜世砂はアスリートとしての冷静さでタイミングを計る。


    　相手はＳの字を描きながら真之斗の周囲を回り、一度Ｓの字を描き終えると必ず半周、あるいは回り込もうとするコースを取る。


    　敵にとって今ある全てがゲームなら、恐らくこれが奴にとっての「必勝パターン」。


    　そして、Ｓの字を描き終えた。


    　回り込む動きを始めた瞬間、亜世砂は身を起こし、走った。


    　走りながら叫ぶ。


    「真之斗、いくぞ！」


    「え？」


    　突如屋上の端から突っ込んできた姉の声に真之斗が反応するよりも早く、その手を引いて亜世砂は走り、最後に彼を両手でかかえ上げると、


    「いっけええええ！」


    　と叫びながら空中へ飛び出した。


    　このとき、ようやく白いコートの少年は周回移動をやめて直線で亜あ世ず砂さと真ま之の斗とを追いながら右腕を振ろうとしている。


    　ほんの数十分の一秒。


    　そのまま少年をかかえて数十メートルの高さにあるヘリのハッチの中に飛び込む。


    　転がり込むふたりをクラタの部下たちが、本来は貨物固定用の緩衝材として使うマットレス数枚で受け止めてくれた。


    「無事か。真之斗！」


    「う、うん」


    　立ち上がりながら訊たずねる亜世砂に真之斗はぎこちなく頷うなずいた。


    「でもさ、せっかく格好いいところ見せてたのに、お姫さま抱っこで飛ばないでよ！」


    　そして自分のさっきの姿がどう見えたかに気づいて、顔を赤めた真之斗が言い、


    「礼より先にそれかよ、お前なー」


    　と、亜世砂が笑おうとした瞬間、耳障りな絶叫が空気を震ふるわせた。


    「！」


    　閉じつつあるハッチの向こう側、ヘリの離着陸用のライトに照らし出され、屋上では人ひと形がたをした靄もやのような物が暴れ狂うような動きをしていた。


    　巨大だ。肩の辺りまでだけで一五メートルはある。
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    　やがてその足が屋上のライトを殴り飛ばし、給水塔を殴り飛ばすような動きをしている。


    　だが壊れない。煙か幻影のようだ。


    「ひょっとして…………何か新しい能力？」


    　真ま之の斗との声が虚うつろに響いた。


    「スピードを上げろ！」


    　クラタの言葉に呼応するかのように、人ひと形がたの粒子は渦巻きながら空を突き進み始めた。


    「！」


    　ハッチがそのときに完全に閉鎖される。


    　思わず駆け寄ってハッチの窓から後部を見る真之斗の目に映るのは、夜の町の明かりで下から照らし出されつつ空をうねりながら飛んでくる粒子の塊だった。


    「！」


    「医せん師せい！　彼を覚醒させる方法はありますか？」


    　それまで呆ぼう然ぜんとしていた医師が世せ衣いの言葉に我に返る。


    　看護師は機械の数値と不安定な機体の中、点滴パックを維持することに懸命で、何が起こっているかは見ていないようだった。


    「な、なんでそういうことになるんですか！　というか、あの化け物はなんですか？　殺人犯かテロリストじゃなかったんですか!?」


    　医師の当然な疑問に、


    「申し訳ありません、私たち嘘うそをついていました……あの化け物は山やま崎ざきさんのイドの怪物です、ノンレム睡眠時に出現するんです！」


    　世衣は有無を言わせぬ気迫で医師に迫った。


    　クラタが説明を止める暇もなかった。


    「とにかく、彼の意識をしばらく覚醒状態に持っていってください！」


    「駄目だ！」「駄目だよ！」


    　クラタと真之斗の声が重なった。


    「ここで今奴を消したら、次はどこに出てきて暴れるかわからない、ここで決着をつける！」


    「私も同意見だ」


    「無茶言わないでください、今のを見たでしょう？　彼は予定よりも早い時期に現れてEXMODエクスモツドの力を暴走させてる、イドが膨ふくれあがってる！　人の形さえ保てない！　つまり、それは……それは……」


    　世衣は次第に我に返り、その先に続く「彼の命は、多分もう長くないかもしれない」という言葉を飲み込んだ。


    　それならば、ここで目覚めさせ、二度と白いコートの少年こと「Ｆ」が現れないようにしてしまったほうが、とさらに続くはずだった。


    「完全に覚醒させ続けてしまえば、彼の死期は早まる。『閉じ込め症候群』は長い寿命を保てない。これまでほとんど人工呼吸器に繋つながれずに三年以上生きてきたことが不思議なぐらいだ」


    　医師は冷静さを取り戻し、言葉を選んで、世せ衣いに話しかけた。


    「私は医者だ、患者を殺す手助けは、できない────眠りと同時に覚醒も、第三者が完全にコントロールすることはできないんだ」


    「でもどうすれば！」


    　世衣の声がヘリの機内に悲痛に響く。


    「それに関しては私に考えがある」


    　クラタの声はいつもと変わらないが、冷たさが抜けている気がして、世衣は彼女を見つめた。


    「こういうことになりそうだとわかったときから、すでに場所は決めてある、君たちに来てもらったのもそれだ…………自衛隊協力のプランＡから、君ら主導のプランＢに移行する」


    「プランＢ？」


    　真ま之の斗とが首を傾かしげた。


    「ああ、EXMODエクスモツド能力も無限ではない。君らも体力が落ちれば能力が落ちる。彼もまた同じだろう。だが肉体からほぼ完全に切り離されているから多少余裕があるように見えるだけのことだ…………実際、あの『Ｆ』が八五分以上存在している報告はない、そして今が今回出現してちょうど一五分」


    　クラタは「つまり」だ、と言葉を繋いだ。


    「あと七〇分、彼がクタクタになるまでお相手して、徹底的に撃ち砕いて、『Ｆ』としても『死んだ』と思わせればいい」


    「どうやってやるんだよ、クラタさん？」


    　亜あ世ず砂さが首を捻ひねった。


    「まさかオレたちでずーっと戦えとか言うんじゃないだろうな？」


    「それもあるが、ちょっとした場所を用意した」


    「否定しろよ」


    「どこですか？」


    　ツッコミを入れる亜世砂に構わず、真剣な表情の真之斗の問いに、クラタはにやっと笑って、意地の悪いクイズ司会者の顔になった。


    「海の上だ。人の待避はもう終わってる……命がけ度数は上がるがそこは考えて我々と同行してくれたんだろう？」


    「海の上？　待避？」


    　首を傾かしげる亜世砂に対し、世衣はひと言で答えを言い当てた。


    「『海ほたる』ですね」
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    　曲線ででき上がった巨大空母のような外観を持つ巨大人口島「海ほたるパーキングエリア」はおよそ一〇〇台のバスを含めた大型車両が停車できる駐車場を、一般車両用四〇〇台分とは別に確保し、中にはフードコート、コンビニまで備え、その種別にもかかわらず、実際にはサービスエリアと同等の機能を備えた一大施設でもある。


    　東京アクアトンネルから東京アクアブリッジを繋つなぐ一大中継地点。


    　夜九時。ライトアップで照らされたその中に車が一台もなく、アクアトンネル出口側と、アクアブリッジ入り口側に機動隊の灰色のバスが横付けされ、完全封鎖されている。


    　その駐車場へ、拡散浮遊しながら追いかけてくる「Ｆ」を引きつけつつ、追いつかれないように絶妙の距離と回避行動をしながら、真ま之の斗とたちと医療機材を載せた輸送ヘリは近づいていく。


    「右にねじる動きを始めました。多分、左から来るつもりです」


    　ハッチに耳を押し当てて外の「音」を聞きながら世せ衣いがヘッドセットに声を張り上げる。


    　この二〇分近く、EXMODエクスモツドとしての能力を使って相手の動きを読み、指示を出し続けていた彼女の額にはびっしり汗が浮いていた。


    「姉貴、大丈夫か？」


    　なるべく声を出さないでいようと我慢していた亜あ世ず砂さと真之斗だったが、ついに亜世砂が耐えきれずに声をかける。


    「大丈夫」


    　小さく世衣は頷うなずいたが、いつものように微ほほ笑えむ元気はなかった。


    「よし、ここいらで一気に引き離せ、どこへ降りるかはバカでもわかる」


    　クラタの命令でパイロットは海ほたるが見える位置で一気に距離を離した。


    　海ほたるの敷地内、今は避難誘導が行われてがらんとした、技術資料館「うみめがね」裏にある駐車場へ秋の海風をかき乱しながらヘリが着陸する。


    　ハッチが開くとクラタの部下たちが先に降り、フードコートなどのある建物に移動する用意をした。


    「先に行ってて、私は少し休んでから行くわ」


    　次に、一番疲労しているであろう世衣がそう声を絞り出し、ヘリの貨物室の簡易シートを倒して腰掛けた。


    「真之斗、先行って、どこでなにをするか、レクチャー受けといてくれ」


    　上空で真相を聞かされた医師と看護師が、青ざめた顔でストレッチャーを押していくのを、地上で待機していたクラタの部下の別働隊が手伝う中、真ま之の斗とは「うん」と頷うなずいた。


    　駐車場横の道路を駆け上って「うみめがね」正面玄関に真之斗が到着すると、先行していたクラタの部下たちが今回の「物資」をそこへ次々に積んでいた。


    　五リットルの水が入った大型ペットボトル、飲料用の五〇〇ミリリットルのペットボトル、さらにエネルギーバーに、アメリカ製ならではの毒々しい色をしたプロテインドリンクの二リットルペットボトル。


    「クラタさんは……」


    　足を止めた真之斗はクラタが次々と積み上げられていく荷物の横で、腰の自動拳銃とは別の六連発のリボルバーを取りだし、弾丸を装そう填てんするのを見た。


    「二挺ちようも銃があるんですか？」


    　思わず声をかける。


    「ああ、いざというときのバックアップだ、再装填するより新しい銃を引き抜いたほうが早い場合もあるんでね…………もっとも今回のような相手じゃ、拳銃では何もできないが」


    　にこりともせず答え、クラタはリボルバーのシリンダーを戻すと、真之斗に腰の自動拳銃を示して、


    「使うか？　銃は男の子のロマンだと聞くぞ、主にフロイト的な意味で」


    　と訊きいてきた。


    「プロの人が使っても役に立たない状況下で、素人が持っても意味ないでしょう？」


    　真之斗は苦笑して首を横に振り、


    「なぜ、僕らをここまで信じるんです？」


    　と逆に訊たずねるとクラタはあっさりと、


    「EXMODエクスモツドになって、理性を保ったまま日常を過ごしているのは君たちが初めてだからだ」


    　と答えた。


    「これまで見つかった例のほとんどが自我の肥大と自分の力に対する不安と不信から心を病んでる。つまり、我々は君たちを信じるしかない。世の中の大半のことは全部信じるか、全部疑うか、どっちかだしな」


    「そういうもの、ですか？」


    「ああ、そういうものだ。だから君らを信じてる…………だが君は私を信じるなよ？」


    「？」


    　謎めいた言葉に、真之斗は首を傾かしげたが、クラタは「お姉ねえさんたちが来たら改めて作戦レクチャーだ」と言い残して、山やま崎ざき四し郎ろうのベッドを追って海ほたるパーキングエリアの中へと進んでいった。


    　普段は白い外観をライトアップされている「海ほたる」は、自らを照らすライトごと、茶褐色でできた金属の網で覆おおわれていた。


    　それがまるで、「海ほたる」パーキングエリアを数百年、魔物がすみ着いて朽ち果てた廃はい墟きよのように見せている。


    　真ま之の斗とはふっと、どこかで同じような印象の建物を見た記憶があるのを思い出した。


    　あれはたしか、一〇年近く前の話。


    　世せ衣いたちが七歳、自分は六歳────生まれて初めて勇気を出して走った日のことだ。


    



    



    　そこはすでに彼女たちが生まれる前から廃墟となったビルだった。


    　よもや母親の浮気相手が幼女趣味もある人間の屑くずだとは夢にも思わず────それ以前にまだ七歳の小こ日向ひなた世衣は、まだセックスというものがこの世に存在すること自体理解していなかった────幼い姉妹は手を握り合って母の言うままにその廃ビルの中に入った。


    　今にして思うと、男が母に近づいて籠ろう絡らくしたのは、最初から自分たちが目的だったのだろう────そして母は男に棄すてられることを恐れて娘たちを差し出したのだ。


    　気がつくと、後ろを歩いていたはずの母は消えていた。


    　さすがに娘たちにこれから起こることを見たくなかったのだろう。


    　男は柱の陰に隠れていて、いきなり現れると妹の首にスタンガンを押しつけた。


    　大の大人でさえ倒れる電撃に、子供が耐えられるはずはない。


    　あっという間に動けなくなった妹の手足を結束バンドで拘束すると、男はスタンガンの火花をわざとバチバチ鳴らしながら舌舐なめずりせんばかりの顔で、


    「大人しくしないと、もっと痛い目にあうよ？」


    　と猫なで声で言い、それだけで、もう少女は動けなくなった。


    　童話に出てくる悪魔に、石になる呪のろいをかけられた哀れな王女のように。


    「大丈夫、すぐ終わるから」


    　そう言って、男はズボンのファスナーを下ろした。


    　張り詰めた白いブリーフの中身を引っ張り出そうとしたとき、聞き慣れた声が、聞き慣れない大きさで周囲に響いた。


    　真之斗だった。


    　公園で少女の母親と少女ふたりが話をしているとき、怪け訝げんそうな顔をしていたのだが、少女の母親が「おうちに帰りなさいね」と言い、大人の命令には逆らわない素直な性分だからそのまま帰ったのだろうと思った。


    　その真之斗が、どこで拾ってきたのか先端の折れたゴルフクラブを、引きずるようにして走ってくる。


    「真之斗！」


    　思わず、少年の名を叫んだ。


    　嬉しかった、助かる、と何な故ぜかそのとき確信した。


    　が、男は余裕の笑みを浮かべて振り返った。


    「男の子オスガキは嫌いだな」


    　そう言い捨てたのを覚えている。


    　男の手前で、しかし真ま之の斗とは石に躓つまずいた。


    　そこで、少女の望みは断たれたかもしれない。


    　だが、偶然は少年に手をさしのべた。


    　担ぐようにしていたゴルフクラブは真之斗が転ぶのを避けようと手を前に出す動作に合わせて地面に振り下ろされ、反動で跳ね返った。


    　その勢いで、ゴルフクラブをしっかり握っていた少年はたたらを踏むように前に出る。


    　ゴルフクラブのヘッド部分は折れていて鋭く尖とがり、地面から跳ね上がりながら前に突き出される形になった────男の股こ間かんの高さに。


    　ズボンを下ろし、臍へそから下を全開にしていた男の股間に守るものはない。


    　長い、長い悲鳴が廃ビルを震ふるわせた。


    　少年は倒れたままぽかんと男のほうを見上げていたが、男は大慌てで己の股間に刺さったゴルフクラブを引き抜いた。


    　じゃっ、と塵じん芥かいと埃ほこりの積もった廃ビルの床に、赤黒いものが散るのを、少女は見た。


    「ち、血が出てりゅるぅうううううう！」


    　男は驚きのあまり呂ろ律れつが回らず、股間を押さえて泣き叫び、そこからぽたぽたと血が落ちていくのをぽかんと少女は見つめた。


    　そのとき、妹が結束バンドを解いて、落ちていた角材で殴りかかった。


    　妹の一撃は少年よりも容赦がない。


    「ぎゃああっ！」


    　男の頭からも血が噴き出した。


    「死ぬ、死ぬ、死んでしまう、血が血が血が血が！　医者、医者医者医者医者医者ああああああああああああ！」


    　叫びながら、がに股で男は廃ビルを飛び出していった。入り口近くで隠れていた母がその後を追っていったのも見た────そして男のほうは二度と少女たちの前に現れることはなかった。


    　少年は立ち上がり、少女のところへやってくると手を差し出した。


    　そういえば、少年を見上げたのはこのときが初めてだった。


    「大丈夫？」


    　少年は少女が風邪を引いたとき、お見舞いに来たときのように聞いた。


    　それが、嬉しかった。


    　思わず抱きついた。


    　少年のぬくもりが、これほど優しくて頼もしいとは思わなかった。


    　やがてそのぬくもりに、妹の体温が加わる。


    　それだけでホッとして、少女はようやく泣きだした。


    　少年も、妹も、つられたように泣き始めた。


    　彼女たちの上から暗雲は去り、そこから差し込んだ光は、少年の姿をしていた。


    　以来、小こ日向ひなた世せ衣いにとって、霧きり山やま真ま之の斗とは「弟のような王子様」になった。


    



    



    「姉貴、大丈夫か？」


    　亜あ世ず砂さの声に、世衣はヘリの簡易座席の上で自分がいつの間にか「落ちて」いたことに気がついた。


    「ええ…………どれくらい寝てた？」


    「二、三分ぐらいかな」


    　茶褐色の金属の網で覆おおわれた海ほたるＰＡの建物はまるで魔界の城のように見えた。


    「昔とは逆ね」


    　あのときは建物の中に相手が待ちかまえていたが、今は自分たちが相手を誘い込む形になっている。


    「？」


    　首を傾かしげる亜世砂に微ほほ笑えみかけ、


    「じゃあ、行きましょう。もう大丈夫」


    　世衣が立ち上がると、心配した真之斗が迎えに来てくれた。


    　そして三人は「海ほたる」パーキングエリアＰＡの上にある四階のフードコートを目指した。


    　中央の階段を使って上っていく。


    　中央にある吹き抜け、五階の展望デッキへの階段とエスカレーターは鉄板と特殊な銀色の充じゆう填てん剤で封鎖。そしてフードコート、コンビニや飲食店の天井といわず床といわず、びっしりと茶褐色の金属の網が覆っていた。


    　陳列棚には商品が並んだまま、店の外に置かれた看板やメニューにまで同じ金属の網が覆っていて、階段は鉄板と銀色の充填剤で塞ふさがれ、停止したエスカレーターも、蓋ふたをするような大きさと形の鉄板が、天井からワイヤーで斜めに吊つるされている。


    　ここ全体がクラタが用意した「プランＢ」の心臓部だ。


    「姉貴、もっと食わないと」


    　そう言って亜世砂がヘリから持ってきたペットボトルとエネルギーバーを押しつける。


    「ええ」


    　頷うなずいて世せ衣いが装具を着用したままの右手でペットボトルのキャップを捻ひねる。


    　不思議なことにEXMODエクスモツドの能力は、世衣の右手には発動していないので、装具はそのままになっていた。


    「この準備…………外の網を見れば、どう考えても病院からのヘリから指令を出してからじゃ不可能な準備よ…………プランＢが最初から本命だったのね」


    「外聞の悪いことを言うな。私は君たちを信用して準備しただけのことだよ小こ日向ひなた世衣君」


    　あれこれ部下たちに指示を出していたクラタが大真ま面じ目めに言った。


    　彼女たちの周囲には数名のクラタの部下たちが、一定間隔に広がって警戒してくれているから、突如襲われても警告は出るはずだ。


    　フードコートの奥にある、扉が溶接され、例の茶褐色の金属網で覆おおわれたエレベーター前にストレッチャーと医療機器は固定され、非常用バッテリーに繋つながれた。


    　さらに待機していたツナギ姿の男たちがテキパキと四し郎ろうの横たわるストレッチャーを囲むように六畳ほどの金属の枠を組み立て、中にさらに予備バッテリーを設置する。


    　枠にはすぐに薄い金属板をセラミックで挟んだものがはめられ、紙一枚が入るかどうかという隙すき間まを、銀色の充じゆう填てん剤が覆う。


    　見る人間が見れば、そのドーム状の施設が電磁場から中身を守るための「ファラデーケージ」と呼ばれるものを、放射線を防ぐセラミックと金属板でさらに覆ったものだとわかる。


    「君たちは大丈夫なのかね？」


    　四郎の主治医が彼のバイタルをチェックしながら問うのへ、


    「それは私たちにもわからないんです」


    　制服姿のまま、世衣は疲れた笑みを浮かべた。


    「しかし君たちの主治医から効能の話は聞いてたが、PARANO=ERパラノエルにそんな副作用があるなんて……この目で見なければ未いまだに信じられない。君は特に疲労しているみたいだ」


    「なにか、疲労を消すお薬はありますか？」


    　珍しく冗談交じりに世衣が訊たずねた。


    「クエン酸とビタミンぐらいだが、今ここにあるのは彼用の薬で、そういうものはないんだ……まだそこの自販機でビタミン入りのドリンクを買ったほうが安全だよ」


    　何とも言えない苦笑を医師は浮かべた。


    「山やま崎ざきさん、呼吸、脈拍安定、脳波はノンレム睡眠のままです」


    　緊張しきって会話に参加する余裕のない看護師が硬い声をかけてきた。


    「よし、そろそろ眠剤の点滴取り替えよう」


    「はい」


    「医せん師せい、彼の様子は？」


    　クラタが現地で待機させていた残りの部下たちを引き連れてやってきた。


    「安定しています。ですが『閉じ込め症候群』になって半年だ、いつ状態が急変するかはわからない、三年間自発呼吸をしていること自体が奇跡なほどで、どうなるか……それに薬を使ってもノンレムを維持できるわけではないんですよ」


    「わかってます。部下に送らせますので医せん師せいたちはそろそろ逃げてください。彼の最終目的はこの肉体自身ですから」


    「医者が患者を見捨てて逃げるのは、医者を辞めるときだけです、その代わり看護師の彼女をお願いします」


    　わかりました、と脅おびえる看護師を部下に引き渡し、お考えは変わりませんか、とクラタは続けた。


    「生き延びてこそ、という事態もあります…………彼は夢の中にいますが、その中で現実の人間を一〇〇人以上殺している。あなたが命を懸ける価値はないかもしれない」


    「では何な故ぜ、彼を助けるんです？」


    「私にとって、罪はきっちりと償わなければ意味がない。裁くことに意義はないからですよ…………何百人殺した悪党でも、法の裁きをきっちり受けさせる、それが法治国家とそこに所属する公僕と呼ばれる者の務めです」


    「…………」


    　クラタと一緒にやってきた真ま之の斗とは、この剃刀かみそりのような女性の横顔を改めて不思議そうに見つめた。


    　人を人とも思わぬような所があるくせに、奇妙なほど彼女は生真ま面じ目めにも見えた。


    「真之斗」


    　ぐいと腕を世せ衣いに引っ張られる。


    「今のうちよ、急いで食べて、飲んで」


    　疲れているのか、少し不機嫌そうに世衣はエネルギーバーの箱とビタミン系の炭酸飲料の入ったペットボトルを押しつけた。


    「あ、うん」


    　頷うなずきながら少年は言われるままにペットボトルの炭酸飲料でパサパサした高カロリーのエネルギーバーを流しこむ。


    「大人の女」に自分が見とれて、そのことを世衣が嫉しつ妬としたとは夢にも思わない。


    　最後の一滴を流しこんだところで、周囲にいるクラタの部下と、クラタのヘッドセットが一斉に鳴るのが小さく聞こえた。


    「敵、来るぞ！」


    　クラタは真之斗たちに向き直った。


    「ヘリの中で説明した作戦通りにいく、頼んだぞ。これまでのデータからすれば、奴が存在できるのはあと二〇分だ。そのギリギリに決着をつけたい」


    「…………ええ、そうですね」


    「まあ、仕方ないよな」


    「わかりました」


    　世せ衣い、亜あ世ず砂さ、真ま之の斗との順に頷うなずいて、三人は外へ向かう。


    



    



    　ゲームにおけるラストの面はいつも長尺になるし、場所も移ることが多いが、空を飛ぶのは楽しい。


    　四し郎ろうはしばらく自分に実装された「新機能」で空を飛ぶことを楽しんだ。


    　自分を構成する粒子をコントロールして面積を大きくすれば、揚力を得て飛べるという理屈なのだろうとボンヤリ理解する。


    　ヘリコプターにはなかなか追いつけなかった。


    　上手うまく相手は右に左にこちらの動きをかわし、さらには引き離したりしつつ、こちらを誘導する。


    　撃墜できない状態なのだと理解して四郎は夜の飛行を楽しんだ。


    　やがて、ヘリは「海ほたる」に着陸した。


    　そのまま向かってもよかったが、それだけではつまらない。


    「と、止まれっ！」


    　近くにいたパトカーから警官が銃を構える。


    　四郎は右腕を振った。


    　警官は派手に吹っ飛ぶが以前のように血の染みにならず、骨が砕ける音もせず、壁に叩たたきつける前に地面に落ちた。


    　威力が落ちている。


    　なるほど、ハンディキャップ状態でのラストバトル、最終面。


    　見ると、腕の輪郭がボンヤリしていた。


    　自機────自分自身が崩壊していると理解する。


    　意識を集中させるとまた輪郭がはっきりした。


    　なるほど、もう頻ひん繁ぱんにエネルギーチャージしながらでなければ戦えないのだ。


    　だが、これは何かに応用できるかもしれない。例えばチャージのタイミングとか。


    　コンティニュー数も得点も出ないゲームを四郎は始めた。


    　ゆるゆると進みながら攻撃する。


    　銃弾が身体からだを貫くが、痛みはない、何も感じない。


    　だが人々の恐怖の感情や悲鳴は聞こえる。


    　こういうゲームはこれが最後だといいなあ。さすがにもう飽きてきた。


    　四し郎ろうは思わず口に出して呟つぶやいていた。


    　楽に移動しようと思って少し身体からだの結合を緩め、病院の屋上と同じく、自分を巨大化させてみた。


    　こうすると攻撃はできないがチャージしている状態になると気づいていた。


    　足下にある機動隊のバスと透明な盾を持った機動隊員が唖あ然ぜんとこちらを見上げるのを楽しく見物しながら歩き出す。


    　まあ、それはそれで面白かった。


    　ゆっくりと海ほたるパーキングエリアＰＡまで歩いていく。


    　身体全体にみるみる隙すき間まが生まれ、巨大化していった。


    　この状態なら楽だ。


    　目標に近づいたらまた集束すればいい。歩いてたどり着くまでにはかなりエネルギーがチャージできるだろう。


    　高低差のあるアクアブリッジまでの道のりを夜風の音を聞き、肩の高さから道路照明灯に照らされつつ幽霊のように。


    　巨大化させると密度が減るのか、機動隊のバスも、機動隊員も踏み潰つぶしても足の中を素通りするだけで潰れも壊れもしないが、ザコキャラはもう気にならなかった。


    



    



    「うみめがね」の陰から真ま之の斗とたちが見たのは、アクアブリッジ側から悠然とやってくる、白い霞が集まっているような巨人の姿。


    　これまでと違い、「彼」が触れた道路照明灯や道も壊れることなく、踏み潰されたはずの機動隊のバスや隊員たちも無事で、皆キョトンとしている。


    「霧の巨人、だな」


    　腰に手を当てて亜あ世ず砂さが言う。


    「多分、ここにたどり着くと同時か、それまでに集束していつもの姿になるわ」


    　世せ衣いが目を閉じて声を硬くした。


    「音に力が戻ってきて、大きくなってる」


    「…………じゃあ、クラタさんの指示通りに」


    　真之斗はいつになく冷静な声だった。


    　手を握りしめる。


    　脳裏を、あの電車の中の白い手がよぎる。


    　誰にも繋つながらなかったあの白い手。


    　今度は違う。


    　そして、二度と掴つかみ損ねはしない。まして、このふたりの姉代わりの少女たちの手は。


    「真ま之の斗と」


    　世せ衣いは目をあけ、少年に向き直った。


    「これが終わったら、と思ったけど、今言うわ」


    　少女は少しかがみ込み、少年の唇くちびるを奪った。


    　唇が重なっていたのはほんの数秒。


    　だが少年と少女にとっては永遠にも等しい数秒。


    　唇を離すと、世衣は真之斗の顔を覗のぞき込んで言った。


    「好き」


    「────！」


    　見ていた亜あ世ず砂さは固まってしまったが、それ以上に真之斗は停止ボタンを押した画像のようになってた。


    「つ…………つまり、そ、それって」


    　ややあって、口だけがかちかちと動いて声を吐き出した。


    「姉が弟を、という意味じゃないわ。私は女として、あなたを、男として好き」


    　そう言って微ほほ笑えんだ世衣の顔は生々しい肉体をもった「女」の顔であり、同時に清せい楚そな「少女」でもあった。
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    「あ、あのぼ、僕は……あの、あの、あの」


    　真ま之の斗との顔がみるみる赤くなりながらもなんとか答えを作り出そうとするのへ、世せ衣いは人差し指をその唇くちびるに当てて微ほほ笑えんだ。


    「答えは、急がないわ。突然のことだし、真之斗も驚いているだろうから。でも、必ず生きてこの場を切り抜けて。私もそうするから…………そして、今回のことが終わったら、あなたの答えを聞かせて」


    「…………わかった」


    　こくん、と少年が頷うなずき、世衣の微笑みが深くなるのを見て、亜あ世ず砂さは胸に痛みが挿すのを感じ、無理矢理に苦笑いの表情を作ってそれを押し隠した。


    「ほら、おふたりさん、ラブラブ空間も結構ですけど、ここ戦場だかんな！」


    「敵が収縮！」


    　亜世砂の声に被かぶさるように、双眼鏡を覗のぞき込んで観測していたクラタの部下が硬い声を出した。


    「皆さん、ここから先は私たちの仕事になります。クラタさんのところまで移動してください、後はお願いします」


    　世衣は穏やかに、しかしきっぱりと言った。


    「移動してください」で「避難」でも「撤退」でもないというのがこの少女の心遣いだった。


    　同時に、姉のそういう心の動きを知っている亜世砂からしてみれば、


    （まあ、オレたちもあいつと同じ化け物、ってことだよなあ、やっぱ）


    　と思わずにはいられない。


    「亜世砂、真之斗、準備して」


    　そう言って世衣は首筋にペン型注射器を突き刺した。


    「ああくそ、今度は飲み薬にしてくれよな！」


    　脚に怪け我がをした記憶も生々しい亜世砂は目を閉じて、レーシングパンツに半なかばまで包まれた、自分の引き締まった左右の太ふと腿ももそれぞれ一本ずつペン型注射器を突き刺す。


    　真之斗も両肩にふたりと同じくペン型注射器を突き刺した。


    　かしゅっ、という圧搾空気が薬液を押し出す小さな音が聞こえた。


    　やがて、アクアブリッジ側からひときわ低く沈み込んだ道の彼方へとゆっくり霧の巨人は姿を消し、そして再び昇ってくる頃には、白いコートの少年の姿に戻っていた。


    　爪先を浮かせた彼の周囲を白い球状の光が覆おおい、光の触れる範囲のアスファルトが砕け、ボロボロになりながら空中に舞い上がっていくのが見える。


    「…………」


    　思わずぞくっと身を震ふるわせる亜世砂の横をすっと真之斗が出ていく。


    「大丈夫、アズ姉ねえ、打ち合わせ通りなら怖くないから」


    　街路灯に照らされて、いつも小さいと思っていた少年の背中が、やけに大きく見える。


    「真ま之の斗と…………」


    　不思議な感慨と、寂しさが亜あ世ず砂さの胸にわき上がる。


    　いつも自分にからかわれていたり、世せ衣いに窘たしなめられていたりする少年はそこにはいなかった。


    「アズ姉ねえ、セイ姉をお願い」


    　言って、歩き始めた。


    「…………わかった」


    （さぁ、始めるぞ…死ぬなよ、真之斗）


    　亜世砂がちらりと見た少年の背中から、ゆっくりと黄金の光が伸びていく。


    



    



    　アクアライン入り口にたどり着いた真之斗は、敵目がけて走った。


    　白いコートの少年「Ｆ」は悠然と進む。


    　海ほたるの敷地内、に入ると、大きく、勢いよく腕を振るった。


    　飛んでくるものが「衝撃波」の一種だとイメージし、拳を繰り出す。


    　何かが拳に当たり、斬り裂く感触。


    　拳を中心にした三角錐すい状に空気が斬り裂かれて震ふるえ、周囲のアスファルトが砕ける。


    　もう一発、二発、三発、四発。


    　近づきながら次々に「Ｆ」が腕を振り、その度たびに真之斗が一瞬遅れで左右の拳を打ち出す。


    　一発ごとに相手は近づき、近づくごとに拳が砕く物が重く、硬く大きくなるのを感じる。


    　そして苛いら立だった顔になった「Ｆ」が一気に間合いを詰めた。


    　そのまま真之斗に体当たりを喰らわせようとする。


    　一瞬、真之斗が消えた。


    　鋭く「Ｆ」の周囲で風が鳴るものの、真之斗の姿は見えない。


    　驚いて周囲を見回す「Ｆ」の背後から、


    「こっちだ」


    　と真之斗の声がかけられ、振り向いた「Ｆ」が、驚きよう愕がくの表情を浮かべるその顔面へ真之斗の拳が銃弾のように撃ち込まれた。


    　砂の像に鉄球をぶつけたように、「Ｆ」の顔面が砕け散り、次の瞬間、背後から殴りつけた真之斗の姿が消える。


    　そして、映像を逆再生するように散った粒子から、再び頭部を再生しながら振り向いて、苛立った形相で真之斗を捜そうとする「Ｆ」。


    　その背後に、今度は世衣が不意に現れると、思いっきり口をあけて「声」を放った。


    　全ての粒子の結合を砕き、機能させなくなるほどのダメージ。


    　あと一五分。


    



    



    　三○分前、着陸前のヘリの中。


    「我々が『Ｆ』と呼ぶ山やま崎ざき四し郎ろうの二重存在ドッペルゲンガーに関して、これまでいくつかの憶測を並行して走らせていたが、小こ日向ひなた世せ衣い君のお陰でひとつに仮説を固定できた」


    　ヘリの中、エンジン音に声をかき消されないようにクラタはヘッドセットを繋つないで三人に話した。


    「先ほどの病院襲撃の際、私の部下が映像とともに音声を収録、本部で解析して、世衣君の聞いた『音』の波形から奴の身体からだを構成している物質とその原理を特定した」


    　クラタは自分のスマホを取りだしてメッセージを開く。


    　いくつかの波形が先に表示され、下にそれと似た波形が複数、さらに病院の破壊跡から回収されたものの写真が映し出される。


    「複数種類の圧縮音だ、つまり粒子が集束する際に何らかの力を使っていくつもの物質を自身に引きつけ個体化させているときに立てる音…………奴が出現するときに聞こえるのは、抜いたばかりの人間の歯と砂が、圧力をかけられながら一緒に混じるような音だと君は言ったね？」


    「はい」


    　はっきりとした腐った血肉の臭いの波形、そしてエナメル質の擦こすれ合う波形、さらにそこへ砂がざりざりと噛かみ込んでいく波形が不協和音となって世衣の耳には聞こえていた。


    「つまりEXMODエクスモツドの能力の基本は量子レベルでの物質変換と再構成だ。今回はそれで肉体を丸ごと作り出したが、今の所、その正体は人の形をした細かいゴミの塊の可能性がある」


    「ゴミ？」


    　世衣が首を傾かしげた。


    「これは奴が暴れた跡から必ず回収される物質で、分析したところ、カルシウムとエナメル、そして腐敗したタンパク質の一種だそうだ」


    　クラタが破壊跡から回収した黒い破片をピッチアップした。


    　さらにクリックすると別の画像が出る。化学式だ。複数の化合物だと示しているが、それを辛かろうじて理解したのは世衣だけで、残る真ま之の斗とと亜あ世ず砂さは首を捻ひねるばかりである。


    「人間は自分でも知らないうちに古くなった皮膚、髪の毛、爪の欠片かけらを地球上のあちこちに落としてる。それを集めて人の姿にさせているだけで、つまり、あれは死んだ人間の細胞を高圧縮して作られたゾンビに近い。おそらくね」


    「うえ……」


    　亜世砂が嫌な顔をする。


    　つまり自分たちが戦ってる相手は人の垢あかと古くなった爪と、歯の破片でできているのだ。


    「金色に光ってるのはEXMODエクスモツドの力で、実体は汚いトゥースフェアリーってわけか……」


    「ゾンビまがい、ってことは結局倒せないってことですか？」


    　真ま之の斗とが当然の疑問を口にするが、クラタはにやりと笑った。


    「奴を倒す必要はない。ただ集束できないように周辺の物質を消耗させればいい。奴の抗生物質に灰はなかった…………つまり燃やせば奴はまた人、あるいは生物の身体からだから出た老廃物を集めないと復活できない」


    「それで病院で自衛隊の人たちに火炎放射器を持たせてたんですね？」


    　真之斗の言葉にクラタは頷うなずいた。


    「病院ではその火炎放射器部隊を先に全滅させたことから察するに、奴にもおそらく火に弱い自覚はある────北海道や青せい函かんトンネルの際、活動時間が短かったのは、本体が高熱に包まれて焼き尽くされたんで身体が維持できなかったんだろう。火の気のないサービスエリアでは八〇分間たっぷり暴れ回ってから消えた」


    「でも生物の僅わずかな老廃物は地球上のどこにでもありますよ？　彼をそうじゃない環境に閉じ込める必要があるのでは？　しかも炎を使って問題がない場所…………海ほたるは危ないのではありませんか？」


    　世せ衣いがすかさず疑問を投げかける。


    「それには考えがある。いくつかの案を併走させていたと言っただろう？　彼の正体を知った時点で、どうするかに関しても考えがあるんだ。そのための海ほたるだよ」


    「どうなされるんですか？」


    　世衣の問いかけに、クラタはまた意地の悪いクイズ司会者の顔になって、言った。


    「さて、小こ日向ひなた世衣君、亜あ世ず砂さ君、そして霧きり山やま真之斗君────自衛隊の火炎放射器攻撃は失敗したが、直に火であぶる以外に、最も簡単な機械による安定した加熱方法を君は知っているかね？　今やどこのご家庭にもあるアレだが」


    　世衣が呆あきれた顔になって、しかし頷いた。


    「加熱とは分子の振動である、ということですね？」


    「そのとおり」


    



    



    　そして、現在。


    　唐突に、あらぬ方向から現れた、少女と見まごうような風貌の少年の拳を受けて粉砕されたものの、映像を逆再生するように散った粒子から再び頭部を再生する「Ｆ」のさらにまた背後に、今度は髪の長い美人が現れ、思いっきり口をあけて「声」を放った。


    　全ての粒子の結合を砕き、一時的に機能させなくなるほどのダメージ。


    「Ｆ」は随ずい分ぶんキツいラス面だと思った。無理ゲーのラス面だから当然だとも思う。


    　そしてまた、少年同様に少女の姿がかき消えた。


    　何か、奇妙な音を感じる。笛のような、何かが風を切るような。


    　粉砕された「Ｆ」が拡散するのへ、それまで広大な駐車場のあちこちに隠れていた特殊部隊の格好をした連中が手にしたアサルトライフルの先端に装着した簡易榴弾砲を発射した。


    　榴弾の中身はテルミット焼しよう夷い弾。


    「Ｆ」の足下に着弾すると同時に豪勢な炎があがった。


    　先ほどのダメージで避よける暇もなく、巨大な炎の柱の中、人型の輪郭程度になった「Ｆ」は、また巨大になりながらのたうつ。


    　腹が立った。苛いら立だった子供のように手足を振り回し、足を踏みならす────だが今は「結合」を解かないとダメだ。


    　燃えさかるタンパク質の焦げた匂においが周囲に立ちこめる中、「Ｆ」は結合を解いて「コンティニュー」することにした。


    　夢の中のいい加減さで、恐らく一度ゲームオーバーになればもうこのゲームは再開しないと理解している。


    　妙に息苦しい感じがした。


    　初めてのことだ。


    「撤収！」


    　特殊部隊の男たちがあちこちへ散開していくが追いかけることもできない。


    「Ｆ」が結合を解いて一旦拡散すると、スチールウールが燃えるように、じわじわと火花を散らしながら人型であるコトすら危あやういぐらい不安定に輪郭が変化していく。


    　EXMODエクスモツドの力が消耗しているのだが、「Ｆ」は「エネルギーゲージが底をつき始めてる」と考えていた。


    　破壊され拡散しないように人型を維持するのが精一杯で、やがてダメージを回復したら等身大の大きさに収束されるだろう────そんな楽観視をしている。


    　戦闘が始まって五分だが「Ｆ」に時間の概念はあまりない。


    　炎が巨人を焼き尽くして、しばらく経つとまた光が集束を始めた。


    　EXMODの力が再び周囲にある生物の老廃物を集め、高圧縮させていく。


    　数分も経たないうちに「Ｆ」が等身大まで収束して再び姿を現すが、瞬間、目の前に現れた少年の拳を二発続けて頭と胸に喰らってまた粉砕される。


    　そしてまた少女が現れ、さらに粉砕され、またテルミットの炎が彼を包む。


    　いったい何回コンティニューさせる気だ！


    　怒りのあまり怒鳴った「Ｆ」は、その途端にようやく「Ｆ」は少年と少女の出現と消滅のカラクリに気がついた。


    　もうひとり、いる。


    　そのひとりが恐ろしい速度で移動して彼らを入れ替え、こちらの攻撃から逃がしている。


    　自分の感覚でさえ「コンティニュー」しなければわからないほどの速さで。


    　さすがラス面。キツイ相手を出してくる。


    　だがこれで、チートキャラだった自分がようやくチートになれない相手が出てきた。


    　楽しい。


    　どうやってあの「脚」の少女を潰つぶすか、「声」の少女を倒すか、「腕」の少年をぶちのめすか。


    　この「ゲーム」始まって以来に、彼は頭をフル回転させた。


    　相打ち覚悟で結構。どうせこれが最後のプレイだ…………そのためには、まずは陽動。


    



    



    「突入！」


    　クラタの部下たちが突出し、テルミット手榴弾を撃ち込んだ。


    「亜あ世ず砂さ！」


    　世せ衣いの言葉に亜世砂は、安全圏に対比した姉を抱えて超高速で移動し、再び拡散して周囲の老廃物や塵ちりで新しいボディを作ろうとする「Ｆ」の前に現れた。


    　手榴弾が爆発する寸前、世衣が「声」を放つ。


    　結合を無理矢理解除された「Ｆ」の身体からだは、結合材でもあるEXMODエクスモツドの放つ金色の光の結合力場に覆おおわれる前に、タンパク質とエナメル質とカルシウムの微粒子になってテルミットに焼かれた。


    　さらなるダメージ。


    　そして亜世砂にかかえられて炎の範囲から離脱する。


    　安全圏である「技術資料館うみめがね」の裏で急停止して世衣を下ろすと、大慌てで亜世砂は肩から提げた軍用デイパックから水を取りだして足下にぶっかけた。


    　世衣も同じように手伝う────ふたりの背後にはそのための五リットルの水用ペットボトルが、クラタの手配で山と積んであった。


    「ああくそ、コストパフォーマンス悪い！」


    　そう言いながら亜世砂は、すっかり裏のパターンが溶け崩れて煙をなおもあげている靴くつを脱いでペットボトルの山の横に並んだ新しい靴を取りだして履く。


    「はい」


    　世衣から手渡された高濃度プロテイン飲料の二リットルボトルをゴクゴクと飲み干した。


    「あーくっそマズイなあ、これ！　銘柄指定しときゃよかった！」


    「そうね」同じ銘柄のものを飲み干して世衣も頷うなずく。「これ、最悪の味だわ」


    「これで最後だよ！」


    　離れた所に置かれた段ボール箱から、エネルギーバーとペットボトルの水を両手に抱えて真ま之の斗とが駆け寄った。


    「ふたりとも、大丈夫？」


    「ええ大丈夫よ」


    　亜あ世ず砂さのためにエネルギーバーの封を切りながら世せ衣いが言う。


    「ああ、あと一秒いたら身体からだが焦げてたかもしれねえが」


    　最初に真之斗の拳で砕き、世衣の「声」で砕いて、テルミットの炎、再生しかかったらまた「声」で砕いて、テルミットの炎。


    　これを繰り返すのが「プランＢ」の初期段階だ。


    　だが、テルミット手榴弾の数は限られている。


    　五人の部下が五発ずつ撃てばそれで終わりだ。


    　やがて、拡散しきってうっすらとした霧霞状になった「Ｆ」がゆっくりと、煙がたなびくようにゆるやかなループを進み、真之斗たちの横を通って施設の建物────山やま崎ざき四し郎ろうの自分の肉体へと移動していく。


    　もはや三人と「遊んでいる」余裕はないのだろう。


    　真之斗たちはいつでも敵が向かってきたら、亜世砂に抱えられて移動できるように、肩を寄せ合い、息を潜ひそめてそれをやり過ごした。


    　そして駐車場を横切って、ＰＡへの入り口をくぐる。


    　しばらくの間の沈黙。


    『観測班、報告。「Ｆ」の「尻尾しつぽ」が全てパーキングエリアの内部に入りました。第二段階に移行します』


    　全員のつけたヘッドセットにその報告がされると、真之斗は、「うみめがね」の駐車場に積まれていたものを持ち上げて走った。


    　亜世砂よりも遥かに遅いが、それで十分だった。


    　分厚い、数メートルの高さと五○センチ近い分厚い金属の板。


    　それをＰＡの入り口に押し当てると圧力で仕掛けが外れ、実は何百にも折りたたまれていた板は箔はくのような薄さで、するすると左右に広がると、ＰＡの入り口全体を塞ふさいでしまった。


    　茶褐色なのは今、四階のフードコートと海ほたるを外から全部覆おおっているあの金属網と同じ金属でできているからだ。


    「クラタさん、封印できました！」


    　真之斗が自分のヘッドセットに向かって怒鳴った。


    『よくやった、総員待避！』


    　クラタの声に、世衣を「うみめがね」の彼方、安全地帯であるアクアブリッジ接合部に、先行して対比したクラタの部下たち新たに組み立てて設営した、四角錐すいの片面だけを切り取ったような「避難所」まで待避させた亜世砂が駆け戻り、真之斗をかかえてまた走る。


    　すでに外にいたクラタの部下たちはその「避難所」まで全員移動していた。


    　急停止して真ま之の斗とを下ろすと同時に、また亜あ世ず砂さは肩から提げた軍用デイパックから水を取りだして足下にぶっかけた。


    「この能力、絶対コストパフォーマンス悪い！　あんなにあったのがもうラスイチだぞ！」


    　そう言いながらまた靴くつを脱いでデイパックから用意された最後の靴を取りだして履く。


    「上手うまくいくかな？」


    「いってもらわないと困るわ」


    　ポケットに入れていた最後のエネルギーバーを囓かじりながら世せ衣い。


    　三人の視線は数百メートル彼方の「海ほたる」の施設棟に向けられた。


    



    



    　ゆっくりと「Ｆ」は、拡散した状態でフードコートの中に入ってきた。


    　やはりここに「ラスボス」つまり自分がいる。


    　奥のほうに金属でできたドーム状のものがあり、そこが「Ｆ」には暗くら闇やみの中でも光って見えた。


    　エネルギーチャージを始めよう。


    「Ｆ」はゆっくりと集束を始めた。


    　幸いにもここには彼が必要とするものはふんだんにあった。


    　やがて光が点になり、面になる。


    　暗く、静まりかえったフードコート中、「Ｆ」は元の姿を取り戻してゆっくりと進む。


    



    



    「Ｆ」がフードコートまであと五〇メートルの距離に入ったという報告を聞くと、クラタは自分の入っているドーム状のテントの入り口を閉じた。


    　閉じると同時に接合面にも鉛の混じった接着剤があふれ、急速硬化するのを見届け、クラタは手順通りにドームの天井の電気を消した。


    　消す寸前に腕時計のタイマーをセットする。


    　それからは暗く冷たいドームの中、医療機器の音をクラタは聞いていた。


    　看護師を先に退避させた医師は黙って状況に耐えている。


    　ドームの中クラタはじっと目を閉じていたが、不意に「今か」と呟つぶやいた。


    　軽やかな電子音がドームの中に鳴り響きかけた途端、巨大な猛獣の唸うなり声を思わせる音と稲妻がはじける音がミックスされてこのドームの中にまで響いてきた。


    　クラタの腕時計のタイマーは、そのときゼロを表示している。


    



    



    　停止したエスカレーターを上ってきた「Ｆ」の背後で、それまでワイヤーで吊つるされていた分厚い鉄板が落下し、重々しい落下音と衝撃にその裏に仕掛けられていた四つのゴム風船が破裂すると、中に詰められていた銀色の充じゆう填てん剤がエスカレーターと壁の隙すき間ま全体を覆おおって即座に固まった。


    　そしてあちこちに仕掛けられたタイマーは、クラタの腕時計のタイマーのスタートボタンに連動して作動する。


    　ごううん、というモーターの唸うなる音に似たものが建物内に響き渡る。


    「Ｆ」が首を傾かしげていると突如、彼の周囲が青白い稲妻に包まれた。


    　茶褐色の金属網の表面が青白く輝いて、フードコートの椅い子すも机もポスターも、置かれた食器類も、金属製のものは火花を激しく散らし、樹脂製のものはぐにゃりと溶け始め、燃えるものが一斉に燃え始める。


    　そして「Ｆ」の身体からだも恐ろしいほどの振動とともに崩れ、燃え上がり始める。


    　先ほどのテルミット手榴弾とは比べものにならない広範囲であり、激しさ。


    　何よりも逃げ場がなかった。


    　強大な攻撃。


    　ボディを維持できない。


    「ゲームオーバー」の文字が頭の中に明滅する。


    　だが、「Ｆ」はにやりと笑った。


    　やっぱりラス面だけはある。さあ、ここからが、本番だ。


    



    



    　一瞬、付近全ての道路照明灯が明滅し、消えた。


    　変わって、施設棟のほうが眩まばゆく、青白く輝き、慌てて三人は建物から目をそらす。


    「始まった！」


    　海ほたるＰＡ全体を外から、さらに五階フードコート内側を全て覆った簡易型の電磁波発生装置が作動した証拠だった。


    　いわば巨大な電子レンジ。


    　世せ衣いの「声」や真ま之の斗との拳と違い、瞬間の破壊力には劣るが、機械だけに対象範囲の中にあるものすべてに持続的に一定以上のダメージを与え続けることができる。


    「本体」である四し郎ろうとクラタ、医師と看護師は電磁場を遮断するドーム状の施設を作ってその中に入っているから安全。


    　フードコート内に拡散した「Ｆ」を全て焼き尽くし、無力化するはずだ。


    　細かく砕かれて集束できない「Ｆ」はこれで結合できる全ての物を破壊されて雲散霧消するはずである。


    　やがて、全ての道路照明灯が消え、数秒後すうっとまた元に戻って輝き始めた。


    「……おわった？」


    「…………と思うわ」


    「……あー、やれやれ、だぜ」


    　三人の肩から力が抜けた。


    



    



    　一〇分後。


    　真ま之の斗とが内側の鉛が溶けてくっついてしまった鉄の板をなんとか引き剥はがして入り口を開放し、中に入った。


    　クラタの部下たちが懐中電灯で中を照らし出すと、真之斗も世せ衣いも息を呑のんだ。


    「うわぁ……」


    　中は完全な焦土。真っ黒に焦げている。


    　床も天井も全て、だ。


    「ひでえなあ……これ、復旧にどれだけかかるんだ？」


    「政府のやることよ、気にしないで」


    　そんなことを言いながら亜あ世ず砂さと世衣が歩いていく。


    　その上にうっすらと白い物が積もっているのは、「Ｆ」の残ざん骸がいだろうか。


    　この五階全体を塵ちりひとつに至るまで、有機物全てを強烈な電磁波が全てを焼き尽くしたのだ。


    「クラタさん、大丈夫かな……？」


    　中央に、ストレッチャーを納めた金属のテントがある。


    　自然、心配になって一同は小走りにそこへ近づいた。


    「クラタさん！」


    　先ほどの入り口の要領で、真之斗が溶解して継ぎ目がなくなったテント────電磁場から中の人間や機材を守るファラデーケージだ────の入り口を引き剥がした。


    「やあ、助かったよ……」


    　慌てず騒がず、当然という顔でクラタが笑った。


    　背後には心電図脳波計を装着した四し郎ろうと、汗で濡ぬれ鼠ねずみのようになった医師とクラタの部下に連れられて待避していた看護師が抱き合って安あん堵どの溜ため息いきをつく。


    「よかった」


    　真之斗たちの口からも溜息が出た。


    「とりあえず『Ｆ』は消えた、ってことでいいんですか？」


    「EXMODエクスモツドの操る量子に関してはまだよくわかってないが、ひとつの方向性を与えられた量子が分子や粒子に影響を与えて『情報』になった、それをここまで破壊すれば一度リセットされる…………とは思うがね」


    「彼がノンレム睡眠に入ればまた現れるんじゃ……」


    「ノンレム睡眠時に破壊し尽くしたんだ、今度は復活しないだろう……まあ少なくともしばらくの間は…………まあ、金のかかる作戦になってしまったなあ。立案者の言うことじゃないが」


    　と、クラタは封鎖を解かれたばかりのフードコートに吹きつけてくる風に首を捻ひねった。


    「風の出口はないと思うんだが、なんでこんなに風が……」


    　呟つぶやくクラタへ、


    「あの、ク、クラタさん」


    　医師がおそるおそる、という風に口を開いた。


    「さっき、一瞬電源が落ちたとき、脳波測定器もリセットされました。再起動のための一分間、記録が再会するまでのさらに一分間、彼の脳波がノンレム睡眠のままだったかどうかはわからないんです」


    「ノンレム睡眠って一度途切れたら元に戻るにはしばらくかかるんじゃ……」


    　真ま之の斗との問いに、


    「睡眠のパターンは絶対ではないんですよ…………ノンレムとレム睡眠は小刻みに移行することがたまにある」


    　と医師は青ざめた表情で言った。


    「例えば、その二分間、彼の脳がレム睡眠に移行して、またノンレム睡眠へ移行した場合、電磁波で灼やかれている途中に消えてしまった場合は……」


    　そう言いかけた途端、真之斗たちの背後を見た看護師が悲鳴をあげた。


    　吹き込んできた風が刃の鋭さになった。


    　真之斗がとっさに振り向きながら世せ衣いと亜あ世ず砂さの前に飛び出すことができたのは、奇跡のようなものだった。


    　横殴りの衝撃波が真之斗を襲い、少年は壁に叩たたきつけられる。


    　そこにいたのは人間を針金で模したような、単純化された人ひと形がたのEXMODエクスモツドだった。


    　一分間だけノンレム睡眠からレム睡眠に逃れ、そして「再起動」し、「海ほたる」周辺から己の構成物を引き寄せてきたのだ。


    「真之斗！」


    　叫ぶ世衣は次の一撃の前に「声」を放とうとしたが、こちらは二撃目を喰らって真之斗とは反対側の壁へと飛ばされた。


    　壁にぶつかる寸前、亜世砂が抱きとめて、自分が代わりに壁に叩きつけられる。


    「！」


    「亜世砂！」


    　そのままずるずると床に落ちた妹を、世せ衣いは必死に揺り動かした。


    　呻うめきながら亜あ世ず砂さが目をあける。


    「大丈夫、姉貴？」


    「あなたこそ！」


    「真ま之の斗とのほうへ…………オレはまだ動ける、電源引っこ抜いてリセットしやがるとは……」


    「わかったわ」


    　言った次の瞬間、光輝く針金人ひと形がたにまで凝縮された「Ｆ」は、黒焦げの床に細い棒のような両手の先端を打ち込み、ぐるりと回した。


    　そのままバキバキとコンクリートの床を引き剥はがし、投げつける。


    　歪いびつな円えん錐すい形けいをしたコンクリートの塊が、世衣と亜世砂のいた場所に命中した。


    　一瞬早く、世衣の「声」がその塊を粉砕し、立ち上がった亜世砂が彼女を抱えてなんとか、倒れたままの真之斗の元に移動している。


    　だが、その速度は大分落ちていた。


    　びょうびょうとした風が、封鎖を解かれたフードコートの中に吹き込み、針金人形の周りにまとわりつきながら「Ｆ」が元の姿を取り戻していく。


    　そして悠然と、軽く両手を広げ、眠り続ける自分の肉体へとじわじわ近づいていく。


    　医師がその前に立ちふさがり、さらに庇かばうようにクラタが立った。


    　どちらも逃げろと互いに向けて言わなかった。


    　背後に眠る全ての元凶である少年を、それでも守ることで、クラタと医師の思いは一つ。


    　それを見て、遠くなりかけた真之斗の意識がはっきりした。


    「真之斗！」


    「大丈夫…………ちょっとぶつけたほうの肩が痛むだけ」


    　ふらふらしながら真之斗が立ち上がり、


    「こっちだ、化け物！　ラスボスは僕だ、そいつじゃない！」


    　相手が振り向いた。


    　早くも再生した顔でにんまりと笑いながら、首から下はほとんどスカスカの針金状態ゆえか、これまでにない速度で床の上を滑空して戻ってくる。


    「アズ姉ねえ、セイ姉、逃げて」


    「ばーか、お前を置いていけるかよ」


    「私たちはあなたの姉だもの」


    　亜世砂はいつでもダッシュできるように爪先に体重を移動させ、世衣は息を吸い込む。


    　そして「Ｆ」が腕を振りかぶった。


    「Ｆ」の腕のひと振りはこれまでと違って強烈で、その「衝撃波」らしきものを負傷した真之斗の拳ひとつでは切り崩せず、亜世砂と世衣も巻き込んで、三人は後方へ飛ばされた。


    　そのまま床を滑走し、電磁波発生装置であり、今は黒焦げで機能停止したネット状の装置が貼り付けられた壁際の手前で止まる。


    　止まると同時に床を叩たたいて跳ね起き、真ま之の斗とは走った。


    　近寄ってくる敵を殴る。


    　拳を受けたためではなく、避よけるために雲散霧消した「Ｆ」は真之斗を突き飛ばした。


    　腕を交差させてこれを防いだ真之斗だが、そのまままた後ろへ吹き飛ばされる。


    「Ｆ」が薄く細く、姿を変じた。


    　人の形を失い、細いベルトのような数十メートルの光の帯。


    　世せ衣いの耳はあの耐えがたい音が異様な集束を見せるのを「聞いた」。


    　刃の鋭さ。


    「真之斗、逃げて！」


    　叫んだ世衣の横から亜あ世ず砂さが飛び出すが、数十メートルの薄い帯状に変化した「Ｆ」は天井に伸び、亜世砂の足首をすくい上げるように切りつけつつ、別の方向にも伸びて一気にその真上にある天井自体を一〇メートル近い直径で真円に切り落とした。


    　刃を次々と避よけた亜世砂の上へ、落下する数トン近い天井が地面を震ふるわせる。


    　だが、亜世砂は立っていた。


    　黄金の光に包まれた両脚を上下に一八〇度開き、左脚で身体からだを支えつつ、包まれた右脚で、落下する天井の一部を蹴けり砕いたのだ。


    「は、はは、じゅ、柔軟やってたのがこんな役に立つなんて……」


    　その軽口が終わるよりも早く、今度は糸状になった「Ｆ」が分裂し、幾筋もの刃となって襲いかかる。


    　亜世砂は床を蹴り、壁を垂直に走ってこれから逃れるが、壁もまた粉々に切り刻まれる。


    　真之斗もまた無防備に倒れている余裕はなかった。


    　亜世砂を襲うのと同じ糸状の刃が繰り出され、真之斗はそれを次々と黄金の光に包まれた拳で撃ち砕き、あるいは受け流す。


    　世衣のほうにも刃が伸びてくる。


    　思いっきり息を吸い込んだ世衣が「声」を放つが、これまでと違い、髪の毛のように細く結合した「Ｆ」は彼女の周辺に近寄ることこそできなかったが粉砕されることなく、真之斗や亜世砂への攻撃の手も緩めない。


    　やがてフードコート内はコンクリートと炭化した壁材、天井材の残ざん骸がいが粉末状になって舞い上がり始めた。


    「亜世砂！　真之斗の後ろへ！」


    「声」を一瞬中断して世衣が叫んだ。


    　それだけでこの姉妹には十分だった。


    　黒と灰色の煙状の残ざん骸がいがたなびく中、風よりも早く走る亜あ世ず砂さが世せ衣いを引っ担いで刃をかいくぐって移動し、真ま之の斗との後ろに回り込む。


    　世衣の巻き起こした風がフードコート内に竜巻のように風を作る。


    「いくぞ、マノ！」


    　久々に亜世砂が少年を「マノ」と呼んだ。


    「うん！」


    　すう、と世衣が息を思いっきり吸い込んだ。


    　最大限の世衣の「声」が「Ｆ」へ放たれ、真之斗が真っ正面から、亜世砂が壁を蹴けって背後から襲いかかる。


    　真之斗が拳で、亜世砂は蹴りで。


    　だが「Ｆ」は三人の攻撃を避よけなかった。


    　粉のように砕けて散った。


    「しまった！」


    　亜世砂と真之斗の口から同じ言葉が漏れる。


    　ふたりとも、手応えがなさすぎることを理解していた。


    　破壊したのではない。相手が先ほど真之斗の拳をかわしたときのように、自分を分解したのだ。


    　砕け散った「Ｆ」の粒子は暗くら闇やみの中に消え────そして、山やま崎ざき四し郎ろうの横たわるベッドの前で急に集束して現れた。


    　白いコートの姿は取っていないが、集束した瞬間、床の残骸が巻き上がり、砕け散っていくのが崩れた壁の穴から差し込む月光に見えた。


    「クラタさん！」


    　真之斗が助け出すためにバラバラにした金属テントの残骸の中、医師と看護師は腰を抜かし、しかし、クラタは平然と腰の後ろの銃を抜いた。


    　真之斗と亜世砂は走ろうとして、目め眩まいを感じて脚をもつれさせて倒れた。


    　異様な空腹感と倦けん怠たい感かん、そして寒気が身体からだを襲う。


    「ま、真之斗…………オレ、身体が」


    「僕も…………なんで？」


    　カロリーの激しい消耗が、身体を低血糖状態に落とし込んだのだが、ふたりにはわからない。


    　ただ、身体が動かないことに焦あせりながら這はってでもなんとか近づこうとする。


    「亜世砂、真之斗！」


    　ふたりに駆け寄った世衣も、同じ理由で途中で立ちくらみを起こし、ふたりの間に倒れた。


    「なに……これ？」


    「くそ…………助けるって、決めたのに……決めたのに！」


    　力なく叫ぶ真ま之の斗とたちの前で、「Ｆ」は自分の本体との距離を縮めていった。


    　クラタは驚きも、慌てもせず、「Ｆ」を見つめる。


    「Ｆ」は面白そうな顔をしてクラタの顔を覗のぞき込んだ。


    　クラタの銃の撃鉄が上がる。


    　だが、クラタの銃口は「Ｆ」には向けられなかった。


    　彼女の銃口は横たわる「Ｆ」の本体である四し郎ろうへ向けられ、引き金を引いた。


    　ぱあん、という音と、月光の明かりの中、赤黒い飛沫が四郎の横顔にべったりと飛ぶのを、真之斗と世せ衣い、そして亜あ世ず砂さは呆ぼう然ぜんと見つめた。


    　時間が凍りついて止まるような、一瞬。


    　満足そうに「Ｆ」は微ほほ笑えみ、肩をすくめると、緩やかに輪郭がほころび、すうっと闇の中に溶け込むようにして消えていく。


    　何も残らない静寂が、辺りを包む。


    　クラタ以外のようやく全員が我に返った。


    「クラタさん！　何を！」


    　床に這はったまま叫ぶ真之斗に、リボルバーを持ったまま近寄って、持っていたエネルギーバーの予備を差し出すと、クラタは返り血で染まった顔でにやりと笑った。


    「まあ食べたまえ……それに、アレが見えるか？　人が死ぬとな、ああいう医療機器は甲かん高だかい音を立てるんだ、ドラマで見たことないか？」


    　あごをしゃくってみせると、四郎に繋つながった医療機器は規則正しいパルスを刻んでいる。


    「…………」


    　呆然と、真之斗と世衣、亜世砂の三人は顔を見合わせた。


    「とにかく、カロリー補給をしたまえ」


    　クラタはさらに三本どこからかエネルギーバーを取りだし、世衣と亜世砂に渡すと残った一本の封を切って囓かじった。


    「でも、銃で撃って、血がぱあって……」


    　エネルギーバーを思わず受け取った世衣が呆然と呟つぶやくのへ、


    「知らなかっただろうが、空砲でも血ち糊のり袋を吹き飛ばすぐらいのガスが銃口から出るんだ」


    　見ると、四郎の枕元に、いつの間にか薄いゴムでできた風船がひとつ、激しく中身を飛び散らせた形で置かれていた。


    「そんな…………」


    　真之斗も世衣も、亜世砂もへなへなとその場に崩れた。


    　そして、そのパルス音が変わり、我に返った医師と看護師が慌てて機械をチェックし、信じられない、という顔で四郎を覗き込んだ。


    「脳波が変化しました、これは……」


    　そのとき閉じられていた四し郎ろうのまぶたが震ふるえ、ゆっくりと開き始めた。
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    　結論から言えば山やま崎ざき四郎は目を醒さまし、信じられない速度で回復を始めた。


    　四時間後には掠かすれた声で「ここはどこ？」と訊たずね、看護師が唇くちびるを濡ぬれた綿で拭ふくと、嬉しそうに微ほほ笑えみさえした。その都度、彼の身体からだをうっすらとした金色の光が包む。


    　三年間の「閉じ込め症候群」が終わったこと自体が奇跡、この回復もまた奇跡である。


    　とりあえず、作戦終了直前から襲ってきた猛烈な低血糖症状に対処すべく、真ま之の斗と、世せ衣い、亜あ世ず砂さの三人は、点滴を打ちながらエネルギーバーを二箱分貪むさぼって人ひと心ごこ地ちはついていた。


    　夜明け近く、点滴の針も取れ、ようやく動けるようになった真之斗は、駐車場に仮設された四郎の医療用テントに向かった。


    「少し、中で山崎さんと話していいですか？」


    　と医師に承諾を得て、真之斗は横たわる彼に何か言おうとしたが、言葉が出なかった。


    　山崎四郎にとって、真之斗を殺そうとしたことも戦ったことも、全て夢の中の話だ。


    　ただ、痩やせ衰えたその手をそっと握りしめた。


    　四し郎ろうは不思議そうに真ま之の斗とを見た────どこかで会ったような、という顔だった。


    「どうか、お元気で」


    　それだけ言って、真之斗は医療用テントから出た。


    「お疲れ様」


    　世せ衣いがそう言って、真之斗の肩を抱いた。


    「疲れたよ…………セイ姉ねえ」


    「オレも」


    　いつの間にか反対側に亜あ世ず砂さが笑っている。


    　迎えのヘリが来るまでの間、へとへとになった真之斗たちはフードコートのバックヤードにあったビールケースに腰を下ろした。


    「山やま崎ざき四郎が死んだと『Ｆ』が錯覚してくれたお陰で、EXMODエクスモツドの力の方向性がリセットされたんだろう。多分、君たちと同じで数か月したら健康な身体からだに戻るだろうな。何しろ意識は死んだと思っていても肉体は生きているし、本人は『元に戻りたい』と思っているんだから」


    　クラタがやってきて笑いながら説明してくれた……不思議に鮫さめのような印象はない。


    「…………なるほど」


    　大おお雑ざつ把ぱで危険な計画だったが、それだけの価値はあったのだと真之斗たちはようやく納得できた。


    　だが、明るい話ばかりではない。


    　夢の世界という無意識の領域にいたとはいえ、山崎四郎は「Ｆ」として大量の殺人と破壊行為を行ってしまった。


    「彼、これからどうなるんですか？」


    　世衣の質問に対しクラタは笑みを消し、


    「…………とりあえず当分の間は警察病院、その後は然るべき施設に移送だろうね」


    「まさか裁判にかけるんですか？」


    　真之斗が納得しない顔をするが、クラタはそれはない、と言い切った。


    「どう考えても無理だろう、政府は当分の間EXMODを国民に伏せておきたいから、ここまでの事件そのものが立証されない…………まあいいとこ、特殊な伝染病に罹り患かんしたということにしておくしかないだろうな」


    「…………」


    　真之斗は黙り込んだ。


    「あいつ、完全に身体の機能が戻ったらどうなるんだ？」


    　亜世砂が口を開いた。


    「どうにもならない。退院することはない。検査の度たびに数値に異常が見つかり、ときには本当に身体が不調になるだろう。悪夢を見続けることもあるかもしれん。再発の可能性もあるしな」


    　真ま之の斗とたちは全員、口をつぐんだ。


    　沈黙に構わず、クラタは続ける。


    「彼の無意識が引き起こしたこととはいえ、彼のドッペルゲンガーが殺してしまった人たちへの罪は罪だ、裁かれるかどうかはともかく、罪は償わなければならない」


    　そして、クラタは朝日に目を細めながら言った。


    「だが、彼は生きている。君たちのお陰でな」


    　そこへクラタの部下が駆け寄ってきて、送迎のヘリの手配ができたと報告が入る。


    「…………僕たちはどうなるんですか？」


    　ぽつんと真之斗。


    「理性を保っている間はこれまで通りだ。こうしてたまに私たちの協力をしてくれれば、ある程度までは暴れてもごまかしてあげるぞ？」


    　今回の海ほたるの事件は「大規模テロ」ということで決着がつくはずで、そのための工作を部下にやらせながら、とクラタはにやり、とまた鮫さめのように笑った。


    　どうやら彼女は笑顔を使い分けられるらしい。


    　夜明けの光が夜の闇を追い払っていく。


    「そういうわけで、次も頼む」


    「二度とご免です」


    　その朝日を浴びながら真之斗が吐き捨てるように言った。


    　クラタの「だが君は私を信じるなよ」という言葉の意味が骨身に染みていた。


    「行こう、アズ姉ねえ、セイ姉」


    　と歩き出す真之斗へ、


    「あ、お、おう」


    「ま、待って真之斗！」


    　弟の気迫に珍しく押されてふたりの姉代わりの幼なじみもついていく。


    「まあ、ご協力に感謝するよ、真之斗君、世せ衣い君、亜あ世ず砂さ君！　だがくれぐれもその力を悪用するな！　我々は見ているぞ！」


    　クラタの声は本気のようにも、冗談のようにも聞こえた。


    　三人はアクアライン駐車場の中央、用意されたヘリへ向けて歩く。


    　ローターをゆっくりとヘリが回転させ始めた。


    「アズ姉、セイ姉」


    　ふと歩きながら真之斗は言った。


    「僕らは、絶対に『Ｆ』みたいにはならない、そうだよね」


    　前を見たまま宣言するように言う真之斗の手を、どちらともなく握りしめる。


    「ええ」「ああ」


    　世せ衣いと亜あ世ず砂さ、どちらともなく、そっと真ま之の斗とに寄り添った。


    　ふと、少年は立ち止まり、世衣を見上げる。


    「セイ姉ねえ、僕のことを男として愛してる、って言葉の答えだけど…………」


    　少年はしばらく世衣を見つめ、再び口を開いた。


    　その横顔を見て、亜世砂は数瞬の後に来るであろう胸の痛みを隠すために苦笑いを浮かべて、お祝いの言葉を胸に用意して、覚悟した。


    　続く真之斗の言葉に、世衣の顔がみるみる明るく輝くのがわかる。


    　最初から答えは決まっているのだ。


    　きっと姉は……世衣は泣き出す。


    　だから、自分は笑ってやらねばならない────それが自分の役どころだから。
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    　さて、あくまがにげだした、あとのおはなし。


    



    　おうじょさまたちとおうじさまはいっしょにまた、あそぶようになりました。


    　とくに、ちえのおうじょさまは、おうじさまがすきになりました。


    　そのことをゆうきのおうじょさまにそうだんしました。


    「どうしたらいいかしら？」


    「すきだといえばいいよ！　きっとおうじさまもよろこぶよ！」


    　ゆうきのおうじょさまは、そういいました。


    　けれど、かくれてちょっとだけ、なきました。


    　ゆうきのおうじょさまはね、ほんとうは、おうじさまがすきだったからです。


    　でも、あきらめようと、ゆうきのおうじょさまは　こころにちかいました。


    　だってゆうきのおうじょさまは、ちえのおうじょさまも、おうじさまもおなじぐらいすきだったからです。


    　それに、きれいでかわいいちえのおうじょさまと、おうじさまはおにあい。


    　じぶんはきょうだいのようにふたりとあそべれば、それでいい。


    　だから、かくれて、ちょっぴりなみだをながしました。


    



    　そして、ゆうきのおうじょさまは、つぎのひ、ふたりをこころからのえがおで、しゅくふくしましたとさ。


    



    



    
      終

    


    


  


  
    



    



    　　　あとがき


    



    



    　こちらの文庫でははじめまして。神かみ野のオキナと申します。


    『ＥＸＭＯＤエクスモツド 思春期ノ能力者』、いかがだったでしょうか。


    　このところ「最初っから大きく現実とは違う世界」や「少し今とは違う歩みをした可能性の未来」や「完全な異世界」を舞台にした作品を多く書いてきましたが、今回は久しぶりに「現実世界の中にあるひとつの嘘うそ」を中心にし、ギャグの場面が一切ない、シリアスで切ない物語となっています。


    　その「切ない」が何にかかっているのか、それはお読みになられた方はご存じのとおり。


    　頭の中にあったのは映画『クロニクル』やＳ・キングの原作版『ファイアスターター』のような、人と人との関係が大きく変わるときのドラマ、でした。


    　真ま之の斗と、世せ衣い、亜あ世ず砂さの物語、楽しんでいただければ幸いです。


    　そしてこの本は「され竜」の浅あさ井いラボ先生のお引き合わせで実現したものです。浅井ラボ先生には本当に感謝です。


    　そしてガガガ文庫編集部、中でも担当の濱はま田ださん、新レーベルで緊張してあれこれ失態を繰り返し、ご迷惑をおかけした筆者に辛抱強くつきあっていただき、本当にありがとうございました。


    　挿絵をいただいたこぞう先生、可憐な筆致で真之斗たちを描いていただき、ありがとうございます。真之斗の立ち絵を頂いたとき「ああ、こいつってこんな顔だ」と納得しました。


    



    　最後にこの本を買っていただいた読者の皆様、本当にありがとうございます。


    



    　それではまた、次の本でお会いしましょう。


    



    
      二〇一六年一二月末　神野オキナ
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